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			プロローグ

　マイルマ大陸の北西、森と湖の国と呼ばれるサラスト国の王城〈ヴァロリンナ〉。

　その奥深く、王族が居住する内城の扉をいくつも抜けた先にある国王、サラストゥス陛下の寝所に、隣国フリュードより来た王女の姿があった。長きに渡り幾度となく兵刃を交えてきた両国は、王族同士の婚姻を以て終止符を打つことにしたのだ。

「──こちらでお待ちくださいませ。陛下は間もなく参られましょう」

　ここまで案内してきた王城の侍女が、王女の手を取り部屋の中ほどにあった長椅子に座らせる。

　王女の名はシトゥルーナ・ルース・フリューデン。フリュード国の若き王、エドヴァルド・カルフ・フリューデンの妹で、豊かに波打つ亜麻色の髪に煌めく榛はしばみ色の瞳の姫君だ。

　けれど今は、その誰もが魅了されてやまない榛の瞳は、包帯のごとく幾重にも巻いた平布によって隠されていた。

　目を患わずらったわけではない。「陛下の命です」と言って、シトゥルーナの夜伽の支度をしたこの侍女によるものだ。

「よろしいですか、くれぐれもその目の布をお取りになられませんように、お気をつけくださいませ」

　そして、もう何度目だろうか。こうして布を取るなと言われるのは──。

　侍女に気づかれないよう小さな溜め息を吐いたシトゥルーナは、膝に置いた手をきゅっと握る。繰り返し言われないとわからない愚か者と思われているのだとしたら、情けない。

　いや、そもそもはどうして目を隠さねばならないのか。元敵国の王女にはいろいろ見せたくないものでもあるのだろうかと勘繰りたくなる。

　そういえば、と二度目の溜め息を吐いたシトゥルーナの脳裏に、初めてサラスト国に足を踏み入れた国境の砦でのことが思い浮かぶ。それから王城で初めて国王陛下と相見えたときのことも。

　国には心配をかけたくなくて、つつがなく顔合わせを果たしたと文にしたためた。しかしあれは、とてもではないが顔合わせと言えるものではなかった。声をかけられることはおろか、玉座を前に頭を垂れていたシトゥルーナが顔を上げる間も与えられず、用意された宮に案内されたのだった。以後誰が来るわけでもなく、まるで人と会うのを憚られているように感じていた。

　とはいえシトゥルーナは、この政略以外何ものでもない婚姻の意味と己の役目を充分理解していた。

　サラスト国王と、年が親子より離れているのは最初からわかっていたこと。乙女ならば憧憬をもって夢見たい婚礼の儀についても、長年の戦禍から国を立て直すことを先に考えたいという話にも納得している。

　だから両国を結びつけ、真の和平をもたらすために自分の務めを果たす。いや果たさねばならない。二国の架け橋となる子をなすのだ。

　その気持ちに嘘はない。大義のために我が身を捧げる覚悟もした。でも──。

　シトゥルーナは、ふと脳裏によぎった人影をぐっと息を呑み込むように、淡い想いとともに心の奥に沈めた。

「申し訳ありません。お目を隠したことをシトゥルーナ様が不快に思われていることは重々承知しております。ですがこらえてくださいませ」

　表情など布に覆われてほとんど読めないだろうに、シトゥルーナの様子からその心情を察したのか、侍女が口を開く。さすが王族の身の回りを世話する侍女だ。よく気がつく。

「──婚姻を結ぶために参ったのですから、わたしも今は陛下の臣下のつもりです。なればその命に背く真似などいたしません」

　シトゥルーナは小さく息を吐いて、この程度のことに気遣いは無用と安心させるつもりで答える。だが思いがけず固い口調になってしまった。

「あの……、これは直接聞き及んだわけではないのですが、陛下は今のお姿を周りの者に見せるのを嫌がっておいでのようなのです」

　シトゥルーナの声音から心の機微を感じ取ったのか、侍女は言い難そうながら、驚く言葉を続ける。

「え──……、今の……お姿、ですか？」

　さすがにこれには困惑する。姿を見られたくないなど、一国の王としてどうなのだ。

　戦好きの武王と名高いサラスト国の王は、若かりし頃は近隣諸国にその美丈夫ぶりでまた名を轟かせていたと聞いたことがあったが、それが何故？

　まさか人目を憚りたいほど老いて衰えてしまったとでも？

「はい。お声も、その……、直接聞くことはないそうです」

「お声も、なのですか──」

　さらに続けられた言葉はいっそうシトゥルーナの惑いに拍車をかけた。

　そういうことか。だからあのときも──……。

　シトゥルーナは、王城で初めて顔を合わせたときのことを思わずにはいられない。

「陛下の命は近侍のレット・リタリ様を通してなされます。シトゥルーナ様の目を隠すようにとの命もレット様から聞きました」

「そ……うなの、ですか。レットが……」

　レット・リタリ──。

　その名を聞いただけで、シトゥルーナの胸はつきりと痛みを覚えた。先ほど心の奥に沈めた影の名だった。


　侍女が下がったあと、しばらくして衣擦れの音とともに人の気配を感じた。おそらくサラストゥス陛下が部屋に入ってきたのだろう。シトゥルーナは、いよいよだと体を強張らせた。

「あ──……」

　いつの間にか近くに寄られて頬を撫でられたシトゥルーナは、ぴくりとして思わず声を上げた。怖じけたせいではなく、そろりと触れてきた手がとても優しかったからだった。

　その手に寝台にいざなわれ、シトゥルーナはゆっくりと体を倒された。

　顔も知らず、声も聞いたことがない。それでも今自分を組み敷いている者は、陛下に違いなかった。

　どうしてそう思うのかわからない。けれど初めての情交を迎え張り詰めていた気が、触れられたところからふわりとほどけていく。

「……ぁっ」

　さわさわと指が頬から唇をかすめて頤おとがいへと移っていく。さらには首もとから鎖骨を撫でさすっていく。

　身に纏っていた蜻蛉の翅のごとき薄い夜着が今どうなったのか、目を隠されたシトゥルーナには確かめようがない。けれど布越しに触れられていると感じるから、まだ纏っているのだろう。それともすでにあられもなく全身をさらしていて、布が肌を擦るのは、サラストゥス陛下が着衣のまま覆いかぶさっているからなのか──。

「陛下……ぁ……」

　なおも陛下の手が、鎖骨から肩口、二の腕と、シトゥルーナに触れていく。ゆっくりと急くことなく。そして手を握られてするりと指先を取られたとき、押しつけられる柔らかなものを感じた。唇だ。

　指先に口づけた唇が指を食み、啄みながら掌に移る。吸いつかれて生温かく濡れたものがぬるりとする。

「んっ」

　シトゥルーナは、くすぐったさとぞくぞくするものを感じて、こらえようと息を詰めたが、漏れた吐息は思いのほか艶を持っていた。一瞬で顔が朱に染まる。

　恥ずかしさを覚えたシトゥルーナは再び息を詰め、唇を強く噛んだ。このときばかりは布で半分覆われていて良かったと思った。

　しかしその唇に、指が這わされる。噛むな、ということらしい。

（どうして……）

　これは政略結婚だ。寝所をともにするのも目的のために必要なこと。心など不要。乱暴に扱ってくれたって良かった。それなのに──。

　指がまたシトゥルーナの体を撫で始める。緩やかに、優しく。

（申し訳ありません、陛下）

　込み上げてくる想いが、胸を締めつける。

　眦まなじりに溜まった涙は目を覆っていた布に吸われて、頬を濡らすことはなかった。



	
			第一章　出立

　マイルマ大陸の西に位置するフリュード国の王女、シトゥルーナ・ルース・フリューデンは、王宮会議室の隣の小部屋で息を潜めていた。

　会議室では、シトゥルーナの兄であるフリュードの国王、エドヴァルド・カルフ・フリューデンを前にして国の要人官僚が集まり軍議が行われている。先々王の時代より続く隣国サラストとの戦を今後どうするか、継戦か停戦かの協議だ。

「それは余りにも気弱というもの!!　機を見誤ってはなりませんぞ!!」

（あの声は……、キヴァリ将軍ね）

　シトゥルーナは、榛色の瞳を曇らせ形のいい眉を顰めた。

　軍部を統括する侯爵のラーファエル・キヴァリ将軍は普段から声が大きいが、それでも隣室のここまで聞こえる大声を出すなど、鋼のように鍛えられた大柄な体躯も相俟ってまるで威迫だ。誰に向けたものか想像がたやすいだけに、シトゥルーナは唇を噛む。兄王の、自分と同じ榛色の瞳は、半眼に細められているだろう。

　キヴァリ将軍は、国家建国の代より続く名門貴族の出自で、先王──二人の父の代より仕える猛将。サラスト国との戦も、将軍が軍をまとめ上げているからこそ、互角に相対できるのだ。そうでなければ、戦王と名高く自ら戦場をかける現サラストの国王に、フリュードなどあっという間に攻め入られてしまっていただろう。

　だから国政に直接の関わりのない王女でも、キヴァリ将軍の功績はよくわかっているつもりだ。

　しかし、兄王の胸中もまたシトゥルーナはわかっていた。

　隣室の様子を壁際で窺うシトゥルーナは、亜麻色の髪をかき上げ耳をそばだてる。

「亡き父君がお聞きになられたら嘆かれましょうぞ。国境の小競り合いで戦果を挙げた今、サラストの砦城を制圧し王都へ攻め入るのが上策というもの。停戦などと兵士の戦意を殺そぐような戯言は、おやめいただきたい。フリュードの兵は最後の一兵となっても、戦い続けますぞ」

　慇懃な物言いながらも、エドヴァルドが打ち出した停戦案を真っ向から否定する将軍の声が聞こえ、シトゥルーナは唇をさらに噛む。おそらく今、会議室にいる者のほとんどが、王ではなく将軍の意見に頷いていることだろう。

　百戦錬磨の将軍は、年若い王を軽んじている向きがあった。戦よりも内政の充実をはかりたいエドヴァルド王とキヴァリ将軍との間に溝が生じているのは、悲しいかな周知の事実だ。噂では父王が崩御したとき、次代のフリュード国王には兄エドヴァルドではなく、このキヴァリ将軍を推す声もあったらしい。

（お兄様はどうされるのでしょう）

　シトゥルーナはさらに耳を壁につけ、エドヴァルド王の言葉を待った。

「──長年の戦で民は疲弊している。国境の小競り合いで勝ちを挙げたなら、それをもってサラスト国に停戦──和平を申し入れる」

　エドヴァルドの声は毅然としていた。それでこそお兄様、とシトゥルーナも頷く。

　フリュードは温暖な農業国だが、その収穫高はここ数年下降気味なのだった。すべては国を支える民がサラストとの戦に徴兵されて、満足に耕作ができないため。加えて度重なる増税で生活が圧迫されていた。

「サラストと和平、とな？　しかるにその使者には誰を遣わせるおつもりかな」

　将軍の物言いにシトゥルーナの眉は、ぴくりとつり上がる。

　この場合、王家相談役のイーヴァリ・ラスクがもっとも適任だろうが、先々代より仕えるラスクは高齢でこのごろは登城も難しい状況だった。ならば他には誰を、という話になるが、正直サラスト国に一目置かれエドヴァルド王の名代が務まるのは、キヴァリ将軍ぐらいだ。

　それをわかっていて、将軍は訊いたのだった。シトゥルーナは兄へ向けられた言葉の端々から侮りを感じた。

「使者はシトゥルーナだ。そしてサラスト国王との婚姻をもって両国の和平を恒久にする」

　エドヴァルド王が声を荒らげることもなくそう断じると、会議室が、しん、と静まり返った。聞き耳を立てているシトゥルーナにも、壁を隔てた隣室の空気が伝わってくる。誰もが驚き声を失ったようだ。

　そんな中、いち早く立ち直ったのか声を上げたのは、やはりキヴァリ将軍だった。

「エドヴァルド陛下、本気でそのようなことを!?　使者として送るのも驚くが、まさか婚姻など!!　シトゥルーナ王女殿下はエドヴァルド王の妹君ですぞ!!」

「妹だ。だから相応しい。サラスト国との和平の使者、王の妃となるべくシトゥルーナには早々にサラスト国に向けて出立してもらう」

「お、お待ちくだされ。サラスト国王は齢よわい五十を超えると聞きますぞ。いくら戦王と名を馳せていてもそのような老王とまだ十八歳の王女殿下の婚姻は──」

　エドヴァルドに何かと異見を述べる将軍でも、シトゥルーナを気遣う気持ちはあるようだ。口調が珍しく躊躇いがちだった。それとも王の妹というだけのシトゥルーナでは、戦王の妃など務まらないと思っているからなのか。

　できれば前者が良い。その昔、幼少のみぎり、猛将と畏れられる将軍に可愛がってもらった記憶は残っていた。

　それにシトゥルーナも、事前に話を聞いたときは絶句した。けれど同時に、これが王族の務めと納得もした。何よりも兄王の信頼があり、サラスト国にも納得させられ、もし継戦となった場合、直接の戦力に影響のない者は、王妹の自分だった。

「小娘には務まらないとでも？」

「いえ、王女殿下をそのような……」

（お兄様ったら意地の悪い言い方を）

「貴族の娘なら家のために婚姻することなどままある話だ。シトゥルーナは我が妹。王族だ。家が国になっただけだ」

　それが当然と言わんばかりに淡々と口にするエドヴァルド王の胸のうちを、真実理解している者はどれだけいるだろう。

　フリュード国の東には大国パルニラ帝国があり、彼の国に備えるためにも、いつまでもサラスト国と兵馬を交えている場合ではない──それが兄王の考えだった。

「いや、しかし、陛下っ。戦王が相手では……そ、そうだ、王子。サラスト国には王子が何人か。婚姻相手ならば、王よりも王子のほうがよろしいかと」

　キヴァリ将軍が食い下がる。

　だが、戦王として現王のほうが印象深いためか、王子の話はほとんど耳にしたことがなかった。

「駄目だ。シトゥルーナは、今のサラスト国王に嫁がせる。他の者は認めぬ」

「しかしながら、陛下っ!!　確かに、王子の評判は粗野とか短慮とか、あまり良いものは聞かぬが、老王よりは……」

　どうやらサラスト国王子の評判は芳しくないらしい。

　しかしシトゥルーナにしてみれば、評判など構わなかった。サラスト国に和平の使者として赴き、国王であれ王子であれ、王族と婚姻することが重要なのだ。

「これは決定だ。異論は認めぬ。我が妹シトゥルーナには友好の証としてサラスト国入りを果たし、両国の和平を取り結ぶ。キヴァリ将軍、今後はフリュードの誉れ高き猛将としてパルニラ帝国に睨みを利かしてほしい。良いな」

「パ……ニ……を……」

　将軍の声はよく聞き取れなかった。ガタガタと椅子を引く音がして隣室から出てくる人の気配を感じた。

　協議が終わった。これで自分がサラストに行くことは決まった。

　大きく息を吐いたシトゥルーナは、兄王のために、フリュードのために、改めてこの身を捧げる決意をするのだった。


　シトゥルーナと身の回りの世話をする侍女を数名乗せた四輪四頭立ての馬車は、護衛の近衛騎士団小隊とともに、サラスト国に向けて北上していた。

　国を横断する河川をいくつか渡り、農村地のなだらかな丘陵風景が徐々に人の手の入らない荒野へと変わっていく。間もなく北の国境だった。

「姫様、すごいですっ。何もありませんっ」

　シトゥルーナの前に座っていた侍女のユッタが、車窓から見えた景色に無邪気な感嘆の声を上げた。

　王宮に行儀見習いとして上がったばかりとはいえども、貴族の子女。しかも王女付きの侍女となった今は見過ごせる振る舞いではなかった。

　ならば主として窘めるべき──と考えがよぎったが、シトゥルーナは彼女と同じように馬車の外へ目を向けた。

　ここには口うるさい侍女頭はいないし、行儀作法をとやかく言うよりシトゥルーナは、素直で伸びやかな性格のユッタを微笑ましく思っていた。それは他の侍女たちも同じようで、俯き加減で見て見ぬ振りを続けている。

「本当ね。何もないわ──」

　馬車の揺れ方が変わったから二国間の緩衝地帯と呼ばれる荒野に入ったのはわかっていた。だが、実際に目にするとその広大さに大きく息を吐きたくなる。建物も畑もなく、人の姿も当然なく。見渡す限り岩山と赤土の大地だった。この風景は国境を越えサラスト国に入ってもしばらく続く。

「あっ」

　ユッタが小さな声を上げた。この地に棲息する砂ウサギでも見つけたのだろうか。

「ウサギでもいた？」

「いえ、その……」

　シトゥルーナがユッタを窺うと、彼女の顔は赤みを帯びていた。

　まだ夕刻ではないのにどうしたのだろうと、ユッタの目の先を追ったシトゥルーナは納得する。ユッタが見つけたのは砂ウサギではなかった。

「あら──、そういうこと？」

　呟きを落とせば、ユッタはますます顔を赤らめる。

　同行する小隊の隊長オイヴァ・キヴァリ准将が、前方からこちらに馬で駆けてくるところだった。

　彼は名が示す通り、フリュードの猛将、将軍ラーファエル・キヴァリ侯爵の嫡男。しなやかな体躯に母親のキヴァリ夫人の血を濃く受け継いだ甘やかな容貌は、王宮でも評判の美丈夫。年頃の貴族子女から熱烈な眼差しを向けられていた。

　今回、シトゥルーナの護衛として小隊を率いているが、本来は一個連隊の隊長で、有力貴族の同行もなく単身で敵国のサラストに赴く王女の身を案じ、名乗り出たのだそうだ。

　シトゥルーナは出立前に兄王エドヴァルドと交わした言葉を思い出す。

『ルーナ、この先、誰も信じるな。良いな。今後お前の身はサラスト王が守ってくれる』

　意味がわからなかった。誰も信じるな、となぜそこまで言われるのか、しかも戦をしてきたサラスト王が守ってくれるとまで。いや、婚姻すれば妃を守るのは、当然か。

　迷いはなかったと言えば嘘になる。それでも兄王の焦燥にも似た真剣な眼差しに頷いた。自分をルーナと呼ぶ大好きな兄のためなら。両国の未来のためだと信じ──。

「姫様」

　ユッタの声が聞こえ、シトゥルーナははっとする。どうやら一瞬心が飛んでいっていたようだ。窓に目を向けると馬車と並走するオイヴァの姿があった。

　シトゥルーナが頷くと、ユッタがその窓を開ける。

「あと半時ほどで国境です。それを過ぎればサラストの国境砦城エテラ＝リンナケが見えてくるでしょう。夕刻までには到着できるかと思います」

　シトゥルーナが和平のため赴くことが決定後、直ちにサラスト国には先触れの使者がエテラ＝リンナケ城に遣わされていた。

「そうですか。ではもうあと少しですね」

　野盗に襲われることもなく、無事にここまで来られたのは運が良かったにすぎない。戦が長引き度重なる課税もあって、王の権威が及び難い辺隅では盗賊に身を落とした者が出没すると聞いていたからだ。

　もっとも、もし出たとしてもオイヴァ・キヴァリ准将率いるこの騎士団が、あっという間に退けてしまうだろう。

「王女殿下、お気は変わりませんか？」

　小声だったが、シトゥルーナの耳にはしかと届いた。

　昨日、オイヴァと行程の確認をしていたとき、最後に言われたのだった。

　このサラスト行きを望まないのなら、今すぐ引き返そうと。たとえエドヴァルド王に逆らうことになろうとも、そのときは自分が持てる術すべてでシトゥルーナを守ると──。

『王女殿下、使者など辞めて戻りましょう。いくらサラストを刺激しないためだと言っても、王女をこんなみすぼらしい馬車で送り出すなど国王の気が知れない。護衛の件にしても、私が名乗り出なかったら、まったくどうする気だったのか』

　オイヴァの話を聞きながら、それは王に対して不敬だと思わなくもなかったが、すべては自分の身を案じたゆえだと胸に収めた。

　キヴァリ侯爵家の人間は、昔から王家に近すぎた。オイヴァの父であるキヴァリ将軍にしても、あれほど兄王に違えた意見を言うのは、敢えて反対の立場を取り、王が一方的な考えに凝り固まらないようにするため。それができるのはキヴァリ家だけだ──と以前兄から聞かされたことがあった。けれどあの日の会議を思い出すに、「そうなのだろうか」と今は素直に受け止められない。

『兄には兄の考えあってのことです。すべてはフリュードのため。わたしはそう信じています』

　だから、そう答えた。みすぼらしいと言われたが、兄が用意してくれた馬車は華美な装飾がないだけで装備が充実しており、座席を広げて寝台にもできるし、脇からテーブルを出せば、簡易な食事やお茶をするのも問題ない。それに車体が頑丈で安定しており、その分振動も少ない。

　護衛については、当初王宮警備隊から人選が行われるはずだった。そこにオイヴァが割って入ったのだ。王族の護衛なら近衛騎士団のほうが相応しい、自分が行くと言って。

　オイヴァの技量は確かなこともあって、ついてくれるならこれ以上頼もしいものはない。他の貴族官僚からも賛同を得て同行を押し切られた形だった。

「オイヴァ、その話は……。わたしはもう心を決めております」

　シトゥルーナはきっぱりと返す。

　誰もが王女の行く末を憂慮し、継戦派も停戦派も王の変心を促そうとした。けれど王女の身一つで戦を収束させられるという策以上の良案が、考えつかないのもまた事実だった。

「……あなたが何を決めておられようと私は諦めません。では」

　シトゥルーナは、隊列の先頭に戻っていくオイヴァの背から目を逸らすと、顔を伏せた。

（もっと和やかに送り出してもらえないのかしら）

　どんなに心強く決意をしていても、不安を感じていないわけではなかった。

「姫様……」

「もうすぐですって。エテラ＝リンナケは城壁がとっても頑丈だと聞くわ。どんなお城なのかしら。楽しみね」

　心配顔を向けるユッタにシトゥルーナは、憂うことはないと自身にも言い聞かせるように満面の笑みを浮かべた。


「姫様っ!!　すごいですっ。これがサラストの砦城ですかっ!!」

　遠目に見えていた石城が目の前に迫ってくる。身を乗り出しそうなほどに車窓に貼りつき、ユッタが声を上げた。

　行く手を阻むかのようにそびえ立つ堅固な城壁を見ただけで、この砦城がどれだけ攻め難いのか想像できた。周囲には堀が掘られ、正面の跳ね橋が下ろされなければ中に入ることは不可能だ。

「門を開けよ。フリュード国王女、シトゥルーナ・ルース・フリューデン殿下なるぞ」

　オイヴァが城前で声を張り上げた。しかし跳ね橋は下ろされる気配はなく砦城からの応えはなかった。

　物見台からこちらの様子は見えているはずなので、シトゥルーナたちが到着したことは承知しているはずだ。

「オイヴァ、わたしが出ます」

「いえ、殿下。なりません」

　馬車から降りると言うシトゥルーナをオイヴァが止める。先日まで刃を交えていた敵国ゆえに、出たところを矢で射かけられるかもしれないと案じているのだ。

「向こうは疑っているのです。わたしが姿を見せればわかってくれるでしょう」

「しかしっ」

　そのときだった。跳ね橋が轟々と音を響かせながら下りてくる。ついにはずうんと砂塵を舞い上げ堀に橋がかかった。門が開き、中からサラストの兵が列をなして出てくる。彼らは槍を構えていた。

「貴様らまことにフリュードからの使いか？　儂には我が王に庇護を求める亡命貴族にしか見えぬのだがな。馬車に乗っているのは、王に献上する娘か？」

　並んだサラスト兵の後ろから兵士三人分はありそうな巨漢が現れる。どことなくキヴァリ将軍を思い出させる風貌だった。

「そのような物言い、我が国の王女殿下に対して失礼であろう!!」

（和平のために来たの。着いた早々揉め事はやめてっ）

　そんなシトゥルーナの心の叫びが届くはずもなく、オイヴァは門に立つサラスト兵を睨めつけ、不穏を隠さず言い返した。控える近衛騎士も隊長に倣い身構える。馬車の中では侍女たちが、怯えを見せて落ち着きをなくす。

「オイヴァ、扉を開けなさい」

　窓から顔を覗かせたシトゥルーナは、侍女たちを宥めるためにも毅然と、そして涼やかな声で命じる。

「オイヴァ」

　声をかけても微動だにせず、忌々しそうに前方を見詰めているオイヴァを再度呼んだとき、馬の蹄の音が聞こえてきた。

　誰、と思う間もなく門から現れたのは、黒地に金の飾緒モールをあしらったサラスト軍上級士官の制服をまとった怖ろしく目鼻の整った優美な男だった。

　男は、馬車の窓から顔を見せていたシトゥルーナに気づき、不躾にも見詰めてくる。

　シトゥルーナも男を見詰める。視線が交錯し、絡み合ってしまったように目が逸らせない。ここは荒野だけれど、いつか読んだお伽噺の絵本に出てきた森の民、妖精の王が現れたのかと思ってしまいそうだった。

　男が片手を挙げた。たったそれだけで、サラスト兵は槍を収めざっと左右に分かれる。オイヴァと睨み合っていた巨漢も、脇に退いた。その間を男は白金の髪をなびかせて優雅に馬で進み、跳ね橋を渡ってシトゥルーナが乗る馬車の前までくる。

　改めて男と見詰め合ったシトゥルーナは、彼の瞳が緑かかった水色をしていることに気づく。まるで深い森の湖のようだと思った。

「シトゥルーナ・ルース・フリューデン王女殿下ですね」

「──っ」

　男が声を発した。返事をしなければと思うのに、その容姿に引けを取らない朗々とした声はシトゥルーナの鼓動を速めてしまい、頷くのがやっとだ。

「出迎えの無礼をお許しください。私はレット・リタリ。サラストゥス国王陛下直属の親衛隊隊長を拝命しております。過去の歴史から立ち直りともに歩むために、このサラストにお出でになられた王女殿下を歓迎します」

　男──レットは馬から降り、拳を握った右腕を胸に当て恭しく頭を垂れた。

　両腕を脇につけたまま身を屈めるだけのフリュード式とは違い、その異国の辞儀はシトゥルーナを不謹慎にもときめかせた。何よりレットの言動から、和平を望んでいるのを確信して安堵する。

「レット殿!!　むやみに頭を下げられては!!　その令嬢がフリュードの王女という確証が──」

　門から巨漢が叫んでいた。頭を上げたレットは、またも片手を挙げただけで黙らせる。

「お顔を見ればわかる。亜麻色の髪、榛色の瞳にこの面立ち、ここにおられる方は紛れもなくフリュード国エドヴァルド王のお身内だ──ではシトゥルーナ王女殿下、参りましょう」

　そう言うと、レットはひらりと馬に跨り、門へと向かった。

　護衛の近衛騎士が虚をつかれたように呆然としている中、馬車は動き出した。ガタンと跳ね橋に乗り上げ進んでいく。

（あのような方がいるなんて……）

　シトゥルーナは、まださほど言葉を交わしたわけではないのに、物腰や振る舞いからレットには他の兵にはない高潔さを感じていた。国王直属の親衛隊隊長と言ったから、人望もあるのだろう。

　そして、これでようやく城内に入れると、ほっと息を吐いたとき、馬の嘶いななきとともに馬車が唐突に止まった。何事かと再び窓からシトゥルーナが外を窺うと、あの巨漢のサラスト兵が門の前で槍を構え、立ちはだかっていた。

「曹長、何の真似だ。私の命は陛下の命だぞ」

　聞こえたレットの言葉がシトゥルーナを怪訝に思わせる。

（あの方の命が陛下の命？　サラスト国王の名代だというの？）

「わ、儂にはこの砦を護る責務がある。たとえレット殿の命でも、フリュードの兵を通すわけにはいかぬ。そこの者はあの猛将キヴァリ将軍の倅せがれだ」

「彼は王女殿下の護衛だ」

「それがなんだ。中に入れると言うなら、儂を斃たおしてからにせよ」

　シトゥルーナは、背を向けているレットの表情は見えずとも、頑として動こうとしない巨漢の兵士の様子から、緊迫したものを感じた。

「──わかった。そのほうの身を賭としての忠義、陛下にしかと伝えよう」

　声はここまで届かなかったので、何を話したのか知れないが、どうやら収まったようだ。巨漢が槍を下げ、レットに道を開ける。

「シトゥルーナ王女殿下の御身は、今後この、レット・リタリが責任もってお預かりする。エドヴァルド王にそう伝えよ。貴殿らは、フリュードに戻るがいい」

「な、何をふざけたことをっ!!　ここまでつき添ってきた我らに帰れと言うか」

　振り返ったレットから凛とした声が放たれると、オイヴァがいきり立った。

（ちょっと待って）

　シトゥルーナは頭を抱えた。それは昨日確認したばかりだったからだ。

「オイヴァ、何を言っているのですか。あなた方の護衛はここエテラ＝リンナケまでですよ。エドヴァルド王は、近衛騎士団がサラスト国に入ることを一兵たりとも許可していません」

「お言葉ですが、王女殿下。あなたは本気で護衛もなしで敵国へ行かれると言うのですか!!」

　オイヴァの言うことはもっともではあるけれど……。

　だが兄王は言った。今後はシトゥルーナの身はサラスト王が守ってくれると。それに今のレットの言葉だ。ならば、どうするべきか、ここで臆してはいけない。

「わたしの身はレット・リタリ親衛隊隊長が保証してくれましょう。心配は無用です。わたしは両国の和平のために来たのですから」

　シトゥルーナは門前にいるレットまで届くようにさらに声を張った。

「さすが王女殿下だ。エド……ヴァルド陛下の妹君だけのことはある」

　にこりと笑みを浮かべたレットに見詰められ、シトゥルーナは思わず覚えた気恥ずかしさで俯いた。

　けれど視線に気づいて顔を上げる。侍女たちが不安そうに見ていた。

　シトゥルーナは目を細めると、普段通りの静かな声で前から考えていたことを告げる。

「そうですね。あなたたちもオイヴァと戻りなさい。わたしについてくる必要はありませんよ」

　和平の使者だから心配ないなどと声高らかに言っているが、それがたやすいことではないと理解している。この先何が起きるか、命に関わるような不測の事態がないとは言い切れない。自分は覚悟を持っていても、それに彼女たちを巻き込みたくなかった。

「王女殿下、申し訳ありません。は、母が、病気で」

　年嵩の侍女が頭を垂れた。続いてまた一人、顔を伏せる。

「あの、私は、その……、婚約者が」

「わかりました。では全員ここで引き返すと──」

　シトゥルーナが、想像通りの反応をする侍女たちを順に見ていく中、ユッタが声を上げた。

「私は姫様についていきます!!」

「ユッタ？　良いのよ、あなたも戻って」

「いえ、私は最後まで姫様につき従います。ここで別れるなんて嫌です。お願いします、なんでもしますから」

　その必死な形相に、何か事情があるのだろうと思いつつ、ユッタの言葉は嬉しかった。

「わかりました。あなたの同行を許しましょう」

「ありがとうございます、姫様」

「あの……、わ、私も……、王女殿下と……」

　進退を口にしていなかった侍女が恐る恐る申し出るが、けれどシトゥルーナは笑みを崩さず告げた。

「あなたも戻りなさい。ご子息はまだ小さいのでしょう？」

「お、王女殿下……」

　侍女の目に涙が溢れてくる。シトゥルーナは、この判断は間違いではなかったとゆっくり頷いた。

「では、ユッタ。荷物をまとめてください。あなたたちはこの馬車を使うといいわ──オイヴァ、扉を開けなさい」

　最後は外に向けてまた声を張ったシトゥルーナは、一気にそれだけ言うと深呼吸し、馬車の扉が開くのを待った。

　そして扉が開く。そこにいたのはレットだった。

「さあ王女殿下、どうぞお手を」

「……っ、は、はい」

　シトゥルーナは驚いたものの、ごく自然に差し出された手を取って、用意された踏み台に足を乗せた。

　レットのその慣れた立ち振る舞いは、シトゥルーナがこれまで王族として経験したどの応対よりも洗練されており、優雅だった。

「王女殿下、ご無礼を許されよ。ここは足場が悪く王女殿下の御御足おみあしを痛めてしまいそうだ」

「は、はい？　──きゃっ」

　踏み台から下りようとしたシトゥルーナだったが、ふわりと体が浮いたと思ったらレットに抱きかかえられて脇にいた馬に乗せられた。レットが乗っていた馬だ。

「貴様っ、王女殿下に何を!!」

　オイヴァが駆けつけるが、そのときは既にシトゥルーナは馬上の身だった。

　シトゥルーナはもう驚けばいいのか惑えばいいのか、一瞬のうちにあれこれ起こりすぎて、意識を飛ばしてしまいそうだ。

「では王女殿下、予定とは少々異なりましたが、我がサラストの砦城、エテラ＝リンナケに案内いたしましょう」

「──はい」

　レットはオイヴァを意に介すことなく、シトゥルーナが乗る馬の轡くつわを取り、城門へと向かって歩き始めた。

　門をくぐるとき、曹長と呼ばれた巨漢の兵を始め、サラストの兵が先ほどレットがしたように右腕を胸に当て頭を垂れていたのは、感慨深かった。



	
			第二章　レット

　戦になれば最前線となる砦城は、武骨さを隠さず簡素で実用が重視された造りだった。大広間は食堂であり兵の憩いの場であり、サラストの兵は役目以外の時間をここで過ごす。隣は救護室で、今は怪我人がいないため、シトゥルーナにつき従ってきた侍女たちが休んでいた。オイヴァたち近衛騎士団はさらに隣の予備室が宛がわれた。当初は城前で引き返す予定だったが、日が暮れることもあり、入城が許されたのだ。彼らは翌朝帰途に就く。

　そしてシトゥルーナに用意されたのは砦城の尖塔にある賓室で、高位階級者が赴いたときに使われる二間続きの部屋だった。執務机のほかにテーブルとソファが置かれ、壁には大陸マイルマを描いた地図。続く寝室には、簡素ながらも作りの良い寝台が据えられていた。

　本来ならば部屋の主となるべきは親衛隊隊長のレットなのだが、今は他国とはいえ王族のシトゥルーナがいるため、明け渡されていた。

　そのレットに案内されたシトゥルーナは勧められるまま、テーブルを囲むソファに腰を下ろした。

　戸口には侍女のユッタと、馬車に積んであったシトゥルーナの荷物を運んだ親衛隊の者が一人残って控えていた。

「長旅でお疲れのところ、申し訳ありません。ここには王女殿下をもてなせるほどの設備はないのです。お許しください」

　レットが部屋にあった茶器を使い、慣れた手つきで茶を淹れる。

「迎えていただけただけで充分です。その上皆にも部屋を用意していただきありがとうございます。……あの、こちらはレット殿が使われる部屋なのでしょう？　それを、わたしが……」

　お茶の芳しい香りが匂い立つ中、シトゥルーナはレットに感謝している気持ちをもっと伝えたいと言葉を探す。鷹揚に「大儀であった」とでも言える性分なら良かったのだが、あいにくシトゥルーナは王女ながら周囲を気遣ってしまう性質だった。

「ああ、失礼しました。敷き布は新しいものに取り換えさせてありますから、安心して寝台をお使いくだ──」

「違います」

　敷き布が気になって訊ねたわけではないとシトゥルーナは思わず言葉を遮った。

「王女殿下？　私は何かあなたの不興を買ってしまったのですね。申し訳ない」

　レットの顔から笑みが引き、眉が寄せられる。

　シトゥルーナは、自分が失敗したことを悟った。

「すみません、そうではないんです。わたしが来たからあなたが休むはずの部屋を取り上げてしまったのでしょう？　それが申し訳なくて。だから、その……、そうです。わたしも救護室で休めば良いのです。そうすれば、レット殿は、こちらの寝台で……」

　上手く話せない。レットを前にすると、胸が妙な具合に騒ぎ始め、つかえてしまうのだ。こんなこと今までなかったのに、どうしてしまったのだろう。

「落ち着いてください、王女殿下。まずは茶を飲まれませんか？　これでも私が淹れる茶は美味しいと王城では評判なんです」

「あ……そ、そうなのですか？」

　困惑気味に笑みを浮かべたレットがカップに茶を注ぎ入れ、ソーサーに載せて、シトゥルーナの前に置いた。

「レット殿、迷惑と思わないでいただけましたら、座ってください──そちらのソファに」

　シトゥルーナは上目遣いになってしまうレットに座るよう求めた。しかしそれだと膝を折るだけになりそうで、ソファに、とつけ加える。

「あなたはお優しい方なのですね。では」

　御前失礼しますと断りを入れてから、レットはシトゥルーナと向かい合うように腰を下ろした。

　これでようやく同じ目の高さで話ができる。シトゥルーナはカップを手にすると、ほうっと茶の香りを吸い込んだ。

「まあ、本当に好い香りです。このようにお茶をいただくのは久しぶり」

「お気に召してもらえたなら良かったです。陛下のお茶を持ってきた甲斐がありました」

「え……、陛下のお茶？」

（まさか勝手に持ってきたと言うの？）

　シトゥルーナはカップに口をつけたまま、「えっ？」とレットを見る。

「ああ、言葉が足りませんでしたね。これは、陛下に言われてあなたのために用意したものです」

　おそらくレットは、シトゥルーナが何を考えてしまったのか気づいただろう。その証拠に、声の調子がどこか楽しげだ。

「そうでしたか。ではサラストゥス陛下にお会いしたおりは、お礼を申し上げなくては」

　からかわれたのだろうか、とそんなことを思いつくも、シトゥルーナは澄まして答えた。

　不思議なことに不快さはなかった。むしろ兄と何気ない会話で一息ついているときみたいで、ついつい素の自分が出てしまいそうになる。

（今日初めて会った方なのに、わたし……？）

　きっとレットのような人が、周りにはいなかったから慣れていないのだ。シトゥルーナの知る殿方の多くは、兄を除き体力で語り合うような武人か自分語りに忙しい貴族諸侯。洒落た会話とはほぼ無縁だ。

「──では、少し話を。到着したばかりでお疲れでしょうが、王女殿下には明日ここを発って我が国の王都〈ヴァロ〉に向かい、王城〈ヴァロリンナ〉にお入りいただきます。道中の警護は我ら親衛隊が務めますので、ご安心を」

　シトゥルーナが何口目か茶を味わったころを見計らって、柔らかな笑みを浮かべていたレットがすっと表情を引き締めた。

「お気遣い感謝します。……それでお願いがあるのですが、馬車を手配していただけないでしょうか」

「馬車、ですか？」

　意外だったらしく、レットがもの問いたげな眼差しを向ける。

「乗ってきた馬車は侍女と一緒に戻します」

「それは……、侍女も帰されると？　近衛騎士団だけでなく」

　シトゥルーナは「はい」と頷いた。

「連れていくのは、そこに控えています侍女のみです」

　シトゥルーナがユッタに目を遣れば、彼女は慌てて辞儀をして返す。

「そうですか、わかりました。では馬車の手配をしましょう。この砦城には資材を運ぶ荷車しかありません。王女殿下の荷物はそれで運ぶとして、殿下の馬車は近くの町からとなりますが、よろしいですか？」

「それで構いません。お願いします」

　荷車では仕方がない。人も乗れないことはないと思うが、シトゥルーナはこくりと首肯した。

　レットが戸口に立っていた親衛隊の隊士に目配せをすると、その者は静かに礼をして部屋を出て行った。馬車の手配をしに行ったのだろう。

（さすがレット殿の配下。門前でもそうでしたけど、言葉で言わなくても通じるなんて）

　このとき何か忘れているような引っかかりを覚えたが、漂ってきた肉が焼ける匂いに意識が向いて、はしたなくもほわりと顔の締まりがなくなる。慌てて真顔を作るが、とき既におそく自分を見ているレットと目が合ってしまった。

「──間もなく夕餉のようですね。用意ができましたらお呼びしますので、それまで少し休まれると良いでしょう」

「ま、まあ！　何から何まで、本当に──っ」

　立ち上がって部屋を辞するレットが口もとに笑みを作っていた気がして、シトゥルーナは見送りながら羞恥に悶えた。

（やはり気づかれているみたい。レット殿ってそういうところ鋭そうだもの）

　砦城に迎え入れられて、まだこれからだというのに気が緩んでいたのは否めない。だからって、仮にも一国の王女が夕餉の肉に一瞬でも心奪われるなんて……。

（お兄様──、ルーナはやり遂げられるでしょうか……）

「姫様？　どうされたのですか？」

　顔を真っ赤にして肩を震わせている主の姿に、ユッタが首を傾げていた。


　昨日、レットに馬車の手配を頼んだときに覚えた引っかかり──。

　馬車は近くの町からで、どうやってそこまで行くのか失念していたシトゥルーナは、その方法を今、身をもって味わっていた。

　シトゥルーナがいるのは、馬の上。それも一人ではない。レットに横抱きでかかえられるようにして乗っていた。

「あ、あのっ、レ、レット殿、せ、せめて後ろでは駄目でしょうか？」

　もとはといえば、馬の背に乗ることはできても操って走らせることができないシトゥルーナの不徳の致すところ。

　だからこれは仕方がないのだが、しかしダンス以外で殿方と触れるほど近くになったことがないシトゥルーナは落ち着かない。

「その前に呼び方。私のことはレットと呼び捨てにしてくださいと昨夜申し上げたはずですが」

　夕餉が済み、部屋まで送ってもらったときだ。ただのレットと呼んでほしいという申し出を了承したのだった。

「は、はい……、そうでした、レ、レット……」

　間近となった端整な顔を意識する余り、語尾がか細くなる。

「ありがとうございます、王女殿下。──あなたを背にして、盾となるのは魅力的ではありますが、前でお願いします。後ろでは振り落としかねないし、何かのおり咄嗟に反応できませんから。まあ、半時ほどの辛抱です」

　何かって何？　しかし振り落とされるのはかなわない。なら受け入れるしかないと思ったシトゥルーナは、侍女のユッタを見て、目を丸くする。

「ユッタ、あなた一人で馬に乗れるの？」

　ユッタは危なげなく馬を駆って、シトゥルーナの近くまでくる。女性の横乗りではなく、着ている侍女服のスカートを足に巻きつけ、男性のように跨っていた。

「はい、姫様。田舎で裸馬に乗ってましたから、これくらいは。それにこの子、きちんと調教されてて良い馬です」

「そうなのね。──わたし、とんだ荷物ですね。情けないです」

　これから王都〈ヴァロ〉に向けて出立するというのに、自分だけまともに馬に乗れないと気持ちがしおしおと萎んでいく。しかしここまでつき従ってくれた侍女を帰すために、馬車を使わせたことに後悔はない。

　シトゥルーナは、これは自分の試練と思うことにした。感情を表に出さずいつでも冷静さを取り繕えるための。

　幸いなことに、早朝帰国の途に就いたオイヴァら近衛騎士団と侍女たちにこの姿を見られずに済んでいた。いや、見られたら一騒動起きていただろう。オイヴァは最後まで一緒に戻ろうと訴えていたのだから。

　自分を大事に考えていてくれるのはわかるが、少々過保護すぎだ。まったく最後までシトゥルーナが使者となった意味を理解していない。サラストの兵が立ち会っていなかったら力ずくででも連れていきそうな勢いだった。

　隊長──と、レットを呼ぶ声が聞こえた。シトゥルーナの体を支えたまま、レットは首を回して頷く。

「王女殿下、出立の準備が整ったようです。では我々も参りましょう」

「はい、レット。……あら？」

　レットが馬首を向けたのは、昨日入城し、今朝またオイヴァたちを見送った門とは逆だった。

「内地との行き来はこちらからなんですよ」

「まあ、そうでしたか」

　小首を傾げたシトゥルーナに、レットが答える。南を向いている門から北──サラストの内地に向かうには城壁に沿って大きく回らねばならないからだ。今では、築城当時裏手だった北門が主流となり、正門の南門が開くのは戦のときとなった。

　その門では、サラスト兵が列をなして皆拳を握った手を胸に当てていた。その中に一際体躯の大きい兵を見つける。

「曹長、この砦城のことは頼んだぞ。では参る！　我に続け！」

「ははーっ！」

　シトゥルーナをかかえたレットは声高らかに告げると、十数騎の親衛隊を率いて砦城エテラ＝リンナケを後にした。

　上下する揺れに初めこそ真一文字に口を閉じてレットにしがみついていたシトゥルーナだったが、徐々に周囲に目を遣る余裕も出てきた。町はまだ見えてこないが、街道から外れた大地が緑の草木に覆われていることに気づく。

（不思議。昨日まで見ていた風景と違うわ）

　人もおらず建物もないのは同じだが、草原が広がっている。

「南の荒野と違って、この辺りは何年かに一度起きる河川の氾濫で土壌が肥えているんですよ。きちんと開墾して農作地とできれば、民の暮らしも多少なりとも豊かになると思うんですが──」

　興味深そうに周囲に目を向けるシトゥルーナに気づいたのか、レットが土地について話す。

「そうですね、まずはその氾濫する河川の治水から始めなければ」

「さすがは農業国フリュードの王女殿下ですね。この手の話に興味を持たれるご婦人はほとんどおられないのに」

「お恥ずかしい。ただの女の浅知恵です。兄の助けとなればと、少し勉強した程度です」

　つい差し出口をしてしまったが、小賢しい真似を、と蔑むことなくちゃんと聞いてくれたのが嬉しかった。

「そう言った技術を我々はフリュードに学ばねばならないのです。戦などやめて、両国は手を取り合うべきなのだ」

「手を取り合うべき──わたしも、そう思います。だから、この国に来たのです」

「王女殿下……、あなたの勇気に敬意を表します」

「──っ」

　シトゥルーナは慌てて顔を伏せた。レットの言葉で顔が赤らむなど感情を制御できていない証拠だ。

「私はまたお気に障ることを言ってしまいましたか？」

　レットに困惑を隠さない声で訊ねられ、上手い答えが思いつかないシトゥルーナはなおも深く俯いた。

　そのとき、前方から近づいてくる騎馬に気づく。先行していた二騎の隊士が戻ってきたのだ。

「隊長!!」

　緊迫した声がレットを呼び、どうしたのだろうかとシトゥルーナが顔を上げると、戻ってきた隊士は騎乗のまま指を折りながら手を回していた。

　レットがすっと片手を挙げて後続の騎馬に合図を送った。

　いったい何が起きたのだろう、と思う間もなく隊列が変わり、先頭だったレットは列の中ごろまで下がって左右に配下の騎馬が並ぶ。すぐ後ろはユッタだ。ユッタの左右にも同じように騎馬がついた。

「この先にある川で盗賊が待ち構えているとの報告です。このまま一気に突っ切ります」

「突っ切る？」

「姿を隠して迂回するのは、この草原では無理ですからね。中央突破で逃げ切ります」

　むやみに戦闘はせずに逃げる。これもまた戦略の一つ。

　そういう方法もあるのかと、感心してシトゥルーナが頷くと、レットが振り返り声を上げる。

「ユッタ嬢、あなたは私の後を全速力でついてきてください。もし列が乱れたときは、王女殿下は私が必ず守りますから、そのまま真っ直ぐ川を渡って町へ向かってください」

「は、はいっ!!」

　返事をしたユッタの声も強張っていた。

　これがオイヴァたちだったら、とふと思う。おそらく逃げるなど微塵も考えることもなく──。

　シトゥルーナはそれ以上考えることはやめた。比較したところで、意味がないように思えたからだった。

「では王女殿下、少し怖い思いをさせてしまいますが、私を信じてじっとしていてください──ハイッ」

　新たに先頭となった隊士に続いて、レットも速度を増していく。

　前方に、こちらの倍の人馬が見えてきた。それが雄叫びを上げながら迫ってくる。

「必ず守る。しっかり掴まっていろ」

「──っ」

　なんて甘美な命令なのだろう。レットの言葉が胸をとくんと鳴らす。

　シトゥルーナはレットの隊服をぎゅっと握り締め頷いた。

　先頭を行く騎馬が剣を抜き一直線に切り込んでいく。二騎目も剣を抜いて迷いなく後に続く。三騎目も四騎目も、盗賊に突っ込むなど無謀と思える策だが、彼らは強かった。次々盗賊を蹴散らして後続のための道筋をつけていく。

　そしてレットも──。

　迫りくる盗賊をものともせず、見た目の柔和な風貌を裏切る確かな剣捌きで薙ぎ払っていく。

　こんな間近で戦いに身を置くなど経験がないシトゥルーナにとって、恐怖以外ないはずなのに、その勇姿に感動を覚える。

　彼は強い。素直にそう思えた。頭の中で戦王という言葉が、レットに重なる。

「姫様、姫様っ!!」

　自分を呼ぶ声でシトゥルーナは、はっとした。

　辺りに盗賊の姿はなく、後方に川が見えていた。どうやら一騎も欠けることなく振り切り川を渡ったようだ。

「姫様、大丈夫ですか？」

「ユッタ……、ええ、平気です。ユッタこそ、大丈夫でしたか？」

「はい、レット隊長の後ろをずっと走っていましたから」

「そうですか──あ、わたしったらっ!!　レット、下ろしてください!!」

　そして気づいた。変わらずレットの腕の中だけれど、意識は失わないまでも馬から降りたことすら気づかないほど放心していたようだ。いや、これだけぼんやりしていたら、気を失っていたのと大差ない。

　シトゥルーナが言うと、レットはそっと下ろしてくれた。けれど地に足がついた途端ふらつく。

「あっ」

「殿下っ」

　咄嗟のことながら、レットはダンスのように手を差し出し、シトゥルーナの体を受け止めた。それが余りにも自然な振る舞いで、当然のようにシトゥルーナはレットの腕の中に収まる。

「申し訳ない。盗賊の中を突っ切るなど、女性には刺激が強すぎましたね」

「いえ、こうして無事でしたから。──なかなか味わうことのない貴重な体験をしました」

「あなたは本当に話に聞いた通りの……」

「隊長」

　話しているレットの背後から声をかけたのは、昨日馬車の手配をしに部屋を出て行った隊士だった。レットが振り向くと、話している最中だったことに気づいてか、深く頭を下げた。

「あい、わかった。それと──」

　レットは、シトゥルーナの体を支えたまま、隊士に次の指示を出す。といっても、言葉はなくまるで以心伝心、互いに顔を見合わせ頷くだけだ。

「では王女殿下、馬車へどうぞ。お荷物も積み終えたそうです」

「え、今のそういう連絡だったのですか？」

「はい？」

「いえ、なんでもありません」

　首を傾げたレットにシトゥルーナはふっと顔を綻ばせる。

　考えてみれば、昨日もそうだったし、今朝もだ。彼らは多くの言葉を語らなくても、理解し合えているのだろう。信頼しているのだ。それが、羨ましいと感じた。

「では、馬車に案内してください」

　シトゥルーナはユッタに目配せすると、まだふらついてしまう足をどうにか動かし、用意された馬車に向かうのだった。


　川向こうで盗賊と遭遇するという厄介事はあったものの、サラスト国に入ってからの移動は概ね良好だった。手配してくれた馬車は、ソファで寛いでいるときのようにゆったりでき、クッションもたくさん用意されていたので、振動で体のどこかが痛くなるのも軽減できた。

　そして馬車の揺れに身を任せつつもシトゥルーナの興味を釘づけにしたのは、窓から見える風景だった。なだらかな丘陵や平原が続く祖国フリュードと違って、御伽おとぎの国を思わせる深い森や澄んだ湖、雲に届きそうな山々など、初めて目にしたシトゥルーナは感動で心が震えた。

（こんなにも美しい国と戦をしていたのね、わたしたちは……）

　フリュードにはサラストを「北の蛮族」と蔑む者もいたが、ずいぶん愚かなことをしていたものだ。

「姫様、すごいですー、お城が見えてきました!!」

「本当ね、素晴らしいわ」

　馬車は、王都ヴァロに入っていた。先にレットから、森の中の城だと王城ヴァロリンナのことを聞いていたが、実際に目にすると想像以上の壮麗な白亜城に溜め息が出た。この城を見たら、誰が蛮族などと思うだろう。

　レットも言っていたが、もし互いの国が持つ技術力で補い合えれば、国としてもっと発展できるはずだ。大国パルニラ帝国に負けないくらい──。

「あ、舟。姫様、お城の周りに川が──ああ、街に続いているんですね」

　来る途中、王都内を流れる川を目にした。物資を運ぶ水路として使われている川は冬が来ると凍ってしまい、今度は橇そりを使うのだという。

「ユッタ、落ち着いて」

　馬車は城壁に沿って巡らされた水路を渡り、城門へと進んでいく。

「広いです、大きいです、塔があんなにあります」

「もう、ユッタったら」

　はしゃぐユッタを窘めるように目を遣るが、シトゥルーナとて内心では負けず興奮していた。城に感動していたこともあるが、何よりここからだと気持ちが昂っていた。

（いよいよだわ）

　シトゥルーナは、気を落ち着かせるため目を伏せて深呼吸する。そしてすっと顔を上げたときは、フリュード国の王妹シトゥルーナとして、榛色の瞳に力を込めて前を見据えた。

　そんなシトゥルーナを見て、ユッタもまた王女付きの侍女の顔になる。こういう勘の良さも彼女を好ましく思う理由の一つだ。

　馬車が停まった。外に何人もの人の気配を感じる。

「殿下、よろしいでしょうか」

　声がかかり、扉が開く。そこにいたのは、やはりレットだった。

　シトゥルーナはレットに差し出された手を取り、馬車から降り立つ。

「では王女殿下、お疲れだとは思いますが、このままサラストゥス陛下にお会いいただきます。まずはそこでエドヴァルド王の親書をお渡しください。そのあとのことはまた日時を改めて場を設けさせていただきます」

「わかりました」

　レットに先導されて、エントランスを抜け城内へ踏み入る。シトゥルーナの後ろには親書を携えたユッタがしずしずとつき従い、さらにその後ろを親衛隊の隊士が続いた。

　柱廊を渡りさらに奥に差しかかると、その柱や壁の陰から、不躾な眼差しに気づく。つい最近まで戦をしていた隣国の王女が王の居城まで来たのだから、目を向けられるのは仕方がない。

（これくらいで怯んでは駄目）

　シトゥルーナはフリュード国の王女としての矜持を以て心を奮い立たせると、俯きたくなる顔を上げ、柔らかな笑みを浮かべる。

　そしていくつか部屋を通り抜け、一際重厚な扉の前までくるとレットが立ち止まった。

「こちらの部屋にてお会いいただきます」

「はい」

　シトゥルーナが返事をすると、レットは扉の前に立っていた警護の兵士に頷いてみせた。

　兵士によって扉が左右に開かれる。

　そこは玉座の間だった。大理石の床には蔓薔薇をモチーフにした紋様の絨毯が敷かれ、壁面は絨毯と同じく蔓薔薇の飾り彫り、天井には巨大なシャンデリアが吊り下がっていた。中でもシトゥルーナの目を引いたのは、やはり奥の玉座だ。錦の色糸を使った引き幕の前に、絢爛けんらんな細工を施した王の椅子が置かれていた。

　部屋の中ごろまで進み、レットが正面の玉座に向かって頭を垂れた。シトゥルーナもそれに倣い、顔を伏せてドレスの脇を摘むと、フリュードの淑女最上の辞儀、膝を折って身を深く沈めた姿勢を取る。

　俯いているシトゥルーナの耳に、しゅるしゅると衣擦れの音が聞こえた。サラストゥス陛下が姿を現したのだ。

「サラストゥス陛下。フリュード国よりの使者、シトゥルーナ王女殿下を案内して参りました」

　レットの口上に続いて、シトゥルーナは挨拶を述べる。

「フリュード国王エドヴァルドが妹、シトゥルーナ・ルース・フリューデンにございます。こたびはサラストゥス陛下に御目もじがかない、大変嬉しく存じます」

　大丈夫だ。少し声が震えてしまったが、気にするほどではないだろう。あとはサラストゥス陛下の言葉を待って、顔を上げれば良い──と、シトゥルーナは待つが、沈黙が続き、陛下の声は一向に聞こえてこない。

　一体どうしたのだろう。大抵ここで何らかの応えがあるものなのだが、もしかして和平についても言うべきだったろうか。あと婚姻のことも。それともお茶の礼から入ったほうが良かったのだろうか。

　とはいえ話をするならまずは兄王の親書に目を通してもらってからだ。一応、交渉の手札となる諸条件も事前に聞いているけれど。

　しかしあれこれ考えてみたところで、王の御前で許しなく尊顔を拝してはならない以上、待つしかない。それが作法なのだ。

「王女殿下、顔を上げてください」

（え……、レット……？）

　俯いた目線の先に、茶のブーツが見えた。おずおずながら顔を上げると、前に立っていたのはレットで、シトゥルーナは屈めていた体を起こした。

　陛下はどうしたのだろうと玉座に目を遣れば、そこに人影はない。

（どういうこと？　陛下はお出でになられたのよね？）

　シトゥルーナは振り返って後ろに控えている侍女ユッタを見るが、彼女も同様にして顔を伏せていたので、狐につままれたような釈然としない表情をしていた。

「親書をお預かりします。お渡しくださいますか？」

「え、ええ──ユッタ」

　レットに言われて、シトゥルーナはユッタに命じる。

　できれば自らサラストゥス陛下に渡したかったものではあるが、誰かに託さねばならないならレットが一番適任のように思った。

「こちらにございます」

　ユッタが恭しく、フリュード王家の紋で封蝋された親書をレットに向けて差し出した。

「謹んでエドヴァルド王の親書をお預かりいたします。城内に王女殿下の宮を用意しましたので、そちらへお入りください──ピエニ宮にご案内を」

　両手で親書を受け取ったレットが後ろにいた配下の隊士に目配せをすると、その隊士はシトゥルーナの前に進み出、辞儀をした。砦城エテラ＝リンナケで見送られたとき、砦兵がしていた武人の礼だ。

「この者は親衛隊の連隊長です。武の腕は確かですから、安心して護衛をお任せください。ピエニ宮には専任の侍女もおります。何かあればその者に」

「わかりました。ここまでありがとうございました」

　いろいろ訊ねたいことはあったが、今はそう答えるしかなさそうだった。

「では殿下、私はこれで」

　深々と辞儀をしたレットは、姿勢を戻すと部屋の奥の扉に向かう。

「あ……、レット」

　レットの任務はこれで終わりなのだ。そう思ったらシトゥルーナは、まるで置いていかれる子のような寂しさに囚われ、気づけば呼び止めていた。

「どうされました、王女殿下？」

　レットが立ち止まる。その表情は少し困惑げだ。

「いえ、あの……、その」

　また上手い言葉が見つからない。鼓動が速まってくる。

　だから胸に覚える不安は隠し、笑みを浮かべて親しい者への辞儀をした。先ほどとは違い、ドレスの脇を少し摘んで足を引き、軽く身を屈めるともとの姿勢に戻る。

　ただ思いは込めた。心からの感謝と、何か新たに始まりそうな今は上手く意識できない感情を──。

「殿下、あなたという方は……。また様子を窺いに参ります」

　一瞬瞠目して宙を見つめたレットが答える。その辞儀が略式ではなく親しく思う者への礼だと受け取ってくれたのだろう。

　シトゥルーナは、思いが通じた嬉しさでふわりと笑みを浮かべた。



	
			第三章　思慕

（まったく、なんということだ）

　政務室で親書に目を通したレットは、大仰に項垂れた。

　確かにあの日パルニラで出会ったとき、身分や立場に囚われることなく生涯の友情を誓い、何かあれば協力し合おうと交わしたのだったが、まさかこんな日が来ようとは。

（本気だったのだな、お前は）

　だからこそ、あの男は自分を頼って託してくれた。誰よりも大切な妹だと言っていた彼女を。

　親書には、両国の争いに終止符を打ち、婚姻を以て恒久の和平を願う、と書かれていた。

　戦などするものではない。さっさとやめるに限る。これは大いに同意、賛成だ。戦には大量に物資資金が必要になるから、経済的効果があることは理解する。ただしそれは、第三者でいられた場合だ。戦地に赴き命を賭す者に何がもたらされるのか。誉れか？

　武人ならばそれもあるだろう。だがそれだけでは腹は満たされない。もっと現実を見るべきだ。

　だから互いに手を取り、足りないところは補い、そして協調し、強国におもねることなく豊かな国を目指すべきだ。

　しかし、そこで婚姻を望むとは──。

　血が結びつくことでより縁を深める政略結婚は昔からよくあるものだ。王族であるならなおさら。

（そこまで切羽詰まっていたのか。いくらお前が本気でも、彼女の気持ちはどうなのだ）

　顔も知らなければ人となりとてよく知らないだろうに、和平のためにサラストの王と婚姻するという隣国の王女を思う。彼女は、どれだけの覚悟を持ってこの国に来たのだ。

　可憐で愛らしく、志すものは気高い、シトゥルーナ姫。王族にありがちな驕りはなく、慎ましさと気遣いを持っていた。一目見れば、きっと誰もが魅了されるだろう。現にレットとて、心惹かれるものを覚えていないわけではなかった。

「やられたな。まんまと乗せられた」

　自嘲するように呟くが、どこかこの状況を楽しんでいる自分を感じていた。

　妹馬鹿の兄にあれだけ自慢話を聞かされていたのだ。どんな女性なのか少なからずの興味はあった。あのころから今のこのときを見据えていたのなら、とんだ策士だ。さすが我が友と言っておこう。

（さて、どうするか）

　レットとしてはフリュード国王女との婚姻は、悪くないと考えていた。むしろ願ってもない。大国〈パルニラ帝国〉に呑み込まれないようにするためには、フリュード国の協力をぜひとも取りつけたかったのだから。しかし長年戦をしていた相手と和平を結ぶのは、たやすいことではない。どうにも感情が先走って、異を唱える者も少なくなかった。それはフリュードも同様だろうが──。

（陛下の時間を調整しなければ。王女殿下と近しくなれるように）

　彼女には、この国を、民を心から好きになってほしい。義務や使命ではなく。いずれ国に戻るとしても──。

　レットの脳裏に、シトゥルーナの姿が浮かぶ。砦城でのこと、王都までの道中のこと。盗賊の中を突っ切るなど、振り切る自信があったからだが、敢行するべきではなかったと今は反省している。その前にいくら王女が馬を操れないからと言って抱えて乗るなど、サラストゥス陛下の側仕えの身でありながら、ずいぶん大胆な真似をしたものだ。

（エド、お前の妹は本当に愛らしいな）

　レットはエドヴァルドからかつて貰った手紙を取り出すと、懐かしげに目を細めた。


「姫様、王城の侍女の方が焼き菓子を持ってきてくださいました」

「そうですか。では、テラスでお茶にしましょうか」

　ノックとともに部屋に入ってきたユッタに、シトゥルーナは刺繍をしていた布を脇に置いて答える。

　このサラスト国の王城では、女性の役目を王族の身の回りなどの生活面を侍女、政務にかかる諸事の補佐を女官と分けていた。

「すぐにお茶の用意をいたします」

「ユッタ、待って。カップは二人分お願い」

　シトゥルーナは、すぐに踵を返し部屋を出て行くユッタを呼び止めた。

「二人分でございますか？　どなたかお客様がお見えですか？」

　そのような予定は聞いていませんでしたが、と首を傾げるユッタにシトゥルーナは満面の笑みを浮かべる。

「ユッタの分よ。一緒にお茶をしましょう」

「まあ姫様、そんな畏れ多いことを。私は侍女でございますよ」

　自分の分と知り、ユッタが慌てたように言葉を返した。

　予想通りの反応に、シトゥルーナは「それはそうなのだけど」と少し肩を竦める。快活で物怖じしない侍女は、弁えることもきちんと心得ている。主と席をともにするなどあり得ないのだろう。

「でもね、ユッタ。わたし、あなた以外にお話する人がいないんですもの」

　一人でお茶を喫しながらあれこれと思い巡らせるのも良い。だが、ときには楽しいお喋りとともに美味しいお茶を味わいたい。今は後者の気分だった。

「……わかりました。ではご相伴に与あずからせていただきます」

　侍女としての分を超えることを望まれて、戸惑い気味ながら、ユッタは承諾してくれた。

「茶葉は──」

「あれでございますね」

　皆まで言わなくとも、ユッタに通じた。それがちょっと嬉しい。まるでレットとその配下の者のようではないかと、シトゥルーナは笑みを深くする。

　このピエニ宮にも、あの国境砦で飲んだ陛下のお茶はちゃんと用意されていたのだった。

　今度こそ、ユッタがお茶の用意をするため部屋を出て行くのを見送ると、シトゥルーナは色糸を刺している麻布リネンのハンカチを広げる。

　この王城の奥深くにある瑠璃色の屋根を戴くピエニ宮には、女性が過ごすのに困らないように何でも揃っていた。今手にしている刺繍道具一式も用意されていたものだ。

　手入れのされた庭には季節の花々が植えられており、テラスから眺めることができる。簡易ながら書室には若い娘が好みそうな書物が集められていて、シトゥルーナを楽しませてくれていた。

　しかし、この宮に入ってそろそろ半月が経とうとしていた。シトゥルーナとしては、すぐに何かしら話し合いの場が設けられるのかと思っていたが、一向にその席への招きはなく、誰に顧慮されることもなくほぼ放っておかれていた。これでは関わってはならない要注意人物、間者か何かのようだ。

　和平に向けての両国の調印は？　婚姻については？　別に歓待されたいわけではないが、これで良いのだろうかと思う。

　ユッタがついて来てくれなかったら、この誰も訪ねる者のいない宮で一人寂しく過ごさねばならないところだった。

　レットはどうしているだろう。改めて場を設けると言っていたのに。また様子を窺いに行くと言っていたのに──。

「レット……」

　吐息だけでその名を口にすれば、胸の奥がむずむずしてくる。何なのだろう、この気持ちは。コルセットの綴じ紐を一目飛ばして締めてしまったように、どこか収まりが悪い。

「姫様、お客様です」

「お客様……？　どなたですか？」

　茶器を一揃いと焼き菓子をワゴンに載せて運んできたユッタが嬉しそうに告げた。

　誰か来る予定は聞いていないし、そもそも普通に考えたら先触れもなく来てしまうのは礼儀に反する。

　それでも主思いの侍女は、客人の訪れは慰めになると喜んでいた。

「王女殿下、触れもなく参りましたことをお許しください」

　そして、ユッタの後ろに続いて部屋に姿を見せたのは、今しがた脳裏に思い浮かべていた男だった。

「レット──……」

　いけない、とシトゥルーナは思わず緩んだ顔をすぐに引き締める。

　気づかれただろうか。いくらもの寂しさを感じていたからと言って、顔に出てしまうとは情けない。自分は、王族なのだ。個人の感情よりも王女としての務めを果たさなくてはいけないというのに。

　シトゥルーナは、ふっと素早く息を整えると、いまだ緩みそうな顔を優雅な笑みにする。

「レット、今からお茶をいただくところでしたの。あなたも、いかが？」

　こんな感じでどうだろうか。サラストゥス陛下の親衛隊であるレットに、余り親しげな物言いをしては立場上良くないと思うし、けれど知らない人でもないのに、よそよそしく態度を変えるのも、せっかく訪ねてくれたのに気分を悪くさせてしまいそうだ。

「──あの、王女殿下。私には、フリュードで臣下に接するようにしていただければ良いかと思いますが」

　レットが目を細めて少し困ったように見ていた。

「そ……うですね。気をつけます」

　先ほどの侍女を茶に誘うのと同じだ。ユッタはわかってくれたが、王女であり、しかもこの国の王との婚姻のために来た身で、臣下に安易に声をかけるなと言いたいのだ。弁えろと……。

　どうしてこうもレットに対して失敗ばかりしてしまうのだろう。フリュードでは多少羽目を外して隣室の会議の様子を盗み聞きすることはあったが、王女らしく振る舞えていたはずだ。

（もう、レットがお兄様を思い出させてしまうからよ）

　そうして気づいたのは、彼が自分に向ける目が優しくて、兄に似ていると思っていることだった。

「いえ、そういうことではなく……。王城に渡れば、作法にうるさい者もおりましょうが、ここでは王女殿下の過ごしやすいようになさっていただければと。それが陛下の望みでもありますので」

「わたしの過ごしやすいように？　それが陛下の望み、ですか？」

　そういうことではない……？　何か取り違えた？

「あなたは少々無理をしておいでではないかと。いきなり隣国とはいえ他国、それもずっと戦をしていた国に来られたのです。楽にしてほしいと思いまして。今日はそのことも含め、話をさせてください。不都合な点があればすぐに改めますので──では、王女殿下」

　ソファに座っていたシトゥルーナの前まで来たレットが手を差し出した。

　シトゥルーナはその手に自分の手を自然に重ねると立ち上がる。

「ユッタ嬢から、テラスでお茶をすると伺いました。どうぞ、こちらに」

「はい」

　本当にレットのエスコートは完璧だ。テーブルを前にしたシトゥルーナに椅子を引いて座らせてくれるのも。

「わたしが過ごしやすいようにと言うなら、レット、お願いがあります」

　シトゥルーナは、いたずらっぽい眼差しをレットに向けた。


　レットに同じテーブルに着くよう言ったシトゥルーナは、ユッタが淹れた茶に口をつける。

「王女……」

「名前で呼んでください」

　これまでのように「王女殿下」と呼びかけたレットをすかさず遮った。

　シトゥルーナは、いつかの逆だ、と内心で気を良くする。ここにいる間は好きにして構わないなら、呼び方を変えてほしいとまず告げたのだ。

　この国に来たのは和平と婚姻のため。もうフリュードの王女ではないという意思表示のつもりもあった。

「申し訳ありません。でしたら、『ルーナ』と呼ぶことを許していただけませんか？」

「ひぇっ──あ、いえ。……許可しましょう」

　驚きの余り変な声が出てしまったシトゥルーナは、急いで澄まして答えた。

　シトゥルーナだから愛称は「ルーナ」になるが、そう呼ぶのは兄しかいない。王女を愛称で呼ぶ臣下はフリュードにいなかったからだ。それだけ親しくできる者がほかにいないということでもあるのだけれど。

「あの……レットはその名をどこで……？　思いつき、ですか？」

　シトゥルーナは、今さらのように注意深くレットを見詰める。

　そして、レットが語ってくれた話で、いろいろ腑に落ちた。

「……実は、あなたの兄上であられるエドヴァルド王に以前お会いしているんです。六年前、陛下の命で王子につき従ってパルニラに留学したとき、ちょうどいらしていた、当時は王太子であられたエドヴァルド王に。そのとき自国の憂慮は一時置き、身分関係なく親しくしていただきました」

　サラスト、フリュードの東、マイルマ大陸の中央にある〈パルニラ帝国〉に兄王が王太子のころ見聞を広めるため留学していた。大国へ小国からの体のいい人質だ。

　そのとき兄エドヴァルドはレットと会い、親交を深めていたとは思いもしなかった。

「そうだったのですか。それでわたしを見て、あのとき王女だとおっしゃったのですね」

　国境の砦城で、本物の王女か疑いの目を向けられたときだ。会ったことがないのに、どうしてあのようにきっぱり言い切れたのか不思議だった。

　しかし兄王を知っていたのならわかる。エドヴァルドとシトゥルーナは、髪も瞳の色も先王妃の母譲りで、男女の差はあるものの面差しも似ていた。

「はい。エドは……失礼、エドヴァルド王は、顔を合わせる度、妹君の自慢をされましたから」

「──っ、わ、わたしを自慢？　ですか？」

（お兄様、何を話されたのですか!?）

　確かに兄は妹を溺愛している向きがあった。それは否定しない。しかし他国の人に、身分関係ないつき合いをしていたからと言って、自慢話をするのはどうだろうか。

「はい。王女──ルーナ様の亜麻色の髪が美しいこと。榛色の瞳で見詰められると、抱きしめたくなること。二つ目のお名前である『ルース』にちなんで花は薔薇を贈ることにしていたこと。それから幼いころ、雷を怖がって泣きそうになった顔が可愛かったとか、剣術の習練で観ていたルーナ様がやりたいと言い出して宥めるのに苦労したとか──」

「はぅっ──、や、やめてください、レット」

　それって自慢？　特に後半は単に恥ずかしい話ではないのかと、シトゥルーナは、ばつが悪く赤面する。

「そして、決まって言われるのは、『ルーナに会いたい』でした。国に戻りたいとも連れてきたかったとも……」

「なんだかその節は、あ、兄が迷惑をかけたようで……」

　さらに顔を赤らめたシトゥルーナはそれだけ言うのがやっとだ。

「とんでもない。私には兄姉はおりましたが弟妹はおりませんでしたので、よくわからなかったのですが、今回、ルーナ様にお会いしてそのお気持ちをようやく得心いたしました」

「ああ」

　もう限界だとシトゥルーナは顔を覆った。

「私がルーナ様とお呼びするのは迷惑ですか？　もちろん、この宮にいるときだけです。王城に出向かれたときは、お名前のシトゥルーナ様と呼ぶことになると思います。サラストゥス陛下と正式に婚姻するまでは、フリュードの王女殿下ではありますが」

「いえっ、迷惑など。少々兄の話の刺激が強すぎて、居たたまれないのです」

　正式に婚姻……ということはサラスト国も受け入れたということか。レットの言葉の端から、シトゥルーナはそう理解する。

「エドヴァルド王から伺った話はまだあります──あなたが王宮から出された話も」

「兄はそこまで……」

　急に声を潜めたレットにシトゥルーナは、瞠目する。兄は相当レットに心を許していたようだ。それだけ国を超えて信じるに値する人物なのだろう。

　シトゥルーナが王宮を出ることになったのは、表向きは母を亡くした王女の療養のためとしていたが、実際は父王が母に瓜二つの娘を亡き王妃を思い出すからと厭い、修道院に入れたのだ。シトゥルーナが十二のときだった。

　だから父王が逝去し、エドヴァルドが王位を継ぐため留学を終えて迎えに来てくれた二年前まで、王女ではなくただの娘──修道女として、日々の務めに励み奉仕を美徳として暮らした。

　そのためか、ついつい人の機微を考えてしまう癖がついてしまった。王女らしからぬ振る舞いをしてしまうのはそのためだと思う。

　そして唯一の肉親となった兄のためなら何でもする。自分を愛してくれる兄エドヴァルドのためなら。

　兄を思い出していたシトゥルーナにレットはこれ以上ないほどに情を込めた眼差しを向ける。

「ルーナ様、僭越ながらこの先、私の持てるすべてであなたをお守りします」

　言われた瞬間、シトゥルーナはぴくっと固まった。なんて畏れ多いことを──そう思うのに、胸のうちでほわりと広がる想いに気づく。あの玉座の間で覚えた、上手く意識できなかった感情だ。

　けれどシトゥルーナは、咄嗟にそれを心の奥に閉じ込める。これは育ってはいけないものだと直感したからだ。

　レットは、自分がエドヴァルドの妹だから、つい親しみを感じてそう言っただけ。いやきっとそうだ。そうに違いない、と言い聞かせる。

「言いすぎです、レット。あなたはサラストゥス陛下の臣下ではありませんか」

　彼が一番に考えるべきは、自分ではなくこの国の王だ。

　シトゥルーナは心のうちの惑いが顔に出ないよう、口調に気をつけながらレットを誡めた。

「……申し訳ない。エドに託されたあなたに何かあってはと気が逸りました」

「その気持ちだけでわたしは充分です」

　レットが謝罪を口にし、やはり責任感からだったと納得したシトゥルーナは、それを受け入れた。ほんの少し、もの寂しさを覚えたのは気のせい。自分が想いを寄せなければならないのは、この国であり国王で、レットではないのだから──……。

「私はよくよくあなたを困らせることばかり言ってしまうようだ」

　レットが自嘲するように声を落とす。

「いえ、そんなことは──あ、そうそうレットはいつもお城のどちらにいるの？　親衛隊の隊長だから、詰め所か何か……って、そうじゃなくて……っ」

　この話はこれで終わり──とシトゥルーナは、話題を変えようと思いついたように明るく口にした。しかし言葉になって零れたのは、そのレットのことだった。

　シトゥルーナは自分の立ち回りの下手さに肩を落とす。

「そういえば、きちんと話していませんでしたね。私は親衛隊の中でも特別に陛下のお側近くで仕える役目をいただいております。ですから、陛下がおられるところが私の場所です」

　そうなのか。レットは側仕え。腕も立つから、護衛も兼ねた近侍といったところか。

　ならレットに頼むのが一番かもしれない。

「陛下がおられるところが……。で、ではっ、陛下にお取り次ぎをお願いしますっ」

　不用意に関わるなとうちから諌める声がするが、これくらいならいいだろうと耳もとで囁く声もする。あの想いは閉じ込めるのだから、と。

「陛下に取り次ぎですか？」

　身を乗り出して言ったシトゥルーナにレットが引き気味で訊き返す。

「はい。わたしは、両国の和平のためにここまで来ました。そして、婚姻を以て、二国の絆をより確かなものにする、ということも承知しております。で、ですので、まずは陛下にお会いしたいのです」

　この宮の専属侍女にユッタを通してだけれど、陛下への謁見を申し入れていたが一向に返事はなく、案内してくれた親衛隊の連隊長もそれ切り。だから、この国の要人に会いたいと思ってもかなわずにいた。

「そうですか。ルーナ様、今日伺ったのは、そのことを話すためでもあるのです──ユッタ嬢、お茶のお代わりをお願いできますか？」

　カップのお茶を飲み干したレットは、控えていたユッタに声をかけた。


「姫様、もうよろしいでしょうか？」

「ああ、ユッタ。あなたが淹れてくれたお茶、美味しかったわ。レットも満足していたみたい」

　話を終えてレットが帰っていったあと、シトゥルーナは片づけに来たユッタに伝える。

「お恥ずかしいです。でもそう言っていただけて嬉しいです。王城の侍女の方に教わった甲斐がありました」

「そうなの？　ユッタっていつの間にお城の侍女たちと仲良くなったの？」

　少し意外だった。いや、納得か。サラスト国の王城は、好奇心旺盛な侍女の探求心を刺激していたようだ。

「ここはいわゆる敵陣ですよ。姫様のためにあれこれ偵察を兼ねて王城に顔を出してます。ほかにもいろいろ教わってますよ。湯浴みのときに使うと肌がすべすべになる塩やつやつやにする香油とか」

　敵陣と屈託なく言ってのけるのは、さすが怖いもの知らず。ユッタだと思った。

　自分の与り知らないところで、侍女は主のために頑張ってくれていたようだ。

「いろいろありがとう。少し疲れましたので、夕餐まで休みます。あなたもゆっくりしてちょうだい」

「はい、姫様。では失礼いたします」

　レットを迎えていた居室から寝台のある私室に移ったシトゥルーナは、扉を後ろ手で閉めるとほうっと息を吐いた。

　レットとの話で、頭の中がぐるぐるしていた。

　シトゥルーナは、行儀が悪いと思いながらもドレスのまま寝台に横になった。休むからと言っていちいち寝衣に着替えるのは面倒だった。

『和平を結んでも、戦を続けてきた二国がすぐに手を取り合うことは難しいでしょう。この城のほとんどの者はフリュードから来た王女殿下を歓迎していますが、そうではない者の存在は否定できません。政まつりごとを司る貴族の中にも幾らかはいるでしょう』

　だから反対派を懐柔する時間が必要で、今少し婚姻も含めて待ってほしいとレットは言った。本当はそんな根回しが済んでから、停戦となるはずだった、とも──。

　レットの言うことは理解できた。フリュードにも、敵国サラストと和平を結ぶことに反対する者はいたし、婚姻についても、キヴァリ将軍のように王女を送ると決めたエドヴァルド王を難詰する者もいたのだ。

（わたしの覚悟、伝わったかしら）

　反対派の懐柔が済んでからなんて、そんな悠長なことは言っていられない。待っている間に、パルニラが侵攻してきたらどうするのだ。継戦派の貴族の反対に遭いながらも、強硬に和平と婚姻を推し進めた兄王の政策は誤りなどではないと結果を出したかった。

　だからシトゥルーナは、きっぱりとレットに告げた。

　両国を取り巻く事情は待ってはくれない。確固たる絆のために、二国の血を引く子をなすべきだと訴えた。

　その話をしたとき、レットは明らかに狼狽うろたえを見せた。目を見開いて首を左右に振って、どこか困ったように。

　そして訊かれた。

『本気か？　エドは子をなせと言ったのか？』

　子をなすという話はよほどレットを驚かせたのか、口調がまったくの素になっていた。

　シトゥルーナがそのことに気づいたのは、彼が帰ってからで、話をしているときは、どういうわけかその口調を当たり前のように受け止めていた。

『兄は何も言いませんでした。けれど女のわたしがここまで来た理由は、それ以外に考えられませんもの』

　そしてさらに言葉を重ねると、レットはますます困惑を深めた顔になった。

『あなたがそこまで決意されているとは──。そうですね、私も覚悟を決めましょう』

　意味がよくわからなかった。二国間の橋渡しをしてくれるということだろうか。そういうことなら、これほど心強い存在はない。

（それにしてもレットって、不思議）

　彼は、シトゥルーナが考えていた身の回りの世話をする側仕えとはまるで違う。

　いうなれば為政者、王の右腕のような、そう宰相みたいな。身分も親衛隊の隊長という階級以上に高位だろう。

（王子について留学するぐらいだもの、ゆくゆくはこの国の中枢かしら？）

　兄に彼のような側近がいれば、政務もしやすくなるだろう。

　そうやってレットのことを考えていたシトゥルーナは、抑え込んだはずの想いがまた胸に広がり出していることに気づかなかった。


　レットが訪ねた日から、五日ほど過ぎたころだった。

　遅めの朝餐を済ませ、今日は何をしようかと庭の花々を眺めながら考えていたシトゥルーナは、思わぬ来訪者に驚いていた。

「陛下のお召しより、シトゥルーナ様のお仕度をさせていただきます」

　そう言って恭しく頭を垂れた彼女たちは、王城の侍女だ。皆初めて見る顔で、黒のワンピースに白のエプロン、揃いのお仕着せを身に着け、髪も後れ毛なく結い上げてエプロンと同じ素材の室内帽ブリムを被っていた。

「陛下のお召し、ですか？」

　前から申し入れていた謁見が認められたのだろうか。

　そうであれば嬉しいのだけど、と状況が今一つ呑み込めないシトゥルーナは自分の侍女にちらりと目を遣る。しかし、その目を受けたユッタは、「何も聞いていません」と首を小刻みに横に振って返してきた。

「今朝陛下は、シトゥルーナ様を寝所へ渡らせるようにと申されました」

「寝所に……？　あっ」

　寝所に渡る──それは夜伽の相手をするということだった。

　まずは謁見をと考えていたシトゥルーナは、一足飛びに夜伽になったことに驚く。

（レット、あなた陛下になんて伝えたの!?）

　心の奥でざわつく感情を抑え込み、シトゥルーナはあの日の会話を懸命に思い出す。

　確か「確固たる絆のために、二国の血を引く子をなすべきだ」と言ったのだ。そのために自分はここに来たと言って。

（だから寝所をともにすると？　婚礼の儀を先延ばしに……あっ）

　シトゥルーナは自分の言動に今さらのように狼狽えた。あの日のレットなど比ではない。

　もちろん、それをする覚悟はしていた。婚姻するのだから当然だ。

　でも、それは婚礼の儀を済ませてからのこと。あのときはっきり言葉にしなくてはいけなかったのは、「絆のために、婚礼の儀をすぐに執り行うべきだ」だった。

　なのに、覚悟をよりわかってほしくて、子をなすために来た、などと口にしてしまった。

（わたしって、どうしてこうなの？）

　だからレットはあんなにも驚いたのだ。一国の王女が婚礼の儀も済ませず、子をなしたいと言ったのだから。

　きちんと順を追って、不足なく話すべきだったと省みてももう遅い。シトゥルーナは、ようやく話の齟齬に気づいたのだった。

「では、シトゥルーナ様。まずは湯浴みからお願いします。湯殿までお運びくださいませ」

「あ、……はい」

　この日シトゥルーナは、半日を湯殿で過ごした。温冷浴を繰り返し、王城の侍女たちによって塩を使って全身を揉み擦られ、途中で早めの夕餐を取り、さらに磨かれて仕上げは香油を体の隅々まで塗り込められた。

　さながら初夜を迎える花嫁の仕度だ。

　ある意味、初夜には違いなかったが。
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『よろしいですか、くれぐれもその目の布をお取りになられませんように、お気をつけくださいませ』

　シトゥルーナをここ、サラストゥス陛下の寝所まで案内した侍女が言った言葉だ。

　長椅子に座ったシトゥルーナは、目を隠すために顔に巻かれた平布にそっと触れる。

　湯殿で余すところなく磨き立てられたあと、蜻蛉の翅のような薄い夜着を纏わされ、最後の仕上げとばかりに目に巻かれたのだ。お陰でシトゥルーナの誰をも魅了する榛色の瞳は、幾重にも巻かれた布の下となった。

　説明もなく当たり前のようにされたので、それがサラストの習わしかと思ったほどだ。元敵国の王女に見られてはいろいろまずいものがあるからかと勘繰りもしたが、侍女によると、今の姿を周りに見せたくないらしい陛下が命じたことだった。

　話を聞いたシトゥルーナは、困惑するしかなかった。婚姻する相手にもその姿を見せないとは。いずれほど良いところで明かしてくれるのだろうか──そんなことを思った。

　とはいえ初めての床入り。この目を塞がれた状態で、ちゃんと果たせるのか不安でたまらない。どれだけ覚悟をしていても、未知の体験への恐れで体が強張り、手の先が冷たくなっていた。

（それにしても、陛下に跡継ぎのお子がおられないとは……。レットがつき従って留学したと言う王子はどうされたのでしょう。お兄様はご存じなのかしら）

　湯殿で侍女たちに磨かれながら、聞いた話だ。子ができれば、サラスト国を継ぐ者となる。それゆえに、シトゥルーナに過大な期待が向けられているようで、侍女たちの一人が、初めてを迎えるシトゥルーナを気遣ってか、床入りの心構えについての話をしてくれたほどだ。

　どうやら隣国から来た王妹殿下は、良くも悪くも兄のフリュード国王が溺愛する箱入りと思われているらしかった。

（あっ、いらっしゃったのね）

　衣が擦れる音が聞こえた。同時に人の気配。床には毛足の長い絨毯が敷いてあるので足音はしないが、サラストゥス陛下が部屋に入ってきたに違いなかった。

　そう意識した途端、緊張はいっそう高まり、どくどくと胸を打つ鼓動が速さを増していく。

　シトゥルーナはくっと息を呑むと、体を強張らせながらも背筋を伸ばす。俯いて怯えを見せるわけにはいかない。王女としての矜持がそうさせた。

「あ──……」

　けれど、気丈に振る舞おうと思った矢先、そろりと頬を撫でられ、シトゥルーナは、ぴくりとして声を上げた。いつの間にか傍まで近づいていた陛下の手だった。その手はとても優しくて、決して怖じけたせいではない。

　陛下に手を取られる。立ち上がったシトゥルーナは、引かれるようにして何かの台座に座らされた。体に当たる柔らかな感触から、寝台だと知れる。

　ここまで陛下の声は一言もない。侍女が言っていた通りだった。

「あの……、ぁっ」

　沈黙がどうにも居心地悪く、許しもなく上位の者に声を発するのは作法に反するのはわかっているけれど、シトゥルーナは呼びかける。しかし言葉は続かず、息を呑んだ。

　陛下の指が、するっと頬から唇をなぞったのだ。そして顎から首へと移っていく。指が触れる度、くすぐったいと思うのに、嫌さはなかった。

　指はさらに進み、首もとから鎖骨を撫でさすって掌で肩口を軽く包む。

　男の手ならもっと荒々しいのかと思っていたが、そんなことはなかった。陛下が特別なのだろうか。湯殿で侍女に全身を揉みほぐされたときとも、違う感触だった。

「……っ」

　ゆっくりと体を倒され、手が肌を滑っていく。間にある衣は、自分のものなのか陛下のものなのか、目を隠され見ることができないことがもどかしい。せめて声だけでも、聞かせてほしいと思う。

「陛下……ぁ……」

　触れる手が指先から掌になった。腕から肘を通り、手首を掴まれる。けれど決して強い力ではなく甘く緩やかな拘束だ。

　手首を掴まれたまま腕が持ち上がり、手が握られる。そして押しつけられる柔らかなものを感じた。唇だ。指先に口づけられたのだ。

　唇がシトゥルーナの指を食む。啄まれて掌に柔らかなものを感じた。

「んっ」

　くすぐったい。いや、それだけではなくて、ぞくぞくする。

　寒気？　いいえ、そうじゃない。

「あふぅっ」

　掌に生温かく濡れたものを感じた瞬間、体の深いところで何かがきゅうっと絞られるものを感じて、シトゥルーナは息を詰めるのも間に合わず甘い声を上げていた。

　掌を舐められたのだった。驚きはしたがそれくらいで声を上げてしまうなんて、こらえが足りない。

「す、すみませんっ、はしたない声を……っ」

　恥ずかしさを覚えたシトゥルーナは唇を強く噛んだ。このときばかりは布で半分覆われていて良かったと思った。きっと顔が赤くなっている。

　しかしその唇に、指が這わされる。固く結んだ上下の唇を突つつくように擦り、まるで開かせようとする動きだ。

（噛むな、ということ？　どうして……）

　これは政略結婚だ。寝所をともにするのも目的のために必要なこと。心など不要のはずだ。だから乱暴に扱ってくれたって構わないのだ。

　それなのに、こんなにも優しくて──。

（……陛下……）

　優しいから、切なくなる。

　薄く唇を開けると、唇の弾力を確かめるかのように、指が何度も突つついては擦り、歯列をなぞる。

　シトゥルーナは奇妙な抗い難い衝動を覚え、触れている指をつい食んだ。

（わ、わたしったら、なんてことをっ）

　歯を立てていないとはいえ陛下の指を噛むなど、いやその前に指を咥えるなど言語道断。

「ふぇ、ふぇいふぁ……っ」

　慌てて許しを乞おうとしたが、言葉にならない。

　当たり前だった。シトゥルーナが咥えたことで何を思ったのか、指は歯列の奥に入り込んで、舌を捕まえているのだ。

　指は舌をなぶり口内をかき混ぜて、嚥下できない唾液を口の端から唇や周囲に溢れさせる。

「ん……っ」

　不意に口の中を侵していた指が抜かれる。シトゥルーナがほうっと息を吐いていると、上のほうでちゅうっと何かが吸いつく音が聞こえた。

　けれどシトゥルーナには、どこか吸われている感覚はない。

（いったい陛下は何をされているの？）

　再び指が体に触れてきた。

「あっ」

　シトゥルーナは先ほどとは違う感触を覚え、短く声を上げた。鎖骨をなぞり胸もとへと指が触れた箇所の夜着が、濡れたように肌に貼りつくのだ。

　そして指は、薄衣越しにところどころ弧を描きながら、左の膨らみの裾野から登頂を始める。寄せては返して、ついには掌で覆って揺らす。

（んっ）

　喉を詰めるようにして、声をこらえた。

　恥ずかしい声を聞かれずに済んだとシトゥルーナが、ふっと息を吐いたとき、信じられない疼痛が体を襲った。

「──ぁっ」

　膨らみの尖端が摘まれたのだった。今度は息を整えるのも間に合わず、小さな悲鳴を上げてしまう。

　指が頂の実をすりっと擦り、捏ねるよう押し潰す。先ほどの唇にされたのと同じ行為だ。

　しかし生じる感覚は比べものにならず、耐えられなくはないが与えられる刺激に幾度も息を詰める。

　それが繰り返されるうちに、刺激がむず痒さにも似た甘美な痺れに変わっていくのを感じ出していた。

（なんなの、これ……。こんなの知らない……）

　着替えやコルセットを締めるときに触れたことはあるが、初めて知る感覚だった。

「ひゃぁっ!?」

　さらに頂の実を弾かれて、その痛みともつかない甘い痺れが広がると、もう片方の膨らみにも同じようにしてほしいと自分でも思ってもいなかった欲望を覚えた。

　もっと触れてほしい。乳房だけでなくて、女の中心にも──……。

（わたし、どうしたの？　そんなはしたないことを──）

　ここにきてシトゥルーナは身の内の異変に気づいた。体が火照り、息も上手くできない。何より自分の体から、甘い匂いがする。

（このにおい……どこかで……、ああ、侍女が塗った香油に似てるのだわ……）

　胸の実を弄っていた手が止まる。

　それだけでシトゥルーナは餓えを覚えた。じりじりと焦燥が募って、つま先が反り、膝を無意識のうちにすり合わせる。

　房事で自分から求めるのは貞淑な女性にはあるまじきことだと、国を出る前に習った心得にはあった気がするが、誰かが耳もとで囁いている。

『体が熱くなりましたら、おねだりなさいませ』

　それを言ったのは……。いや、誰でもいい。この昂る熱をどうにかしてほしい。

　今、それができるのは──。

　シトゥルーナは手を伸ばす。

「へ……い……、か……、どうぞ、お情けを……」

「──うっ」

（え……、陛下……？）

　気のせいだろうか。だが息を呑んだ気がする。一言も発しない、臣下にもその声を聞かせない陛下の呻きにも似た声だ。

　シトゥルーナの伸ばした手は、指を交互に絡めて握られる。そして、寝台の敷き布に縫い留められた。

「あ……」

　もう片方の手がシトゥルーナの体を撫で始める。緩やかに、優しく。

　そして、膨らみが包まれ揺らされた。頂の実を摘まれ、欲した刺激が与えられる。なのにシトゥルーナは、片方だけでは足りないと感じてしまい、それどころか薄衣越しではなく直に触ってほしいとまで思っている自分に戸惑う。

　しかしすぐに、これまでにない初めての衝撃におののくこととなった。

　まだ触れられていない膨らみが、頂の実が、指とは違う何かに……。

「あぁ!?　ああっ、──あぁんっ!!」

　柔らかなものが包んでいた。突つついて転がされる。

（これは……陛下が口で……？）

　頂の実が舌でねぶられ、ちゅうっと吸われる。ふと先ほど頭上で聞こえた音に似ている気がした。

「ん、んんっ」

　けれどもう考えていられない。左右の膨らみを同時に愛撫されて、施される刺激は容赦なく体の芯を震わせる。はしたない声を上げないよう、奥歯を噛み締めるので精一杯だ。

「ああ──っ」

　ついには、悲鳴にも似た嬌声を上げた。敏感な両方の頂の実をなぶられては、こらえようがなかった。

　シトゥルーナの女の中心からとろりと潤みが溢れてくる。まとわりつく匂いも強くなり、体がいっそう火照ってくる。

　シトゥルーナは盛んに足をすり合わせて、敷き布を蹴る。

　体が熱い。せっかく湯浴みで体を清めたというのに、汗をかくなんて。

　早くこの熱を鎮めなければ、と思う。確か、どうすれば良いのか聞いていたはずだ。

「く、くだ……さい、ませ。へい、かの……、精を……」

　湯殿で支度をしながら床入りの心得の一つのように、体を回り始めた熱を鎮めるには精──子種を注いでもらえば良いと、王城の侍女が言ったのだ。先ほどのねだるように言ったのもその侍女だ。

「……ふっ」

　またも息を呑むような……違う、ほとんど吐息にしか聞こえないが、溜め息だ。

　ほぼ同時に、頂の実を弄っていた手も唇も離れた。指を絡めて握っていた手も離され、いきなり放り出されたように、体に触れるものがなくなる。

「あ……も、もうしわ……け……、あり、ま……」

　不興を買った、と思った。分を弁えず卑しくも求めてしまったから。

　このまま務めを果たすことなく、下げられたらどうしたら良いのかわからない。

　せめて目が見えていたら、もっとましな謝罪もできたろうに。

（え──……）

　唇に指が這わされた。唇を抉じ開けるかのように、撫でられて突つつかれる。

　シトゥルーナは自分が唇を噛んでいたことに気づいた。またも、噛むなということのようだ。

　唇を緩めると、指は頬を撫でて胸から腹部へとさすりながら移っていく。

「へ……いか……？　ああ……、ああっ」

（不興を買ったわけではない？）

　それなら良いのだけど……と安堵しかけたが、下腹部に這わされた指によって、意識が持っていかれる。そして、膨らみに感じた手の温もり。夜着越しではなくて、いつはだけられたのか、直接触れられていた。

「くっ」

　自分の上で息を詰める声が聞こえた。短すぎてその質まではわからない。でもそれが、陛下の声だ。

「ああっ!!」

　頂の実がまた口に含まれる。夜着の薄布がないだけで、先ほど以上にぬるりとした感触もつきっとする甘い痛みも、頭の芯を揺さぶり蕩かした。

　さらには下肢へ移動した手が腿ももを撫で回し、頑なに閉じていた脚を割り開いていく。

　ついには足のつけ根をまさぐられ、下穿きの布越しながらシトゥルーナは初めて知る刺激で、脚に力が入って敷き布を蹴り上げる。

「ううんっ、んぁ、ああ、ああっ」

　熱を鎮めるどころか、より煮え立ちそうになったシトゥルーナは、艶やかな嬌声を上げた。芽吹く前の秘珠を探りあてられ、頂の実に施されていたように、小さな弧を描きながら突つつかれる。

「や、あぁ、あ、あ、あ」

　もう声を上げないように我慢するのは無理だった。女の部分への刺激はシトゥルーナから慎みを奪っていく。

　そしてしゅるっ、と下穿きを抜き取られて、半裸となった今の姿を想像して顔を覆った。

　侍女に見られるのとはわけが違う。兄にだって当然見せたことのない秘めた部分。美醜など知れない。せめて、今自分を組み敷く方が、不愉快に思いませんようにと願う。

（あとはこの身に子種を注いでもらえれば──）

　願うのは、自分の使命。

　そのために何をするのか、まだシトゥルーナはわかっていなかった。知識として殿方の男の部分を身に収めると教わったけれど、その男の部分がどんなものなのか、幼子のものしか見たことがない。

「ああ、やぁっ、はぁ、ふぁっ、あ、あ」

　くちゅりくちゅりと、吐息とともに喘鳴を上げているシトゥルーナの耳にも、粘性のある水音が届く。

　見つけられてしまった媚肉の珠は、指先でくりくりと撫で転がされて、強弱つけて押し潰され捏ねられる。同時に頂の実をねぶられ、昂っていく熱が体の中で出口を求めてうねりを上げていた。

「や……あ……っ、へ、へい、か……っ、も、もう──、ああっ」

　何かがくる──。

　そう感じたシトゥルーナは、やめてほしいと懇願しようとするが、続かない言葉では伝わらない。

　身のうちで起きる激しい波に翻弄されて、目蓋の裏に閃光が幾つも走り、爆ぜる。

　シトゥルーナはつま先から背筋を貫く衝撃に襲われ、何が起きたのか理解できないまま目を閉じた。

　息が上がり、頭の中が白濁していく。ただ白もやの向こうに人影が見えた。笑っているのか、怒っているのか、その顔は知れない。

（申し訳ありません、陛下）

　陛下にこの身は捧げますので、心を手もとに置くことをお許しください。

　どうしてそんなことを思ったのかはっきりしないまま、込み上げてくる感情が苦く胸を締めつける。

　幸い、溢れてくる涙は目を覆っていた布に吸われて、頬を濡らすことはなかった。


（これは夢ね。夢を見ているのだわ）

　ふわふわと、地に足が着いていないどこかに運ばれていく浮遊感に包まれる中、シトゥルーナは思った。

　体を支える腕に安堵しながら、どこまで本当でどこから夢か判然としないまま、意識が沈んでいく。

　今はまだ、この腕の中にいたい。あと少し、このままで──そんなことを思いながら。

「あ……、ここは……」

　寝台で目が覚めたシトゥルーナは、ゆっくりと体を起こすと周囲を見回した。目を隠した布はなく、覚えのある天井や壁、調度品が見えた。シトゥルーナのために用意されたピエニ宮の私室だ。

　いつ戻ってきたのだろう、憶えがない。

　昨夜は陛下に召されて、そして──。

（わたし……っ）

　はっとして慌てて体を確かめる。

　夜着はちゃんと身に着けていた。裾を捲って見れば、下穿きも着けている。すべて寝所に渡るために着替えさせられたときのものだ。

　体も、これと言っておかしく感じるところは……ない。いや、「ない」ということが、おかしい。

　昨夜、床入りをしたのだ。ならばこの身は、娘ではなく女となっているはずだった。

　しかしその実感がない。体の中心、女の部分に殿方の男の部分を受け入れたはずなのに、現実感がないのだ。

　昨夜自分は何をした？　記憶が途中から曖昧だ。殿方を受け入れるときには身を二つに割くたいそうな痛みがあると聞いていたが、そのような憶えは当然のようになかった。

（まさか陛下は……）

　シトゥルーナが、浮かんだ恐ろしい考えに顔を覆ったときだった。

「姫様、お目覚めになられましたか？」

　扉の向こうから、シトゥルーナ付きの侍女の声がした。

「ユッタ……」

　名を口にすると、それが部屋に入る許可となって、侍女が姿を見せた。すぐにいつもと違う彼女に驚く。

　ユッタは一抱えもある花──薄紅色の薔薇の束を手にしていた。

「どうしたの、それ」

「今朝、陛下から届けられました。ほかにもドレスやアクセサリーやいろいろ居室が贈り物でいっぱいです」

　ユッタは、届けられた贈り物をシトゥルーナに早く見せたいと思い、花なら目覚めたばかりの主が愛でてくれるだろうと持ってきたのだと言う。

「陛下から？　──まあ、カードが」

　どうして贈り物が届けられたのかわからないのだけどと、首を傾げるシトゥルーナは差し出された花束を受け取り、添えられていたカードに気づいた。

「薔薇ルースの姫へ、って……」

　シトゥルーナの胸がとくんと強く打つ。

　レットだ、と思った。彼でなければ、この国で誰が贈るというのだろう。自分の二つ目の名にちなんだ薔薇の花など……。

「姫様、この度はおめでとうございます」

「おめでとう、って？」

　どこか強張った顔をしているユッタに、何がめでたいのかシトゥルーナは訊き返す。

「……お恥ずかしがらなくてもよろしいですよ。王城の侍女さんから伺いました。姫様の純潔も証明され無事にお務めを果たされたとのこと」

　深々と辞儀をされたシトゥルーナは、「え？」と困惑した。

（純潔の証明？　どういうこと？）

　目を覚ましてから考えていたが、やはり事をなし得たとは思えない。それなのに純潔の証明がされたとは、どうしてだろう。

「姫様、起き上がれそうでしたら湯を使われませ。湯浴みの用意もできております」

　いつもと変わらず侍女としての役目をするユッタに、実はそのときのことはよく覚えていないなどと言えない。

「そ、そう。ねえユッタ。わたしこの部屋にはどうやって戻ってきたのかしら」

　シトゥルーナはふと思い出したように訊く。言葉にすると、おぼろげながら誰かに抱えられて運ばれる感覚がよみがえった。

「ああ、それならレット隊長が抱きかかえてみえたんですよ。あんな遅い時間でも、隊服をきちっと着ていらして──あ、それがお務めなんですから当たり前ですね」

「レット……が、抱きかかえ……て、ですか」

　ユッタに何でもないように答えられたシトゥルーナは、二つ目の胸の高鳴りを覚えて顔を隠すように俯いた。


　シトゥルーナは日傘を差し、ピエニ宮内の最奥にある庭園の蔓薔薇の小径を一人歩いていた。

　いつもならつき添うユッタの姿はない。彼女には、陛下から賜った贈り物の数々の整理を頼んでいた。

（ゆっくり休むようにと言ったそうだけど）

　湯浴みのあと、そのユッタからレットの言伝を聞いた。

『お疲れのようだから、ゆっくり休まれてくださいと申されました。姫様、どうなさいます？　横になられるのでしたら、すぐに寝衣を用意いたしますが』

　そのまま私室に戻って寝台で過ごすのも魅力的だが、シトゥルーナは普段通りにすることにした。

　昨夜のことを思い返せば、信じられないくらい乱れ、はしたなくも声を上げた恥ずかしい数々が浮かんでくる。どうしてあれほど気が昂ってしまったのか、知らないうちに何か薬でも飲まされたのかと考えてみたが、結局のところよくわからなかった。

　装飾の少ない昼のドレスに着替え、刺繍の続きでもしようかと足を向けた居室は、ユッタが言った通りの様相を呈していた。至る所に薔薇を中心とした花々が活けられ、普段着のドレスから夜会用のものまで、衣装箱が幾つも積まれている。さらに靴や手袋、帽子、宝石を使った装身具まで、所狭しと並べられていた。

『こんなにたくさんの贈り物、さすが国王陛下でございますね』

　どれも質の良いものばかりで、ユッタは屈託なくそう言ったが、シトゥルーナは心苦しくてたまらなかった。

　皆は誤解している。それがいっそうシトゥルーナを居心地悪くさせていた。

　婚礼の儀こそまだでも、跡継ぎを産み国母となる妃として迎えられたのは喜ばしいことだ。けれど、実際はそのような行為はなかったのだ。

　今はそうと確信しているシトゥルーナは、もしかして、と考える。

　陛下はあのとき、意識しないようにしていた想いに気づいたのではないだろうか。だから愛撫だけにとどめ、最後までしなかった──と思い至れば、推測でしかないのにそれが正解のような気がしてくる。

　シトゥルーナは、膨れ上がってくる罪の意識におののき、傘の柄を握り締めた。

　彼は側仕えだ。自分を気遣いあれこれと心配りを見せるのは、仕えるサラストゥス陛下が命じたこと。いや命じられずとも、臣下の務めを果たしているだけ。

（勘違いしてはいけないの）

　だから、今からでも閉じ込める。これは、抱えてはいけない想いなのだ。

　兄とどんなに親しかろうと、所詮は身分や立場の前にはままならない。兄がレットのことを何も言ってなかったのも、そういうことだろう。

　なのに、薔薇？　その前に抱きかかえて運ぶ？　それが陛下の命でも今のシトゥルーナには酷でしかなかった。

「ひどい人ね、レット……。これ以上」

　好きにさせないで──と口から出かかったときだった。

「誰がひどい人なんですか？」

　植え込みの影からその声は聞こえた。

「レット……っ!!　どうしてここにっ!?」

　シトゥルーナは驚き、はっとして口を押さえた。

「あなたがこの蔓薔薇の小径に向かうのを見かけたので先回りしました。それで私は、何がひどい人なのですか？」

「……そんなこと言いましたか？　聞き間違いでしょう」

　狼狽えるなと我が身を叱咤しながらシトゥルーナは、踵を返す。

　今一番会いたくない相手だ。けれどこのまま去りたくないとも思ってしまうのは、閉じ込めようとする想いへの抗いなのかもしれない。

「ルーナ様？」

「あ……、そ、そうでした。あなたの顔を見たら、言わなくてはと思っていたことがあります」

　呼び止められたシトゥルーナは、傘で深く顔を隠してもっともらしく告げた。小さな陰しか作れない日傘でもそれくらいはできる。

「いただいた品々のお礼を陛下に。シトゥルーナが喜んでいたと伝えてください。そしてもう贈らないでくださいと。今は戦禍から国の立て直しが先ですもの」

「あれくらい別に気になさるほどでは──。婚礼の儀を先送りにしてしまった詫びの意味もありますので」

「そうですか。ですが、そのお気持ちだけで充分です。今後はわたしのために作らせるのはやめてくださいませ。民のために復興を先に」

　シトゥルーナは、声が震えないように、いつもの調子を心がけて話す。少しでも気を抜くと、閉じ込めようと思っていた感情が溢れてレットに縋ってしまいそうだった。

　心を強くありたいと願うのにそんな自分の弱さが厭わしい。

　だから早くこの場を去らなければ。

　けれどそう思うのに、足が動かない。背を向けて立っているだけで、精一杯だった。

「わかりました。では薔薇だけでも」

「薔薇も同じです。わたしに何も贈らないでっ」

　思いのほか語尾が強い口調になってしまった。

　シトゥルーナは何か怪しまれていないだろうかと、レットが気になるが、振り返るわけにはいかない。

「……ルーナ様、こちらを向いて顔を見せてくれませんか？」

「なぜですか？」

「先ほどあなたは、私の顔を見たら、言わなくてはと思っていたことがある、と言われました。あなたはまだ私の顔を見ていない。何をおっしゃりたいのですか？」

　こんなの言いがかりだ。レットのほうこそ、何が言いたいのだ。

「それはっ、……言葉の綾です。そんな些細なことをいちいち捕らえないでください。わたしの言いたかったことは、陛下へのお礼です。だからもう言いました」

　シトゥルーナは、平静な振りができているうちにこの場から離れたかった。そのせいか口調もいっそう強くなる。

「何を苛立っておいでなのですか、ルーナ様」

「わたしのどこが苛立っていると……っ！」

　苛立っていると図星を指されたシトゥルーナは、声を荒らげる。そしてもう限界だと一歩踏み出したとき、腕が掴まれ後ろに引かれた。

「何を!?　レット!?」

「少し話しましょう」

「手を離しなさい、レット──あ……」

　ぽすっと背中が温もりに包まれる。

「傘を退けてください」

　それでもシトゥルーナは傘が手放せない。それが二人を隔てる唯一のものだった。

　しかし後ろから伸びてきた手が柄を握るシトゥルーナの手に重なり、傘を取り上げてしまう。

「わたしはサラストゥス陛下にこの身を捧げました」

　まだ真実捧げてはいないけれど、そう口にする。

「ええ、それがあなたの覚悟でしたね」

　首筋に吐息を感じて、体に力が入る。

「なら、どうして放っておいてくれないのです」

「放っておく？　意味がわかりかねます」

　怪訝そうに訊き返され、それが、腹立たしくて。

「レッ……ト……っ、わたしの気持ちをかき乱さないでっ」

「ルーナ……、様？　いったい？　──こちらへ」

　明らかに困惑した声だった。それでも、あっと思ったときは、生け垣の陰に抱きかかえられるようにして引きずり込まれる。

「何をっ、ぶ、無礼で」

「しっ」

　王女らしく威厳を持って窘めるつもりが、声を遮るように唇に人差し指を押し当てられて言葉が続けられなくなる。

　そこにこちらに向かってかけてくる足音が聞こえた。

　生け垣の枝葉の僅かな隙間から窺うと、贈り物の整理をしているはずの侍女だった。

（ユッタ？　どうしてここに？）

　片づけを済ませて追いかけてきたのだろうか。しかし散歩に行くとは言っていたが、どこの小径を行くとは告げておらず、最初から後をつけてきたとしか思えない。

　しばらく周辺をパタパタと忙しく動き回っていた足音が、盛大な舌打ちとともに遠ざかっていった。

「あなたの侍女はとても心配性のようですね。あの舌打ちはいただけませんが」

「心配性って……、レット、腕っ!?」

　舌打ちは侍女として、いや女性としても確かにいただけないが、レットのどこか含みのある言い方が気になりシトゥルーナは問うた。しかし袖口から覗く包帯に気づいて目を瞠る。

「大したことありません。たかが薄皮一枚切っただけです」

「レット、そんなことが訊きたいのではありません。どうして切ったのですか？」

　誤魔化しは要らない、とシトゥルーナはレットを睨む。脳裏では、突拍子もない考えが浮かんでいた。

「……既成の事実が必要になったんです。昨夜あなたは途中で意識を失ってしまいましたし、そんな状態で続けることは、さすがにできなかった。しかし交わりの証は必要……と陛下が申されまして」

「そういうことでしたの。にわかには信じ難いんですが、側仕えはいろいろ大変なのですね。それはそうと、わたしを運んだのは、レットだと聞きました。わたしは陛下のお手でかなり乱れていたと思いますが、夜着を整えたのもあなたなのですか？」

　シトゥルーナがそう言うと、レットが珍しく目を泳がせた。先ほどのユッタではないが、思わず舌打ちがしたくなる。もちろんそんな不調法はしないけれど。

　レットは昨夜のことをどこまで知っているのだろう。側仕えなだけに側で見ていたとでも言おうものなら、羞恥で死ねるだろう。

「それは侍女です。別室に信頼のおける侍女が控えておりましたので頼みました。私はピエニ宮のお部屋まで運ばせていただいただけです」

「本当ですか？」

　どこか胡散臭く聞こえるレットの答えに、目を眇めなおも問う。

「……っ。いずれ、すべて話します。あなたの国を思う覚悟は受け取りました──と陛下が仰られていました」

　その言葉は真摯なものだった。しかしシトゥルーナは頷いたものの、白々しいと感じた。

「それと……、お体の加減はいかがですか。その、陛下が気にしておりまして」

「なんともありません。お気遣い痛み入ります。と、陛下にお伝えください」

　ここでそれを訊ねるのかと、腹立たしさがまた膨れ、つい唇を噛んでしまいそうになるのをこらえて真一文字に結ぶ。昨夜、唇を噛む度、陛下に「噛むな」と指先で触れられたことを思い出したからだ。

　結果としてサラストゥス陛下は、意識をなくしたシトゥルーナを気遣い、無体な真似をしなかった、ということだ。陛下は本当に優しい人のようだ。

「わかりました。しかと伝えます──ルーナ様」

　レットの手が伸び、シトゥルーナの背を抱きしめた。

「なっ、レ、レット……っ」

　いきなりのことでシトゥルーナが目を瞠ると、憂いを隠さないそれこそ真摯な眼差しを向けるレットの顔がそこにあった。

「あなたは俺が守る。どこへも行くな、ここにいろ」

　不意打ちのように紡がれた言葉は、シトゥルーナの閉じ込めようとした想いを溢れさせるのに充分だった。



	
			第五章　不穏

　夜も更けて皆が眠りに就いたころ。

　フリュード国王エドヴァルド・カルフ・フリューデンは、寝所にて不愉快な来訪を受けていた。

「エドヴァルド王、王女殿下がサラスト国王と床入りを果たされたとのこと、まことにおめでとうございます」

「耳が早いな。だが、それを言いに来る時間ではないと思うがな」

　芝居がかった口調で告げられ、のそりと寝台から身を起こしたエドヴァルドは、昔からよく知る男を見据える。

　遠からず来るとは思っていたが、何も寝入りばなに来なくてもいいだろう。こっちは内政の立て直しで日夜奔走してくたくたなのに。

　だがこの男がここにいるということは、つまりそういうことだ。来てしまったものは仕方がない。事前にでき得る限りの手は打ったし、備えてもいた。一番の懸念だった薔薇も、外に出すことができた。

　あとはどうなるか、自分の運次第だ。王の寝所に許しもなく入ってこられたのは、既に粗方の警備兵は制圧されたのだろう。

「何を言われる。もう一刻も我慢ならないのですよ。あなたの生温い治世に。王女殿下を北との交渉の手駒に使って援助を得ようとしたのでしょうが、所詮は蛮族。その蛮族の王は影武者だという話だ」

「ほう？　影武者とな。それは初耳だな」

「よくも抜け抜けとそのようなことを。すべて承知だったのでは？　エドヴァルド王。まったく王女殿下も気の毒なことだ。実の兄にどこの馬の骨とも知れない偽者の王と婚姻させられたのだから」

「余は知らぬ話だな。王女は和平のためにサラスト国王と婚姻した。それだけだ」

　自分に酔っているのか鼻につく口調で大袈裟に手振りをつけて話す男に、エドヴァルドは緊張感なく込み上げてくる可笑しさをこらえきれずふっと口もとを緩めた。

　男が言う通り、サラスト国の事情は知っていた。だがそれを正直に言う必要はない。

「王女殿下の犠牲の上に成り立つ和平になんの意味があるっ!!　国王を拘束しろっ!!」

　何が癇に障ったのか、男は目を見開き口もとを歪めて言い放った。

　途端に男の配下らしい兵が寝所になだれ込んでくる。その中に日頃から目にかけていた若い兵士もいたが、ことが起きたら逆らわず状況を見るよう言ってあった。

「余を捕らえるか。名目は何とする」

「何とでも。腑抜けな王は要らぬ。国を強くして領土を広げることこそ、王の在り方。引っ立てろっ!!」

　寝台から引きずり降ろされ縄が打たれる。

　エドヴァルドは抵抗せず、なされるままだった。

「つくづく情けない王だ。少しは抗ったらどうだ」

　蔑まれたがエドヴァルドは答えなかった。何を言ったところで、無駄なのは承知していた。この男は元来人の話を聞かないのだ。

「まったく、このような王に仕えなければならなかったのは嘆かわしい限りだが、それも今宵で終わる。良いか皆の者、このときを以て、愚かな王は退位いただく。新王を迎える触れを出せ」

　エドヴァルドは引きずられるように歩かされる中、男を視界の端で捉えて口角を僅かに上げた。

　内乱──それは王位に就いたときから、いずれ起きるだろうと想定していた。この国は既に先王の代より為政者の権威は衰え、見える未来は先細りだったのだから。

　とはいえ、黙って手をこまねいている気はなかった。王としてやれるだけやって、命が尽きたときはその程度の命運だったということだ。

　戦に終止符を打ったのもその一つ。即位と同時に公布したかったが、相手国との水面下での交渉もあった。まだ盤石とは言い難いが、概ね望む方向に持っていけたと思う。大切な薔薇を送ることができたのだ。

　その薔薇が、こんなにも早く和平の架け橋となるべく身を捧げたのには驚かされたが、無理を押して行かせただけの甲斐はあった。嫁がせたのだからあとは向こうに任せておけばいい。彼は自分が見込んだ。

「陛下」

　ほとんど吐息だけの声で呼ばれ、横に並んだ若い兵士に一瞬だけ目を向けると、僅かに頷いて見せる。

（ルーナ……）

　エドヴァルドは、薄暗い回廊を進みながら、北の盟友に託した妹を思った。


　居室でシトゥルーナは、手にしていた刺繍針を麻布に刺すと、ふぅと息を吐く。針に色糸を通して刺し始めたが、ちっとも進まない。ここ数日こんな調子でぼんやりと過ごしていた。

　侍女たちは、初めての床入りで身体負担が大きくて疲れが出たのだろうと噂しているようだが、実は違う。

　今シトゥルーナの心を占めているのは、レットのことだ。あの日彼と交わした言葉の数々が、憂わしげに心を塞いでいた。

（よくもあのようなことを。陛下が申された？　気にしてる？　本当なのかしら）

　そしてなんといっても一番は、素の口調で言い放たれた言葉だ。

『あなたは俺が守る。どこへも行くな』

　以前もレットは自分を守ると言った。

　いったい、何が彼にそこまで言わせるのだろう。兄のエドヴァルドと密約でもしていたのだろうか。

　そうなのかもしれない。レットの話しぶりから、二人はかなり親しいと感じた。ならば頼んだのだろう。冷静に考えれば敵国の王──当時は王太子──に頼まれたレットも気の毒な話だ。

　エドヴァルドは、自身のことよりも妹シトゥルーナを大切にする。一国の王としてそれは問題ではないのかと思うが、兄王は昔から自分を可愛がりすぎるきらいがあった。

　王宮から出されるとなったときは、王である父に食ってかかっていたほどだ。

　結局のところパルニラへの留学を控えていたエドヴァルドは、王宮に一人留まるよりはと判断し修道院入りに納得したらしい。

　修道院での暮らしは、シトゥルーナのその後の価値観を変えた。王女という立場を離れ身分を問わず人と触れた経験は、王族であることの責任もより考えるようになった。

　だから──、兄のために、民のために、この身で戦が終わるなら喜んで差し出そう。和平のためなら、子もなす。それが自分に課せられた務め……だった。

　その気持ちに変わりはないのだけど。

　シトゥルーナは、布を嵌めた刺繍枠を握りしめる。

　あれだけ想いをたっぷり込めた言葉で守ると言われたら、頭でわかっていても感情が揺さぶられてしまう。いや、もう右往左往ぐるぐるだ。

（いけないのに、想っては……）

　けれど──。

　謎すぎる。いったい、彼は何者なのだ？　国王の側仕えなのはわかっているつもりだが、その忠義はどこにあると？　このまま彼の言動を許してもいいのか、サラストゥス陛下に申し訳ない気持ちになる。

　その肝心のレットは、シトゥルーナの気持ちを惑わすだけ惑わせて、あれ以来姿を見せていないのだった。

「入ってもよろしいでしょうか？」

「許可します」

　扉を叩く音が聞こえ、幾分緊張を帯びた女性の声がした。

　いつも傍で控えているユッタは昼餐の用意のため厨房に行っており、シトゥルーナ自ら返事をする。

「失礼いたします」

　このピエニ宮付きの侍女が花束を抱えて入ってきた。

「シトゥルーナ様、今届けられたこの花はいかがしましょうか」

「その花……、今ですか？」

　侍女が抱える花はあの日、大量に贈られた薄紅色の薔薇と同じだった。

「はい、たった今、親衛隊の方が」

　侍女の返事にシトゥルーナの胸がきゅんと鳴る。

「親衛隊……、その方はどちらに？」

「花をお渡しになると、王城のほうに戻って行かれましたが」

「そう──花はユッタに訊いてちょうだい」

　立ち上がったシトゥルーナは、侍女に驚いた顔を向けられたが構わず横をすり抜け、王城に続く柱廊へ向かう。

　ドレスの裾が跳ねるも小走りに急ぐ。どこで追いつけるかわからないが、ともかく今、彼に会いたかった。こんな真似など以前の自分なら決してしない。

　そして前方に見えた親衛隊の隊士の背を目にした瞬間、締めつけられる想いとともに足を止めた。

「シトゥルーナ様？」

　歩いていた隊士が振り返る。走ってくる気配でも感じたのかもしれない。

「……お礼を……、申し上げたくて」

　シトゥルーナは、覚えた落胆を胸のうちに押し隠し、涼やかな顔をその親衛隊の連隊長に向けた。初めてこの城に来た日、ピエニ宮に案内してくれた隊士だった。

「お礼など……あ、いえ、へ、陛下にお伝えします」

「はい、陛下……に伝えてください。それで、その……レットは……どうしたのですか？　最近見かけませんが」

　薔薇を贈るよう言ったのは、陛下だった。レットの独断なのかと密かに思っていたが、違ったらしい。僅かにもまた落胆を覚えたシトゥルーナは、つい口が滑ってレットのことを訊いた。

「レ……レット隊長は……、陛下につき従い、東の国境に出向いております。あと三、四日もすれば帰城の予定なので、その間は私が花を届けるよう承りました」

　レットについて、束の間返事に躊躇いがあったような気がしたが、すっと背筋を伸ばして柔和に答える連隊長に好感を持つ。

「そうでしたか。ですが、毎日届けていただかなくても結構ですよ。今日の花がしばらく可憐に咲いて楽しましてくれますもの。それもお伝えしたくて」

　レットとは何を話そうかと言葉を詰まらせるのに、連隊長相手だとなぜかつらつらと、もっともそうに言えてしまえる自分が不実に思えてきまりが悪い。

「いえ、そういうわけには。ひとまず私の役目をまっとうさせてください。明日もお届けに上がります」

「わかりました。届けてくれてありがとう。呼び止めてしまってごめんなさいね」

　この辺りが引き際──。

　シトゥルーナは、連隊長に笑みを向ける。これ以上引き留めて本来の職務を邪魔するのは本意ではなかった。

「──もったいないお言葉を。では、私はこれにて」

　拳を握った手を胸に当てて、連隊長が辞儀をして去っていく。

　残ったシトゥルーナも、ピエニ宮に戻るべく踵を返したときだ。

（あれは……、ユッタ？）

　厨房で自分の昼餐を用意しているはずの侍女の姿を、人目を憚るような柱廊の物陰で見つけた。どうも一人ではなく、誰かと話をしているようだ。

（逢引……とか？　まさかね）

　胸によぎった考えをすぐに否定する。柱が邪魔になってよく窺えないが、裾の長い衣を身に着けているのが見えたからだ。となれば相手は女性。黒いドレスは王城侍女のお仕着せだ。

（戻りましょう。ユッタより先に）

　侍女に見咎められるのは、なんだかばつが悪いとシトゥルーナは、ユッタがいる柱を避けてピエニ宮に足を向けるのだった。


　手すさびで始めた刺繍は未だ完成しない。蔓薔薇の模様だったが、簡略した図案になっており、それほど難しいものではないのに。

　こんなにも不器用だったかしら、とシトゥルーナは思うけれど、完成しないものは完成しない。これでは手布に施して人に贈ろうなど、無理そうだ。

　しかし、刺繍に集中しようとしても、あれこれ脳裏に浮かんできてしまい、手が止まってしまうのだ。

　その理由の大半は彼なのだけれど──。

「ユッタ、ちょっと歩いてきます」

　このまま針を持っていても、指を刺しそうで、今日はもうやめることにする。そういって昨日も、早々にやめてしまっていたが、時間はいくらでもあるからいつかは完成するだろう。

「はい姫様。では戻られたらお茶にしましょう」

「あら、ユッタはほかにやることがあるのでしょう？　最近、王城のほうに行ってるみたいだもの。わたし一人で大丈夫よ」

　同行しようと立ち上がったユッタにシトゥルーナはつき従わなくても良いと告げる。常に傍にいるのは、それが役目といっても若いユッタには気詰まりだろうし、適度に息を抜くことを悪いとは思わない。

「そ……、そうですか？　ではお言葉に甘えて」

　ユッタは一瞬目を見開いて、表情を強張らせたように見えたが、すぐににこりと笑んだ。表情が強張ったように見えたのは、シトゥルーナの気のせいだったのかもしれない。ユッタの顔はいつものように屈託ない。

「最近、とても仲の良い王城の侍女さんができたんです。今度御城下を案内してもらう約束もしてるんですよ」

「そう、御城下を。なら、いつでも行ってらっしゃい。そのときはユッタにお休みをあげますから」

　それはちょっと羨ましい。立場上、城を出ることが憚られるシトゥルーナには夢のような話だ。

「そうです、姫様。姫様も御城下に行きましょう。私、そのように準備をします。お忍びですよ。昼餐後、夕餐までに戻ってくれば誰も咎める者はいませんよ」

「ユッタ──、わたしは」

　つい今しがた、城を出ることは憚られると自身で思ったことが、簡単に覆されそうになる。

「お忍びです。それくらいしてもきっと大丈夫です。でも姫様、誰にも言ってはいけませんよ。レット隊長にもです」

「え、ええ」

　きらきらした眼差しでずいっと迫られ、シトゥルーナはたじろぎながらも頷いてしまう。

　誰にも言ってはいけない計画は、この国に来てピエニ宮しか知らないシトゥルーナにはとても魅力的だった。


（ここから出る？　お城の外に行く？　良いのかしら）

　心に思うだけなら誰にも聞かれないと、シトゥルーナは蔓薔薇の小径へと足を向けながら考える。

　別に閉じ込められているわけではないと思うが、柱廊や王城への入り口に配備された警護の兵士を思うと、出歩いてはいけない気にさせられていた。特に先日ピエニ宮と王城を繋げる柱廊で、柱の一つ置きに立っていた衛士の姿に気づいたときは、まるで監視されているみたいに感じたのだ。

　サラスト国も、国王陛下の方針に異を唱える者がいて、一枚岩ではないことはレットから聞いていた。だから、城内といえども反対派の者がいる以上、シトゥルーナに対して警護を厳重にしているのだろう。

「なんだかわたし、籠の鳥ね。でも、たまには外に行ってみたいって思うの」

　このサラストは森と湖の国と謳われているし、「光の城ヴァロリンナ」と名づけられたこの白亜の王城の御城下にも、民たちはどんな暮らしをしているのだろうと興味が惹かれる。かなうなら、フリュードではできなかったけれど、この国のすべてを回ってみたい。王都を巡る水路を渡ることも。あれから陛下のお召しもなく、放っておかれているのだし。

　侍女たちが、次のお召しがないのをそろそろ不思議に思い始めているらしいと、ユッタからさりげなく話を聞いたけれど。

　連隊長が言っていたレットの帰城予定の三、四日はとっくに過ぎていた。

　これもまた、シトゥルーナの心をすっきりさせてくれない理由の一つだった。

「そんなに外に行きたいのか？」

「──っ!?　レット……？」

　驚いて立ち止まったシトゥルーナは、どこから声がしたのかその姿を探してくるりと一回りする。

「ここは……どこ？」

　いつの間にか、蔓薔薇の小径から外れてさらに奥まで来ていた。見回すと辺りは、人の手の入った庭園というより木々が繁る雑木林だ。

　まさか王城内に緑溢れるところがあるとは知らなかった。

「このような城の奥であなたに会うとは。蔓薔薇の小径から続いている庭園だが」

　ぽかりぽかりとゆっくりと近づいてくる蹄の音とともに、騎乗のレットが現れた。親衛隊の隊服とは少し異なる意匠の金の飾緒に肩章の上着を着崩して。

「レット!!　あなたっ、いつも突然っ!!」

　胸が高鳴ってくる。シトゥルーナは、自分はこれほどまでも、レットに心を移していたのかと思い知らされた。

「おいで」

「きゃっ」

　レットの伸ばされた腕が体に巻きつき、ふわりと宙に浮いた。そう思ったら、いつかのように抱きかかえられて馬上にいた。

　馬が駆ける速さを増していく。頬に当たる風が心地好かった。

「レット、どこへ……っ」

「少し外へ出よう」

「えっ？」

　馬はますます速さを増して、言葉が風に流される。

　流されるのは、周囲の景色も同じで後ろへと木々が消えていく。

　しかし、シトゥルーナの目は、木など映してなかった。ただ、自分を攫うように馬に乗せた白金の髪に緑かかった水色の瞳をした妖精王に見惚れていた。

　馬はなおも駆け、ようやく止まったのは、深い森の中の湖畔だった。

「レット、ここは……」

「城から北へ行った森だ。俺のお気に入りの場所」

　耳を澄ませば、小鳥のさえずりも聴こえてきそうだ。だがシトゥルーナの耳が捉えるのは、自身の鼓動とレットの言葉だけで、周囲に心を配る余裕はなかった。

　シトゥルーナは、耳を手でぎゅっと押さえた。苦しい。胸の鼓動がどくんどくんと大きく打ち、耳と連結してしまったかのように聴こえてくる。

「どうした？　どこか具合が……」

「違います。いきなりだったから心臓がどきどきしすぎて耳に響くの」

　心配そうに覗き込んだレットにシトゥルーナは答える。

「そうか。ちょっと驚かせすぎたな」

　少し眉根を寄せて目を細めたレットは、すまなそうな笑みを浮かべた。そしてそのまま何かを思い詰めた顔になる。

「ルーナ……、今だけそう呼ぶことを許してほしい」

「レット？」

「あなたを守ると言ったが、難しくなった。俺は、東の国境にすぐに戻らねばならない」

「え？　東……って、まさかっ!?」

　あの連隊長も言っていた東の国境。シトゥルーナは、このときようやくそれが何を意味するのか思い至る。

「もう少し猶予があると思っていたが、パルニラが侵攻してきた」

　隠していても、城に戻ればすぐに知られてしまうからと、レットは話す。

「そんな……いえ、それなら今はフリュードが……わたし、すぐに兄に文を出します」

　こういうときのために、自分がいるのだ。サラストが先に侵攻されるとは思っていなかったが、フリュードからも兵を出して備えれば、いくら大国パルニラでも、そうやすやすと攻め入っては来られまい。

　だからこそ兄はサラストと手を組むことを望んだのだ。そしてサラストはそれに応えた。二国が協力し合えば、勝利は無理でも侵略されて降くだることにはならないはずだ。

「ルーナ、ありがとう。その言葉だけで充分だ」

　フリュード国王エドヴァルドに知らせる必要はない、とレットは言うのか。

「充分って、レット、どうしたの？　あなたらしくない」

　自分がどれだけレットのことを知っているのかわからない。レットは何かと謎が多い。

　しかし、今、自分の体を馬上で支えるレットは、違う。こんな気弱を見せる人ではないはずだ。まるで死すらも覚悟しているような──。

（死？　レットが？）

　ときどき人を煙に巻くように、からかいを見せるこの人が……？

　シトゥルーナは、ぞくりと寒気を覚えた。レットの温もりを背中に感じて、体温が上がっているはずなのに。

　シトゥルーナは目を見開いて、レットを仰ぐ。

「思わぬところであなたと会ったものだから、すっかり甘えが出てしまったようだ」

「レットっ!!　わたしを見てっ!!」

　目を逸らし、どこか遠くを見るレットにシトゥルーナは命じた。

「え、ルーナ……」

「わたしは役に立たないの？　そのためにこの国に来たのよ!!」

「ああ、そうだね。本当にあなたはエドから聞いていた通りの人だ。か弱いのにしっかりしてて、理性的なのに感情的で。……こんなことになってエドには顔向けできないな。大事な妹を託してくれたのに、守れないなんて」

　とても褒められているとは思えない称賛はまだ理解できる。だが後半言っている意味がさっぱりわからない。二人の間にどんな約束があるのだろう。

「レット、何を言ってるの？」

「すまない。今だけだ。あとで無礼だと殴って良いから……」

「レッ……ト……」

　シトゥルーナはレットの腕に抱き込まれていた。上着をはだけた彼の広い胸に顔を埋める。見た目の痩身さからは想像つかない、鍛えられた胸板だった。そんなことを思えば、また鼓動が速まってくる。

「──ったく、情けないな、戦には何度も出ているのに、これほど行きたくないと思うのは初めてだ……」

　ぼそりと声を押し殺すように呟かれた言葉が、上から落ちてくる。

　これはわかった。戦に赴かなければならない男の本音だろう。

　だったら、告げても良いだろうか。これまで王女という立場で出陣する兵士に鼓舞する言葉をかけていたが、本心は違っていた。武功や勇ましさよりも、ともかく無事で、帰ってきてほしい。それだけだ。

「レット、わたしに会うために戻ってきなさい」

　シトゥルーナは睨めつけるようにして言い放つ。その眦には涙の滴が膨れていた。

「ルーナ……」

　シトゥルーナの背を抱く腕に力が入った。身動きできないでいるシトゥルーナに見下ろすレットの顔が近づいて、唇がふわりと羽根が舞い降りたように重なった。

「レ……ット……」

　唇はすぐに離れ、シトゥルーナはほとんど吐息のように言葉を紡ぐ。

「今、あなたの唇に触れた。嫌だったか？」

「いいえ。もっと触れてください。わたしの唇が忘れられなくなるくらいしっかりと」

　背中の腕が緩んで、シトゥルーナは頬を掌で包まれた。

　前にもこんなことがあったと覚えた既視感の理由がわからないまま、シトゥルーナはレットを見詰め続けて、それから目をそっと閉じた。

（わたしに触れて、レット）

　再び唇が重なった。柔らかさを確かめるような触れ合いのあと、押しつけてくる。そして何度も啄まれ、上下の唇を交互に食まれて吸われる。舌が歯列を突つつき、くすぐったいような言いようのない感覚で僅かにも隙間を作ると、口内に潜り込んだ。

　歯裏から上顎から、縦横に舐め回し、シトゥルーナがおずおずと応えて伸ばした舌を搦め捕る。

　ちゅうっと吸われ、レットの唾液が舌伝いに流れてくると、シトゥルーナは初めて体験する口づけの甘さに酔いながら喉を鳴らした。

　上手く息が継げない。目眩がしてくる。

　どうしてなのか舌を吸われる度、あの日頂の実を吸われたときのことを思い出してしまい、背徳感がぞわりと胸に広がる。

　これはサラストゥス陛下への裏切りにほかならない。

　でも止められない。この人に生きて帰ってきてほしいから──……。

「これは、わたしの罪ですね」

　視線が絡み合う。

「いや、俺の罪だ。あなたが抱えるものは俺が背負う。すべて、俺のせいにしろ」

　レットは愛しげな眼差しをして唇を寄せると、シトゥルーナのそれを繰り返し吸った。

　蔓薔薇の小径を出たところで、馬から降りた二人は、体を寄せ合った。

「ルーナ、あなたは何もしなくていい。決してこの国から出るな。ここにいる限りあなたは安全だ」

「いいえ。わたしは、わたしのできることをします」

　シトゥルーナはピエニ宮に戻ったらすぐに兄王に文をしたためるつもりでいた。国王の名のもとに軍を出してもらうのだ。もし援軍を出さないなどふざけた返事が来ようものなら、フリュードに一時戻り、直接話すことも考えていた。自分だけ安全な場所にのうのうといるなんて、許せるはずがない。

「頼む、ここにいてくれ。あなたがこの城にいると思うと、俺は心置きなく戦える」

　懇願するように言われたシトゥルーナは、レットが憂いなく戦えるというなら、この国……城に、留まるべきかと思い直す。

　そのとき、ふっとシトゥルーナの意識に何かが触れた。とても大事なことだった気がするのに、上手く捉えられない。

「ルーナ？」

　気を取られたのは一瞬。それでもレットはシトゥルーナの惑いに気づいて名を呼んだ。

　シトゥルーナは、なんでもないと首を振り、レットの胸に顔を埋める。

「わたしは、ここにいて、あなたを待てば良いの？」

「ああ、そうだ。待っててくれ」

　甘く愛を囁き合う恋人たちの語らいから程遠い、戦地に赴く男と見送る女は、互いの姿をしかと胸に、脳裏に刻む。その体の熱も、唇の甘さも。

　ただ帰ってきてくれれば良い、と無事を祈って。それだけだった。


「姫様、どちらまで行かれてたんですか。大変なんですよ」

　ピエニ宮に一人戻ったシトゥルーナをユッタが血相を変えて迎えた。

「何？　そんなに慌てて」

　きっとパルニラ侵攻のことだろうと思ったシトゥルーナは、レットとの逢瀬を悟られるわけにはいかないと、素知らぬ顔で返事をする。

「今、フリュードからの──」

　ユッタはそこで言葉を切り、周囲を慎重に見回した。そして声を潜めて告げる。

「姫様、心してお聞きください。フリュードから密書が届きました。国王が……、エドヴァルド王が、拘束され幽閉されました」

「え……」

　シトゥルーナの体からさぁっと血の気が引き、目の前が真っ暗になる。呼吸もままならず、心臓の鼓動すらも止めんばかりに凍りつく。

「内乱です。首謀者はイーヴァリ・ラスク卿。既に一部の軍がラスク卿につき、王都は監視下に置かれているそうです」

「まさか……、ラスク卿が……？」

　シトゥルーナは強張る体をどうにか動かし、喘ぎながらいやいやをするように首を振る。

　信じられなかった。あのラスク卿だ。シトゥルーナたちの祖父の代より仕える王家相談役。父だった先王よりも兄エドヴァルドの考えに賛同してくれていた。高齢となり登城も難しくなってからは、こっそり邸を訪ねると孫のように喜んでくれて──……。

「姫様、一刻も早くフリュードに戻りましょう」

「待って、ユッタ──」

　軍ならキヴァリ将軍。王の身を守るのは、近衛騎士団。

　いくら国王と軍部の間で何かしらの軋轢あつれきがあったとしても、国を、戴く王を護るのが役目。

　そう続けるシトゥルーナに、ユッタはさらに打ちひしがれることを言う。

「キヴァリ将軍もエドヴァルド王の命を盾に軟禁されたと文にあります」

「そんな──」

　シトゥルーナは暗闇に襲われ、ふらりとする。

　ここで倒れるわけにはいかないと踏ん張るが、膝はたやすく折れてその場にへたり込む。

「姫様、フリュードに戻りましょう。王をお救いするために」

「お兄様を……救う……？」

「はい。エドヴァルド王がいない今、妹君である姫様が国をまとめ、王をお救いするために軍を動かすのです」

「でもわたしは、この国に和平の使者として、婚姻するために……っ」

（婚姻するために来た……。なのに、レットに惹かれてしまった）

　犯してしまった罪の意識がシトゥルーナの心を苛んでいく。

（これはなんなの？　これが罰なの？　サラストゥス陛下に身を捧げるためにこの国に来ながら、レットと通じてしまったわたしの）

　許したのは唇だけでも、なんと罪深い。取り返しがつかない──。

「姫様、気を確かに。聞いた話ではサラストゥス陛下が影武者だとか」

「え……、ユッタ？」

「それが本当なら、こんな馬鹿にした話はないです。姫様を寝所に召された陛下は偽者だったってことでしょう？　だいたいおかしいと思ったんですよ。私はともかく、フリュードから婚姻のために来た姫様にさえお姿をお見せにならないなんて。姫様をなんだと思ってるのか」

　侍女はそう吐き捨てる。どうしていきなりそんな話をしたのかと思えば、これほど不義な目に遭わせたのだから、サラストに情を持つことはないと言いたいようだ。

「滅多なことを──」

　シトゥルーナは慌てて侍女を窘める。冗談でも気軽に言っていい言葉ではない。

　けれどそうは思うものの、影武者という言葉が妙に腑に落ちた。

　王城の侍女もその姿を見ていないこの国の王。姿どころかその声すらも聴くことはなく、命令は側仕えのレットを通して出されていると言う。

　これでは影武者どころか、存在そのものが怪しい。

　サラストゥス陛下だと信じていたが、いったい自分は誰と床入りをしたのだ。

　にもかかわらず、覚える不審をレットにも向けていいはずが、何か理由があるのではと、疑いの感情が湧いてこない。

　そういえば、レットは思い詰めた眼差しで言ってなかったか？　いずれすべて話すと。あれはこのこと？　彼も悩んでいた？

　駄目だ。上手く考えられない。何がどうなっているのか、どうしたら良いのか──。

「しっかりしてくださいませ、姫様。エドヴァルド王をお救いしたくないのですか？　一刻も早くフリュードに戻りましょう。王女の務めを果たしてください」

「王女の務め……」

（軍を動かしお兄様をお救いしたら、それからレットを──いいえ、駄目よ）

　シトゥルーナはふと脳裏によぎった思惑を懸命に振り払う。そんな私情が許されるはずがない。

「姫様、エドヴァルド王を助け出した暁には、このサラストに援軍を送ることもできますよ。姫様を騙していたことは気に入りませんが」

「ユッタ!?」

　シトゥルーナは目を見開く。それは正真正銘、悪魔の囁きだった。

「あの大国、パルニラ帝国が侵攻してくるんです。いくら戦王とて勝利するのは無理でしょう。しかもその王は影武者だと言われているんです。絶対に無理です」

「ユッタ……、何を……」

　何を言おうとしているのか、ユッタの言葉がシトゥルーナの心を絡め取りだす。

「こんなこと申し上げたくなかったのですが、姫様、レット隊長を気にされていますよね。向こうも満更でもないご様子。もちろん私は言いふらす真似はいたしませんよ。むしろ姫様を応援いたします。ですから、フリュードに戻られて我が国の軍を掌握されるのですよ。そう、そして……」

　すべて収めたら、シトゥルーナが王位に就き、レットを王配としてフリュードに迎えればいい。

　悪魔の囁きがまたも告げられる。

「──っ!!　ユッタ……!?」

「お優しい姫様なら、エドヴァルド王よりも、立派にフリュードを導いてくださいますもの。私はそう信じています」

　シトゥルーナの惑いを見透かすように、目の前の侍女はにこりと笑んだ。

「早くしないと、間に合わなくなりますよ。エドヴァルド王のお命もレット隊長のお命も。お救いできるのは姫様だけです」



	
			第六章　謀略

　シトゥルーナは、ピエニ宮付きの侍女に、気分がすぐれないから誰か訪ねてきても決して取り次がないよう言って部屋に引きこもると、ユッタが用意した王城侍女の黒のお仕着せに着替え、宮をこっそり抜けだした。そして人目につかないように注意を払い、ユッタとともに城の裏手へと向かう。

（本当にこれしかないの？）

　どうすべきなのか、何をすべきなのか幾度も自問するが、答えがわからない。

　待っててくれ、とレットは言った。けれど自分は今、ユッタの案内で城──国を出ようとしている。これはレッドとの約束を違えることだ。裏切りではないのか……。

　そうして心が惑いに揺れる中、早くフリュードに戻って兄を助けたい気持ちに急き立てられる。幽閉された兄王に代わって、軍に命を下せるのは王族である自分だけだ。それに兄を救出したら、さらに軍に命じてこのサラストに、レットに援軍として送ることもできるのだ。

（フリュード軍が駆けつければ、大国パルニラといえど、サラストに侵攻するのは難しいはずだもの）

　なら、早く戻らなければ。一刻の猶予もならない。迷っている間に形勢は悪くなっていくばかり──。

「姫様、あれでお城の外に出ます」

　振り返ったユッタに、シトゥルーナは頷く。

（舟で城から出るのね）

　水門が見えるここは、船着き場だった。王都を流れる川を城に引き込み物資を運搬する水路として使っているのだ。舟から人夫が忙しげに荷を降ろしているのが見える。ほかにも荷を受け取る役人や下働きの者、それから侍従や侍女の姿もあった。

　シトゥルーナは、周囲を窺ったユッタに続いて通路から出ようとしたとき、巡回しているらしい衛士の姿に気づき、足を止める。

「侍女殿ではないですか」

　声をかけられどきりとした。衛士かと思ったが、そこにいたのは親衛隊の連隊長だった。

　ユッタが後ろ手に出るなと合図を送ってくる。

「まあ、連隊長さん」

「先ほどピエニ宮に伺ったところなんですよ。シトゥルーナ様は伏せっておられると聞きましたが、お加減はいかがなのですか？」

　顔見知りで会えば言葉も交わす連隊長だ。親しげな口調だったが、こちらに疚やましい気持ちがあるせいか、どこか探られているようにも感じた。

「ええ姫様、パルニラ侵攻の話で心を痛めてしまいまして……。だから何か慰めになるものがないかと入ってくる荷を見に来たんです。皆さん忙しくされているのに申し訳ないのですが、良さそうなのがあれば譲っていただければと思いまして。毎日薔薇の花を賜っておられるのに、戦の話はさすがにちょっとなんと言いますか」

　ユッタが誤魔化しの言葉を並べていく。

「そうでしたか。戦話などご婦人には刺激が強いのでしょうね。シトゥルーナ様には戦の話は耐えられませんでしたか」

　信じたのだろうか。通路の壁に貼りつくようにして息を潜めているシトゥルーナには連隊長の表情など窺いようがない。

「せっかく戦のない国を望まれて、和平のために来ましたのに。この戦、どうなのでしょう？」

　ユッタが、情報収集とばかり訊ねる。

「パルニラは自国の力を見せつけて恭順させようという魂胆なのでありましょう。しかしご安心を。戦王と名高い陛下のもと、我らは負けませんゆえ」

「戦王……そうですね。陛下がおられましたら安心ですね。サラストの皆様の無事のご帰還をお祈り申し上げます」

「そのお気持ち、ありがたく頂戴いたします。明日も薔薇を届けに伺います。レット隊長は陛下の側を離れられませんので」

　では、と言って遠ざかっていく連隊長の後ろ姿を窺い見ながら、シトゥルーナはほっと息を吐く。どうやらやり過ごせたようだ。

　それにしても連隊長の話を聞いていると、陛下が影武者などとても信じられない。仕える王の真偽を連隊長も知らないのだろうか。親衛隊という立場上、臣下の中では近しいと思うのだけど。

「急ぎましょう。確か……、この舟です。足もとお気をつけくださいませ」

　ユッタに倣い、シトゥルーナは行き交う人に紛れるようにして舟に近づくと乗り込んだ。

「外に出るまで荷の影で身を隠します」

「ええ」

　言われるまま荷箱の間に身を屈めて腰を下ろすと、ユッタが傍に来て同じように潜む。

　その上から荷を覆うための布がかけられた。船頭がしたようだ。

　ほどなくして、体がゆらりと揺れる。舟が動き出したのだ。

「……ユッ……」

　これでどこまで行くのか、隣にいるユッタに訊ねようと声を上げかけて、思い留まる。ここはまだ城内だ。外に出るまでは身じろぎせず下手な振る舞いはしないに越したことはない。

「おい、さっきお前の舟にお城の侍女が乗らなかったか？」

「いや、侍女さんはすぐに降りたよ。どうも目当ての荷はなかったらしい」

「そうか。見間違いか」

「おう」

　船頭同士の話が耳に入る。声を上げなくて良かったとシトゥルーナはそっと胸を撫で下ろした。

　とはいえ、不思議だった。ユッタから話を聞いてから、まださして時間は経っていない。けれど、まるで何日も前から計画されていたかのように、進んでいく。

　パルニラの侵攻の話がもたらされ、東の国境へ向かうサラスト軍で城内が慌ただしくなった。そんな間隙を縫うようにしてこの舟で城を出るなんて、まるでパルニラ侵攻に合わせて準備がされていたみたいだ。

　不思議に思うことはまだあった。サラストゥス陛下が影武者だという話をユッタは、どこで知ったのだろう。

「ねえ、ユッタ。いろいろ訊きたいのだけど」

　体に感じる揺れから、そろそろ城を出ただろうと、シトゥルーナは口を開く。

「そうですね。姫様も不安でしょうから、簡単に話しておきますね。このまま運河を下って王都を出て、途中で馬車に乗り換えて国境近くの町まで行きます。そこから今度は馬であの国境砦──エテラ＝リンナケでしたか──まで一気に向かいます」

　それまで辛抱くださいませ、着るものも舟での移動も今は、とユッタは申し訳なさそうに言う。

「そう……なの……」

　頷きながら、その行程の手配はいつしたのだと、また疑問に思う。昼餐のあとの散歩に出かけたあのときまで、ユッタにそんな素振りはなかった。

　ということは、その間に届けられたフリュードからの密書に書いてあったのだろう。

　シトゥルーナは、フリュードからユッタに密書が届くこと自体、知らなかった。目の前にいる侍女は、自分の知っているユッタなのだろうかと馬鹿げた考えすら浮かんできてしまう。

「心配要りませんよ、姫様。すべてオイヴァ様が手配したのですから。何かあってフリュードに戻るときは、こうするように言われていたのです。この舟の船頭さんもフリュードの協力者です」

　ユッタがはにかんだように目を細めた。

「オイヴァが？」

　フリュード国近衛騎士団、オイヴァ・キヴァリ准将。

　イーヴァリ・ラスク卿が起こした内乱で、彼の父であるキヴァリ将軍は軟禁されたと言っていた。

「はい、オイヴァ様は内乱が起きることをお見通しだったのです。だから姫様がサラストに行くのを阻止したかったのですよ。ですがエドヴァルド陛下によって姫様は……。ですからオイヴァ様は次の手を打たれたのです。そのときは姫様が一刻も早くフリュードに戻れるようにと。それに私を姫様付きの侍女に推挙したのも実はオイヴァ様なのです」

「そうだったの」

　それなら、と納得する。

　だが、誇らしげにオイヴァのことを話すユッタを見ていてシトゥルーナは、どうしてなのか説明のつかない違和感を覚えていた。国を思い、心を尽くすのは臣下の鑑かがみ。彼の行為はそうと言っても良いだろうに。

『ルーナ、この先、誰も信じるな。今後お前の身はサラスト王が守ってくれる』

　シトゥルーナはサラストへ出立する前、兄王から『誰も信じるな』と告げられたことをようやく思い出した。余りにも突拍子もなくて意味がわからなかったけれど、意識の下にそれがあったから、ユッタの話を素直に受け止められないのか──。

　こうして内乱が起きたフリュードに向かえるのは、オイヴァが手はずを整えていてくれたからなのに。

（お兄様……、『誰も信じるな』とは、誰に向けた言葉なのですか？）

　今なおイーヴァリ・ラスク卿が内乱を起こし、兄王を幽閉したなど信じられない。何かの間違いであってほしいとすら思う。

　信じていけないのは、ラスク卿なのか。それとも──……。

　守ってくれると言ったサラスト国王、サラストゥス陛下は影武者。

（レット、わたしは誰を信じたらいいの？）

　ここで待つと交わした約束を違えることになるとわかっていながら、国に戻ることを決意した身で、虫がいい話と思うのだけれど。

　蔓薔薇の小径で、この国を出るなと言ったレットの言葉が、シトゥルーナの胸を締めつけていた。


　日も暮れ夕闇に周囲の風景が溶けだす中、待機していた商船に乗り換えて王都をあとにした。船は船首につけた提燈ランタンと星明かりを頼りに水面を滑るように進んでいく。下流に向かっていたこともあるが、水路というのは馬車と違って速い。

「案外お城から出るって簡単なんですね。サラストの連中、姫様が抜け出したことに気づいてないみたいですし」

「そう……ね」

（レットはもう東の国境に向かったのかしら）

　自分が抜け出したことに気づいていないとは思えない。サラスト軍は東の国境ではパルニラ軍と対峙しているから、おそらく捜す人手を割けないだけだろう。

　とはいえ、なんだか上手くいきすぎている。それが却って不安を煽る。

「……王都に向かうときは、水路も上流に向かうことになりますので、かかる日数は馬車と大して変わらないそうです。でも出るときは、船であっという間だと聞いていましたが、本当ですね」

「ねえ、ユッタ。その話は誰から聞いたの？　オイヴァってことはないわよね」

　シトゥルーナはふと気になり訊ねる。オイヴァがそこまでサラストの地理に詳しいとは考え難かった。

「お城の侍女さんですよ。仲良くなったって前にお話しましたでしょ？　その方からいろいろ教えてもらったんです。姫様の純潔が証明されたことも、その侍女の方から聞きました。サラストゥス陛下が影武者だったことも……」

「……え？」

　その侍女とは、おそらく自分にサラストゥス陛下が周囲の者に姿を見せないと話した、あの日寝所まで手を引いた侍女ではないだろうか。

　陛下の寝所に出入りできるなら、侍女の中でも特に立場があり王族に近いということになる。それがこうもたやすく人に話すなど、自分なら側付きを考えてしまう。

　レットは言っていなかったか。サラストの政まつりごとを司つかさどる貴族の中にはフリュードとの和平に反対する者がいると。

　もしかしてその侍女は反対派で、影武者だというそんなサラストの秘密を他国から来た者に話して、二国間の不信を煽りたかったのか。

　だとすれば、自分はまんまとその謀略に乗ってしまったことになるのでは……。

（彼女がユッタに話したのは、仲が良いからよ。そう、あれよ、ただの女性同士のお喋り）

　それも良くないことには違いないけれど。

　シトゥルーナは、何かを見誤っているような居心地の悪さを胸のうちに覚えながら、暗い夜空を映した水面に目を遣った。


　船で二日過ごし、馬車に乗り換え南を目指す。そして一日走らせて国境近くの町──初めてこの国に来たとき、馬車を手配した町に着いた二人は、今度は馬に乗り換える。この先は馬車で進めるような道はなく草原が続くためだ。むろんシトゥルーナは一人で騎乗できないため、ユッタの後ろで背にしがみつくことになった。

「──姫様、しっかりつかまっていてくださいませ。レット隊長のように私は抱きかかえて乗れませんから」

　馬の良し悪しはわからなかったが、ユッタが言うには「良い馬」らしい。「さすがオイヴァ様です」と歓喜に震えた声を上げていた。

「この町の先って、盗賊が出たところよ。ユッタ、わたしたちだけで大丈夫なの？」

「ええ、大丈夫ですよ。あの盗賊にも話を通してあるそうです。彼らに会ったら逆に安全だと言えます」

　さすがオイヴァ様です、とまたもうっとりとするユッタを見ていると、シトゥルーナの胸のうちには不安が膨れてくる。本当に大丈夫なのだろうか。

（わたしがオイヴァを信じきれないだけ？　でも協力者がいたにしても、ここまで女二人で誰かに見咎められることなく来られたのって変よ）

　たとえサラストが治安の行き届いた国だとしても、ここまで何もなく来られるなんてことがあるのだろうか。だいたい自分は、王女なのだ。多少修道院時代に倹しい暮らしを知ったとしても、所詮は閉じた世界でのこと。世間知らずに変わりはない。

　このまま進んでは何か取り返しのつかないことになりそうで、今さらのように気持ちが揺らぐ。

「ねえ、ユッタ。引き返すことは……」

「ここまで来て何を言われるのですか、姫様。今戻らないでエドヴァルド陛下のお命をお救いできますか？　レット隊長に援軍を送ることだってできなくなりますよ？」

「そ、それは……」

　それを言われるとシトゥルーナは何も口にできない。今ごろ兄がどんな目に遭っているのかと考えると、恐ろしくて胸が潰される思いだ。それにレットのことも。

　ひとまずの目的地である南の国境砦、エテラ＝リンナケは目の前だった。

「大丈夫ですよ。私、こう見えても剣の覚えもありますから。姫様付きの侍女が決まったとき、近衛騎士団の皆様に稽古をつけてもらったんです。姫様の侍女たるもの、剣ぐらい扱えなくては、と言われて」

「……そうなの。頼もしいわね、ユッタは」

「はい」

　自分より年下のユッタに自分が守りますときっぱりと言い切られ、シトゥルーナは迷いを残しながらも、心を決める。

　ここまで何事もなく辿り着けてしまったのは、きっと神の思し召しなのだ。ならば王女としての責務を果たそう。救う術が自分にあるなら、それをやらずしてどうする、と言い聞かせる。

　馬を操るユッタにしがみつきながら町の外れまで来たとき、前方からこちらに向かってくる数騎の騎馬に気づく。

　ユッタは手綱を引き、馬を停めた。

「姫様、相手が何者かわかるまで声を上げませんように。何かあれば一気に走り抜けます」

「ええ」

　小さな声でシトゥルーナは答える。盗賊まで安全だと言った割には一応警戒を見せるユッタに安堵した。

　起きることすべてオイヴァの手配と妄信しているわけではなさそうだったことが、なぜかシトゥルーナをほっとさせたのだ。

「まあ、姫様。安心してください。フリュードの兵……、近衛騎士団の方です」

「え、近衛騎士団？」

　シトゥルーナはユッタの背中から顔を覗かせ、向かってくる騎馬に目を凝らした。

（本当だわ。着てるものは村人だけど見覚えのある者がいる）

　シトゥルーナをサラストに送るため同行した近衛騎士団の騎士の一人がいた。

　しかし安堵したのも束の間、すぐに疑問が浮かぶ。

（ここはサラスト領よ？　どうして近衛騎士……フリュードの兵がいるの？）

　和平を結ぶことにはしたが、兄エドヴァルドはフリュードの兵が国境を越えてサラスト領土に入るのを禁じていたはずだ。

「ユッタ、よくここまで無事に殿下をお連れした。さあ、シトゥルーナ王女殿下、砦城へ参りましょう。キヴァリ准将がお待ちです」

「オイヴァ様が？　急ぎましょう、姫様」

　ユッタが喜びに満ちた声を上げ、再び馬は駆けだした。


（これはいったい、どういうこと？）

　シトゥルーナは自分の姿を見て歓喜に湧くエテラ＝リンナケの様子に目を瞠る。

　前にこの砦に来たときはサラストの兵士が護っていた。それはそうだろう、この砦城はサラスト国のものだからだ。定められたフリュードとの国境線はまだ少し南だった。

　それが今、フリュード兵に取って代わっている。だからこそこうして迎えられているのだったが。

「……どういうことなのですか、これは。なぜフリュード兵がこの砦にいるのですか」

　シトゥルーナは、案内してきた近衛騎士に訊ねる。

「占拠したのです。キヴァリ准将──オイヴァ様の指揮のもとに」

「占拠？　なぜっ!?」

「え、殿下？　も、もちろんシトゥルーナ王女殿下をお迎えするためにです」

　理由を訊いたシトゥルーナをその近衛騎士は不思議そうな目で見る。

「わたしを……？」

　だがシトゥルーナは、却って困惑する。自分を迎えるために何故占拠する必要があるというのだ。事情を話して通過させてもらえば……。

　いやそれは無理だ。自分たちは、大国パルニラの侵攻に合わせて城を抜け出してここまで来たのだ。サラストの兵士が納得するはずがない。

　だからって、サラスト国の砦城を占拠する必要がどこにある。

「ではサラストの兵は……」

　パルニラ侵攻のため、この砦城からも東の国境に兵が向かったのだと言う。そんな護りが手薄になったところに、フリュード兵は攻め込み、城を落としたのだった。

「あの予備室でしたか。王女殿下を護衛しつき添ってきた我々を閉じ込めたあの部屋にまとめて押し込んであります」

「そんな……っ」

　砦城に残っていたサラスト兵を閉じ込めていると、平然と言ってのける近衛騎士が信じられない。サラストとはこれから手を携えて行く国ではないか。

「あなたは……っ、自分が何を言っているのかわかっているのですか？」

　シトゥルーナが、案内してきた近衛騎士に詰め寄ろうとしたときだった。

「王女殿下っ!!　よくご無事で!!」

　駆けつけてくる近衛騎士──オイヴァの声に、シトゥルーナは顔を向ける。

「オイヴァっ!!　エドヴァルド陛下は？　フリュードはどんな様子なのですか!?」

「運命は我らに味方している!!　やはりあなたこそ王位に立つべき人だ。私もサラストの王城まで迎えに行きとうございましたが、下手に動けば奴らに怪しまれますからね。一日千秋の思いで、お待ちしておりました」

　シトゥルーナの問いかけに答えることなく満面の笑みを浮かべて言うオイヴァの態度に、先ほどの騎士のこともあり、苛立ちを覚えた。言葉の端々からサラストを見下しているように感じてしまうのだ。その笑顔さえも。

「──一日千秋とは大袈裟ですね」

　これを収めるには、どれだけ湧き上がる感情を飲み込めばいいだろう。

（そういえば……）

　ユッタもだ。今さらのように意識する。ふとしたことで出る態度や言葉遣いは彼らを小馬鹿にしていた。

「それほどの気持ちだということですよ。この砦城で不本意にもあなたと別れて以来、私は再び相見える日を、今日のこの日を待ちわびていたのです」

「ああ、オイヴァ様っ」

　大仰に言うオイヴァに眉を顰めたくなるシトゥルーナの横から、ユッタが感極まったように声を上げた。

（なに？）

　すっと、細められたオイヴァの目が冷ややかに見えた。だがそれは一瞬のことだったので、見間違いかもしれない。彼は、変わらず柔和な笑みをシトゥルーナに向けていた。

「……着いた早々申し訳ないのですが王女殿下、まずはこの命令書に王女殿下の署名をお願いしたく存じます。これがなされないと、軍を動かすことはできませんゆえ」

「署名──、ですか？」

　シトゥルーナは覚える苛立ちを脇に押しやり気持ちをどうにか切り替える。

　サラストの王城からようやく着いた砦城だ。さすがに体は疲れを訴えており、一息つきたかった。

　だがそれは我がままだと思い直す。こうしている間にも兄王の命がどうなるのかわからない。一刻も早く、王女の名のもとに救出の命令を告達しなければ。

　だから軍を動かす。そのために、署名を──。

　大広間に案内されたシトゥルーナは、差し出された用紙を受け取ると、続けて渡されたペンで名を書こうとしたが、ふと躊躇いを覚えた。何か胸の奥で抗うようにざわめくのだ。

　シトゥルーナは、胸を押さえながら書かれている文に目を通す。

（なに？　誰に委譲？）

　それには国王が持つ近衛騎士団を始めとしたフリュードの軍に命令できる権限を委譲するとあった。

　だが、権限の委譲がおかしい。シトゥルーナは再び最初から読み直す。

「姫様、早くお名前をお書きくださいませ。エドヴァルド陛下をお助けする軍を動かすためなのでございましょう？」

　書面に目を落としたまま、署名しようとしないシトゥルーナに焦れたようにユッタが口を挟む。

「……いえ、ユッタ。わたしは署名できないわ。これに名を書いたら、わたしはわたしの持てるものをすべてオイヴァに委ねることになります」

　文を読み進めていくと、そうとしか意味が取れない。

「それがどうしたと言うのですか。何度も言っておりますが、エドヴァルド陛下をお助けするには反乱軍を鎮圧しなければならないのですよ？　ならば近衛騎士団を率いるオイヴァ様にお任せするのが一番では？」

「それはわかります。ですが、ユッタ。この書面には……」

　軍に止とどまらず、シトゥルーナのフリュード国における王族の権限すべて、地位も財産もシトゥルーナの身すらも委ねるとあるのだ。本当にそんなことができるのか、実のところはわからない。けれど読み直した今、胸に覚えた抗いが大きくなるのを感じていた。

「王女殿下、何を迷うことがあるのです。これは一時的なことです。すべてはフリュードのため。私に、すべてお委ねください」

「オイヴァ……」

　彼に任せれば上手くいくのだろう。だからといって、王族として民への責務を放り出すような文に自分の名をたやすく書けない。

「……どこにも、一時的なもの、とは書いてありません」

　ならばそのようにしたためるよう、シトゥルーナは言葉を重ねる。でなければこれを認めるわけにはいかないのだ。

「弱りましたね、王女殿下はまったくわかっておられない。それは政治的な駆け引きというものです。軍の権限だけでは、私を信用せず言うことを聞かない者がおりますゆえ──女の身で、余り賢さかしいことを言うものではありませんよ」

「賢しい……？」

　駄々を捏ねる子を諭すように言われて、シトゥルーナの胸がちりりと焼ける。

　脳裏にレットと交わした言葉が浮かんだ。氾濫する河川についてつい差し出口をしたとき、彼はなんと言ったか。サラストに来たシトゥルーナの覚悟を語ったときも、レットは決して侮ることなく話を聞いてくれた。

　だから、フリュードにもレットのような人がいれば、兄王の助けになると思った。

「──このままでは署名できません。そもそもわたしはサラストゥス陛下に嫁した身です。オイヴァと婚姻は結べません」

　それが、一番の問題だった。これを認めてもし自分に何かあれば、兄の生死がわからない今、王位継承者がオイヴァとなってしまう可能性が出てくるのだ。

「え……？　オイヴァ様は姫様が王位に就いた後宰相となり、私を妻に迎えると言ってくれましたよ？　そうですよね、オイヴァ様」

　不思議そうな顔を向けるユッタを一瞥したオイヴァが呆れたように口を開く。

「やれやれ、これだから女は。そんなことを言った憶えはないな。だいたい次期侯爵家当主の私が、たかだか子爵家の娘を相手にするなどなかろう」

「オイヴァ様……？　そんなの嘘です!!」

　ユッタが驚愕に目を見開く。

「人をなんだと思っているのですか？　あなたは騎士ではないのですか？」

　王家を守る剣となり盾となり、弱き者を助ける近衛騎士団が掲げる騎士の精神は、どうなったのだ。

「王女殿下、やはりあなたは何もわかっていない。これも王家をお守りするため。あなたが私を認めれば、我がフリュードは救われるのですよ。私たちは新たな王家の祖となり、国を作るのです」

「いったい何を……。新たな王家の祖？」

「そうです。武門に秀でたキヴァリ家の私と最後の王族となるあなたが契り、子をなし、フリュードは生まれ変わる。大国パルニラと肩を並べる強国となるには、サラストと和平などと言う生温い政策では駄目なのですよ」

（えっ!?）

　ざざっと血の気が一気に引いた。オイヴァの言葉は、兄王が目指す国造りを否定するものだ。

　まさか、と恐ろしい考えが脳裏をよぎる。いくらなんでも、と否定したい。オイヴァは猛将と呼ばれるキヴァリ将軍の嫡子で王家を護る近衛騎士ではないか。

　しかし生じた疑念は膨れていく。ここまで来る間ずっとつきまとっていた獏とした不安が、正体を見せ始めたようにも思えた。

「王女殿下、どうなさいました？」

　心配そうな顔をしながらも、「さあ、署名を」と伸ばされたオイヴァの手をシトゥルーナは振り払う。

「オイヴァ、もう一度言いますが、あなたと婚姻はできません。わたしはこの身をサラスト王、サラストゥス陛下に捧げたのです」

「まったくあなたときたら──ユッタ、サラスト王が影武者という話は間違いなかろうな!?」

「ひっ!!　そ、それはっ!!　そういう話です。そのように聞きました。サラストの王城ではそう噂されておりますっ!!」

　オイヴァに睨めつけられたユッタが、がくがくとその身を震わせながらも、自棄のように繰り返す。

「これでも、あの王を本物だと言うか。誰もが偽者と言っているのに」

「何を言おうと、わたしはサラスト国の現王と共寝をしたのです。この事実はまぎれもないことです。この意味はわかりますね？」

　疑いが確信へと比重を大きくしていく中、シトゥルーナは、自分はサラスト国の妃だと言い切る。

　あの夜、床入りをしたもののこの身に精を受け入れるまでは至らず、純潔の証もレットが整えたのだとしても、真実何があったかなど、そのレットを除き知るものはいない。

　だがサラストゥス陛下の寝所に訪れ、一夜を共にしたことに違いはないのだ。

　それはサラスト国王の血を引く子を身ごもっている可能性のあるシトゥルーナに危害を加えようものなら、サラスト国との敵対を意味する。自分を理由にしてフリュードに攻め入る口実になり得た。

（もしかして、これがレットの言っていた既成事実の必要性？　あのときは深く意味を考えなかったけれど）

　婚礼の儀はまだでも、これによってシトゥルーナの身は、サラスト国王の妃として守られることになる。

（そしてわたしはこれを利用する。それがどんなに罪深くても、サラストとフリュードの未来を守るために──）

「忌々しいっ!!　兄が兄なら妹も妹かっ!!　蛮族の国など支配下に収めるべきで、和平を結ぶなど、論外!!　国とは武力を以て栄えるべきなのだ。なぜそれがわからない。だいたい王宮警備隊を新設するだけならまだしも、重用して伝統ある近衛騎士団、軍を蔑ろにする国王など、誰がついていくものか!!」

「オイヴァ、それは……っ」

　シトゥルーナは、目を瞠り息を呑む。

「いいだろう。あなたはもうこの手に堕ちたも同然。教えて差し上げましょう。我々は、フリュードの未来を憂いだ有志だ。最初はあなたとの婚姻をエドヴァルド陛下に認めてもらい、いずれ穏やかに玉座を明け渡してもらう予定だった。それをあの愚王は、私を認めないどころか、王女殿下をあの北の蛮族に嫁がせるなど、言語道断!!」

　もう間違いなかった。内乱の首謀者はラスク卿ではなく、オイヴァ・キヴァリ。

（お兄様のことだからきっとオイヴァの計略に気づいていたのね。だからあんなに急いでわたしをサラスト国に行かせたのだわ。なのにわたしは……）

　せっかく逃されたのに、のこのこと戻ってきてしまったのだ。

　兄を助けたかった。軍を動かせたら、レットも助けられると思った。今さら悔やんでも始まらないけれど、どうして、あのときユッタの言葉を鵜呑みにしてしまったのだろう。誰も信じるなと言った兄の言葉をきちんと受けとめていたら、踏み止まれたはずだった。

（申し訳ありません、お兄様。愚かな妹をお許しください）

　天を仰いで唇を噛むシトゥルーナを見て、オイヴァが口もとをにやりと歪めた。

「──そうだな、そんなにあの蛮族がいいなら、同じ部屋で良かろう。どんな目に遭わされるか責任は持てないが。王女殿下、いやサラスト国の王妃も一緒に閉じ込めておけ!!」

　成り行きを見守っていたフリュードの兵がシトゥルーナを取り囲んだ。彼らはオイヴァに心酔しているようだが、さすがに自国の王女を閉じ込めるよう言われて困惑げだ。

「王女殿下、こちらへ」

　それでも、最初にシトゥルーナを案内してきた近衛騎士が前に出ると残念そうに声をかけた。

　シトゥルーナは頷くと、あとに続く。

（考えなければ。両国にとっての最善を。そのためなら、わたしの命など……）

　脳裏に浮かんだ人影を想い、シトゥルーナは目を伏せた。



	
			第七章　真実

　サラスト国王、タイヴァス・レヴォントゥレット・デ・サラストゥスは、東の国境となる河川を挟んで対岸に集結した隣国パルニラ帝国の軍を見据えた陣所で、フードを深く被った親衛隊の師団長でもある侍衛の報告を聞いていた。

「王女殿下は既に王都を出られたようです。この分なら、二日後にはエテラ＝リンナケに到着するでしょう」

　フリュードに向かうなら、接する国境線近くの砦城〈エテラ＝リンナケ〉を通るはずだった。

「そうか。護衛は？」

　白金の髪にアイスブルーの瞳、黒地に金の飾緒の軍服、その上に純白のマントを纏った騎乗のタイヴァスの姿は、戦王と呼ばれるに相応しく、凛々しい。

「引き続きサムリ隊がついております。予想通り、王女殿下は水路を行かれました」

「水路か。サムリ・カスヴィオなら安心だな」

　自分が王城を留守にするときは、その身辺警護を任せていた親衛隊の連隊長。何よりもまずシトゥルーナの身の安全を最優先するよう申しつけた。毎日薔薇を届ける役目も命じた男だ。

「はい。あと陛下が戻られるまでにサムリの別働部隊が城内外の駆除もするようです。パルニラと通じていた証拠は押さえたとのことですので──」

　現王反対派と繋がりのあった商人やその協力者の身柄も拘束するという。

　当然、シトゥルーナの侍女と仲良くしていたあの王城侍女もその対象だ。長年王族の諸事を取り仕切ってくれたが、所詮彼女の忠義は先に亡くなった王太子に捧げられていた。

「俺は優秀な部下をもって幸せだな。むしろいないほうが上手く回るんじゃないか？　サラスト王は影武者だと言われていることだし」

「陛下、滅相もないことを。そもそもその影武者の話がこれほど語られるようになったのは陛下のせいではありませんか」

　玉座におらずしょっちゅう城を空けるから、こちらは陛下不在の不都合がないよう身代わりを置いていただけのこと──と侍衛は声を潜めつつも抗弁する。

　王太子以下、王位継承権を有していた王子たちが戦に乗じて互いに潰し合った結果、末子だったタイヴァスに回ってきてしまった玉座。人脈も後ろ盾もこれと言ってなかったタイヴァスにとって、身分を隠し一臣下と称して動くのは、忠臣を見極めるのに勝手が良かった。

　お陰で今、政まつりごとの中枢には、有用な人材を集めることができつつあった。シトゥルーナを迎えに行ったときも同行したこの侍衛を始め、親衛隊の者はその最たるものだ。

「──フリュードからの援軍は？」

「三日前、フリュード王都を発ったそうです。この情報はパルニラも承知のようです」

　ということは内乱の報がこちらに届いたときには収束していたのだ。その手腕、さすがは我が友。あの知略に長けたエドヴァルドが黙って内乱軍に幽閉されるはずがなかった。わざとその身を囮にするが如く、隙を作って内乱を仕向けたと言われても納得する。

「明日にもエテラ＝リンナケからの増援は着くし、ここはあと一日睨みをきかせておけば良いということだな」

　侍衛が頷く。サラスト軍だけでは、大国パルニラと対峙して勝てる見込みは低いが、フリュードの協力があれば、充分渡り合える。

　まったくいつまでも二国が戦をしている場合ではないのだ。先王の代、パルニラは戦物資の援助をしてくれていたが、それは何もサラストに限ったことではなく、フリュードにも同様だったのだから。

　だからこそ、かねてから密かに進めていた和平に踏み切った。それは両国とも、しがらみのあった先の王から王位を引き継いだからこそなせたことだった。

「あのタイヴァス陛下、フリュードの王は……」

「問題ない。我が国に軍を差し向けてくれたのだぞ？　無事の証ではないか。──して援軍の将は誰だ？」

「はい、元王宮警備隊の騎士だと聞いております」

「ほう……、ちゃんと育てているではないか」

　その昔、王位を継がないなら自分のもとに来いと、あの男エドヴァルドに言われた。自分には信のおける者がいないからと言って。臣籍に下って使い潰されるしかない末の王子を惜しんでくれたのだ。

「──タイヴァス陛下、このようなことお訊ねするのは、甚だ不敬ではありますが……その、王女殿下は」

　侍衛が言い難そうに訊ねる。そこにどんな理由があろうと、確かにシトゥルーナの行動は軽率だと言わざるを得ない。おそらくはあの信頼しているらしい侍女に、兄王の命がかかっているなどとあれこれと吹き込まれたのだろう。

「シトゥルーナ王女は、真面目で情に厚い女性だ。ただ少し、妹馬鹿の兄の影響で、彼女自身も兄馬鹿というだけだ。まあ城を出てしまったのは残念ではあるが」

　和平の使者として国を訪れ、身を国王に捧げながらも、レットにも好意を向けてくれた。それでも兄の一大事となれば取るものも取り敢えず国へ戻ろうとする行動力は、良いのか悪いのか。

　ただ言えるのは、そんな面も含めてタイヴァスがシトゥルーナを好ましいと想っていることだ。

「そうでございますね。我らとしては、陛下のお心を射止めた姫君でございますし、多少面倒ごとが増えるのは致し方ないと思うことにします。陛下が戦に行きたくないなどと言わしめた初めての女性ですからして」

「あれは別に、戦が怖いという意味ではないぞ。王女を一人残していくのが──って、まさか、お前？」

　ふと思い出したタイヴァスは、控える侍衛をじろりと見る。

　失言に気づいた侍衛が、両手を振りながら顔を引き攣らせた。

「え、いや、そんな……っ、み、見ていませんっ!!　ただ、お声が聞こえてしまっただけにございます。それだけで……っ!!」

「ほう？　声が聞こえただけだと？　何を聞いた？　ほら言わぬか」

　タイヴァスは、眉間に皺を寄せて冷ややかに見下ろす。

「……へ、陛下が『頼む、ここにいてくれ』とか『待っててくれ』とか……」

「おい」

「うっ!!」

　正直に告げるしかなかった侍衛は、タイヴァスの威圧の増した眼差しを受けて頭を垂れた。その人柄度量に惚れ込み忠誠を誓った主に想う人ができたのが嬉しくて口を滑らせてしまったとはいえ、失態だ。

「──では、片時も俺から離れず身辺を警護するお前に、たまには息抜きをさせてやろう。俺はサムリと合流するためエテラ＝リンナケに向かう。お前は影武者としてここに残り、軍の指揮を執るように」

「え……、わ、私がですか？」

　素直に王女を迎えに行くと言えば良いのに、と思った侍衛だったが今度は間違えることなく口にしない。

「なに、普段から俺の側にいるお前なら、王の影武者など造作もないだろう」

　フリュードの援軍への対応はと訊く侍衛に、「上手くやれ」とだけ答えたタイヴァスは、馬から降りた。

　おそらくは、フリュード軍が姿を見せた時点でパルニラ軍は撤退するだろう。既にもうその準備に入っているかもしれない。常に勝利しなければならない大国ゆえに、互角となる兵力では戦はしない、というのがタイヴァスの読みだ。

「……畏まりました。では、我が部隊をお連れください。レット隊長に同行した者たちです。砦城にもあの辺りの地理も詳しく、必ずや期待に応えるでしょう」

　侍衛が被っていたフードを取り金髪に碧眼の容貌を露にした。タイヴァスより年嵩だが、遠目にすれば大した問題ではない。

　タイヴァスは纏っていた純白のマントを侍衛に羽織らせ、代わりにその侍衛のフードつきのマントを身に着けた。

「ご武運を」

　純白のマントを翻し騎乗したサラストゥス陛下を、右腕を胸に当て見送った親衛隊の隊長は、フードを深く被ると待機している部隊に向かった。


　扉を開けると、決して広いとは言えないその部屋には、十数人のサラストの兵士が縄を打たれて連なるように座っていた。

「これは……っ」

　まるで罪人のような扱いにシトゥルーナは、呆然とする。閉じ込めるだけではなく、縄まで打つなんて。

「王女殿下、お心が変わられたら、お呼びください。すぐに出して差し上げますから」

　近衛騎士はシトゥルーナを部屋に入れてそう告げると、無情にも扉に錠をする。

　がちゃりと鳴る金属音を背中で聞き、がくりと膝をついたシトゥルーナは、そのまま地につかんばかりの勢いで頭を下げる。

「も……、申し訳ありませんっ!!　わ、わたしのっ、国の者……、がっ」

　戦を終わらせるために、二国の架け橋になるべく来たのに、それがこんなことに。

　シトゥルーナはなんと詫びればいいのか、いっそ消えてしまいたいと思った。

「あんた……、フリュードの姫さんかっ？」

「はい、そ……曹……長……さん？」

　顔を上げたシトゥルーナの目線の先で、小山が動いたように見えたそれは、あの兵士三人分の巨漢だった。

「そんな格好をしているから、まさかと思ったが、どうしてここに姫さんが」

　言われてみれば、今シトゥルーナが身に着けているのは王城の侍女服だ。それに、普通なら城にいるはずの王女が国境の砦城にいるなど思いもしない。

「とある事情で、急ぎ国に戻るところでした。でも……」

　兄を助けたいという気持ちにつけ込まれ、取り返しのつかないことをしてしまったのだ。この砦城にしても、自分を迎えるためだとあの近衛騎士は言った。そのために占拠したと。

「そうか。奴らが言ってたのは、やはりあんたのことだったんだな。王女を迎えて一気に方かたをつけるとか言ってたが。だがおい、なぜ儂らに頭を下げる。あんたは貴族、それも王族だ」

「こたびのこと、わたしが原因だからです」

　悔しさに唇を噛んで告げると、サラストの兵は困惑を深くした眼差しを向けた。

「さっき言ったとある事情とやらは、謀反か？」

「……っ、恥ずかしながら。その報せを聞いてわたしは、ここまで来ました。ですが、自分がいかに愚かな真似をしたのか、思い知らされたところです」

　誰も信じるなと言った兄の言葉がこたえていた。

「どんな報せが行ったのか知らんが、普通は姫さん自ら来ることはないわな。──わかった。儂ら、サラストの国王に忠誠を尽くす者だ。シトゥルーナ様をお守りいたす。王都を離れたこの国境砦にも、陛下がフリュードの押しかけ姫を召された話は届いておるからな」

「え……」

　押しかけ姫という呼び名は初めてだったが、こんなところまで陛下との閨事の話が伝わっているなんて、と覚えた羞恥は一瞬ながら、シトゥルーナの心臓は鼓動を跳ね上げる。

　つまりここにいる者は、シトゥルーナが国王に身を捧げたと信じているのだ。重ねる罪の重さに胸が苦しくなるが、しかし真実を言うわけにはいかない。

　だがサラストの忠臣をこのままにしておけなかった。

「わたしがあなた方の盾になります。広間にいたフリュード兵とて、王女を手にかけるなど簡単にできな──」

「盾って、姫さんがか？　そりゃ無理だ」

　シトゥルーナの言葉は、近くにいた兵士に遮られる。

「姫さんのその細い体で、俺らを守ると？　曹長の腕一本くらいしかないぞ？」

「こりゃいいな。こんなこと言われたの初めてだ」

　サラスト兵が口々に言う。

「ですが、わたしは」

　何も知らない小娘と馬鹿にされたかと思ったが、違った。

「姫さん、見くびらないでくれ。儂らは下級兵士だ。だが、守るべきものが何か、わかってるつもりだ。あんたは守られていればいい」

　曹長の言葉に皆が頷く。

「でも、サラストゥス陛下に忠誠を誓うあなた方に守っていただく資格は……」

「守られんのも姫さんの仕事だ。荒事は任せてくれ」

　シトゥルーナは、頷くサラスト兵の顔を一人ずつ見詰める。不思議だった。生まれ育った国の近衛騎士団よりも、前に一度会っただけのサラスト兵の言葉が、遥かに心に響く。

「わかりました。よろしくお願いします」

　それからは早かった。サラスト兵の一人が、縛める縄をものともせず腕を抜いた。

　シトゥルーナは、そんなに簡単にできるのかと目を見開く。一応縄を解こうと結び目に指をかけたのだが、まったく緩みもしなかったのだから。

「あの、そのように簡単に縄を抜けられるのに、皆さんはどうして閉じ込められたままでいたのですか？」

　兵士たちが次々と自由を手にしていく中、シトゥルーナにしてみれば当然の疑問だった。

「相手の目的が今一つわからなかったからな。もっともこの人数では力負けするのが落ちだが」

　ここにいる兵士が今砦城にいるすべてと言うなら、大広間にいたオイヴァの配下は優に倍以上だ。まだ物見台や厨房などほかの場所にいるかもしれない。

「では、どうするのです？　やはりわたしが出て彼らの気を引きつけましょうか？」

　ならばわたしが、と前に出るシトゥルーナに曹長が少し困りげに眉尻を下げる。

「姫さんは何もせず大人しく守られてくだされ。この砦は儂らの城。昨日今日来た奴らなどに遅れは取らん。おい」

　曹長の言葉で、シトゥルーナの護衛兼砦城の案内役になった一人のサラスト兵が手首を擦りながら立ち上がる。

「では手はず通りに。姫さん、ついてきてください」

　これからやることの話も既に済んでいた。

「はい。皆さんもお気をつけて」

　シトゥルーナは、案内のサラスト兵とともに部屋の隠し通路を使い、大広間を通らずに厩うまやへ向かうのだった。

（隠し通路があるなんて思わなかったわ。あの部屋は前来たとき、近衛騎士団も使ったと思うのだけど、気づかなかったのね）

　この砦城は、かつては辺境城として貴族が入城していた名残で、使用人用の部屋や主に姿を見られることなく行き来する通路がそのままになっていた。閉じ込められていた部屋も元は使用人の休憩室だったらしく、部屋の奥には隠し通路の扉が荷棚で塞がれていた。

　つまるところ、曹長たちサラスト兵が大人しく閉じ込められていたのは、その気になればいつでも脱出できるからだった。

　そしてこの隠し通路を利用して城内にいるフリュード兵に奇襲をかけ少しずつ無力化していくというのが作戦だ。

「あの……、わたしだけ逃されていいのでしょうか」

「いや、姫さんはぜひ逃げてくれ。下手に人質に取られたら、面倒だ」

「人質──、そ、そうですね」

（わたしがここにいては、曹長さんたちは思うように動けない。だから逃される）

　言われた言葉の意味を正しく理解したシトゥルーナは、侍女服の裾が翻るのも気にすることなく足早のサラスト兵についていく。

「この通路を行くと厩舎に出ます。姫さん、馬は──」

「乗れませんが頑張ります」

　シトゥルーナの表情から何かを感じ取ったサラスト兵は苦笑いを浮かべると、厩舎に続く扉を開けた。

　シトゥルーナたちが部屋を出たことはまだ知られていないようで、城内は静かなものだ。

「そろそろ定期連絡の早馬が町から来るころです。姫さんはそいつと合流してください」

　合流ってどうやって──と目を瞬かせるシトゥルーナにサラスト兵は馬で突っ込んでいけば、向こうが判断してくれると大雑把に言う。

　そして、この馬に乗ってくださいと鞍に押し上げられていたとき、シトゥルーナは背後から近づいてきた騎馬の男にあっという間に体を抱えられ、拘束されてしまった。

「な、何を……っ!!　──っ!?」

　シトゥルーナの体を支えていたサラスト兵も突然のことで茫然としていた。

「あなたにここまで行動力があるとは思わなかった」

　男は涼やかな声でそう言うと、被っていたフードをぱさりと後ろへ落とし、白金の髪と湖水色の瞳を顕にした。

「──っ!!」

　見間違うことのないその姿に、シトゥルーナは驚きのあまり声を上げそうになるのをこらえる。

「俺は、城で待っていてくれと言ったのだが」

「レ……っ、あ……っ、あな……っ、ひ、ひが……し、のっ」

　上手く言葉が紡げない。

「あなたが南に向かったと聞いて、居ても立ってもいられなくなった。まったく、とんだお姫様だ」

　こつんと額に額を当てられ、あまりの近さに恥ずかしさも手伝い、胸が苦しくなる。

　しかし、はたとする。

「レット、駄目です。離してください」

　これは一臣下との距離ではない。自分は曲がりなりにもサラスト国の妃を名乗る者だ。臣下たる彼の立場を考えなければ──。

　このままでは周りの者が変に思う、とシトゥルーナが身を硬くしたとき、自分たちを見つめるレットの配下の中に憶えのある顔があることに気づく。

「れ、連隊長さん？　あなたまでどうしてここに」

　王城の船着き場で見かけたのが最後となった親衛隊の連隊長だ。

「サムリにはあなたの護衛を任せていたからな」

　サムリ、と呼んだ連隊長の代わりにレットが答える。

「わたしの護衛……？　まさか、お城からずっと？」

　連隊長が頷き、シトゥルーナはようやく合点がいく。このエテラ＝リンナケまで無事に来られたのは、ただ運が良かったわけではなかった。人知れず護られていたのだ。おずおずと周囲を見れば、憶えのある顔はほかにもあった。この国に来たときレットとともに護衛してくれた者たちだった。

「わ、わたしは……なんて恐れ多いことを……」

　親衛隊となれば国王の警護を第一にする直属の軍だ。

　シトゥルーナは改めて自分がしたことの重大さに震えがくる。その者たちを自分のせいでこの南の国境まで来させてしまったのだ。特にレットは王の側仕え。ただでさえ、パルニラの脅威が迫っているというのに、これでサラストゥス陛下にもしものことがあったら──。

「シトゥルーナ姫、話はあとだ。今は気にするな。それとあなたが一番気にしている兄君は、おそらく無事だ。東の国境に援軍を向かわせてくれたからな」

　エドがその辺の愚臣にやすやすと討たれるものかと言われ、シトゥルーナはふっと体から力が抜けるのを感じた。

　シトゥルーナがそもそも冷静さを失い唆されるまま城を抜け出すこととなった祖国フリュードの内乱と兄王の幽閉。あれほど心を重く塞いでいたものが、今レットの言葉で薄らいでいく。

「そうですね、あなたが言うなら間違いないですね──あっ」

　レットの胸に凭れるようにして体を預けていたことに気づいて、慌てて距離を取る。

　だがそれはレットの腕に阻まれ、さらに胸に体を圧しつけることになった。抱き込まれていると言っても差し支えないほどに。

「サムリ・カスヴィオ連隊長、我が城を不当に占拠した賊どもを捕らえろ」

「はい、直ちに」

　親衛隊連隊長が配下の小隊を率いて城内に入っていく。

　シトゥルーナがふと一緒に隠し通路を使ってここまで来たサラスト兵に目を向けると、彼は右手を胸に当て頭を垂れていた。

「ヨニ、サルヤラ曹長にサラストゥス陛下が来ていることを伝えろ」

「はっ」

　サラスト兵はさらに深く辞儀をして、素早く隠し通路に消えていった。

「レット、あの」

　残ったのは数人の親衛隊の者たちだ。

「あなたは、何も心配することはない。俺が守るから」

　このときシトゥルーナは、レットの口調が臣下のそれではなく素で、そしてどこか尊大なことに気づいたのだった。


「──あのフリュードの逆臣どもが何を言おうが、あなたはサラスト国王の妃だ。堂々としていなさい」

「でも……、何が何やら……」

　シトゥルーナは馬上で抱きかかえられたまま、耳に落とされた話に言葉を失い混乱の最中さなかにいた。ここで気を失うわけにはいかないと王女の矜持を以てなんとか意識を保つ。

　その事実はそれほど衝撃だった。

　これまで何に悩んでいたのか、怒ればいいのか嘆けばいいのか。いやむしろ良かったと安堵すべきなのだろう。だからといってこれまで胸を痛めてきた想いを思うと、気持ちを上手く治めることができずにいた。

「俺では不足か？」

「いいえ」

　まさかとんでもないと、シトゥルーナは首を幾度も横に振るのがやっとだ。

「思うところはあるだろうが、今は妃として振る舞ってほしい」

　そう懇願するように言われて、否とは返せなかった。東の国境でパルニラと対峙しているはずの彼がここに来たのは、自分を心配する余りだからだ。

　それゆえに今なすべきは、この砦城を取り返しフリュード国王に刃を向けた逆臣を捕らえること。

「わかりました。陛下の仰せのままに」

「うむ。では妃よ、そろそろ参るか──その前に、ほしいものがあるのだが、良いか？」

　鷹揚に言う王の口もとには柔らかな笑みが浮かび、見詰める眼差しは優しい。

「……なんなりと」

　内心不思議に思いつつも、シトゥルーナは答える。

「ではもらうぞ」

「はぅ!?　んんっ」

　顎を取られ、上を向かされたと思ったら、すぐに口が塞がれた。もちろんレットの口でだ。まるであの日会ったときのように、丹念に唇を吸われる。馬上なのも同じだ。

　違うのは森の湖畔ではなく、ここが南の砦城で周囲には臣下の親衛隊の隊士がいること。

「やっ……、レ、レット……いえ、へ、陛下……戯れは……んっ」

　唇を合わせて擦れあう感触が心地好い。舌を絡ませているわけでもないのに、背筋がぞくぞくしてくる。

「あなたの唇は、いつ味わっても甘い」

　けれどそんな言葉を囁かれても、シトゥルーナは施される口づけに身を委ねられない。

　当たり前だ、いくらなんでも場所と状況をわかってほしい。

　なおも唇を合わせ甘やかに食まれたとき、シトゥルーナはレットの胸を強く押し返した。

「レット、やめなさい!!　──も、申し訳ありませんっ。不敬な……」

「いや、少しふざけが過ぎたな。すまない。その可愛らしい舌を味わうのは、あとに取っておくとしよう」

　ついこれまでのように命令口調になってしまい、慌てて謝罪しかけたシトゥルーナをレットがいたずらっぽく目を細めて遮る。

「……っ、はい陛下」

（これくらいで気分を害するような人でないのはわかるけど、あとに取っておくって──……）

　小さな溜め息を吐息に隠して俯くと、隊士の一人と目が合い、視線を逸らされる。さすがにこれには居たたまれなかった。

「では参る」

　レットがすっと右手を挙げた。親衛隊に護られ、騎乗のまま城内に入る。

　そして大広間でシトゥルーナが目にしたものは、ここに来たときとはまったく違う光景だった。

　フリュードの兵が、巨漢の曹長を始めとした砦兵やサムリら親衛隊のサラストの兵によって拘束され連座している。彼らに非があるとわかっていても、王女として胸に痛みを覚えずにはいられない。

　そんな気持ちが伝わってしまったらしく、レットに手を強く握られた。シトゥルーナは彼の気遣いに、「大丈夫」と思いを込めて握り返す。

（ユッタ）

　そんなフリュードの者たちの中に、跪く自分の侍女を見つけた。

　彼女もこちらに気づいたようで、少し困惑げながらもほっとした顔を見せた。

　しかしシトゥルーナに気づいたのは、ユッタだけではなかった。

「はっ！　王女殿下はとんだ尻軽と見える！　慎みも忘れてそのように男と──ぐはっ」

　その者、オイヴァはすぐにサムリに押さえ込まれ、床に頭を擦りつけられた。

　それをしたサムリの顔は、ピエニ宮や王城で見たときとは違い、感情をどこかに置いてきてしまったかのように冷ややかだった。周囲にいる彼の部下も同様だ。

「フリュードの者は自国の王女に面白いことを言う」

　抑揚なくレットが言い放つ。

（こうして二人で現れたから誤解したのでしょうけど）

　もう、どうにも庇いだてはできなかった。王族に対する悪態は、この場で斬首されてもおかしくない。

　ただでさえ停戦中でありながら相手国の城を襲い、不法に占拠していたのだ。それだけでも新たな戦の理由になるというのに。

　いや案外それが目的か。オイヴァたちは停戦に反対していた。

「お手を煩わせて申し訳ないのですが、降ろしてくださいませ」

　見詰めるレットの目が「いいのか？」と言っていた。シトゥルーナはそれに頷く。

　レットが片手を挙げた。すぐに踏み台を持ったサラスト兵がくる。

　先に馬から降りたレットがシトゥルーナの手を取り降ろしてくれた。

　シトゥルーナは数歩レットから距離を取ると、淑女最上の辞儀をする。

「サラスト国王、タイヴァス・レヴォントゥレット・デ・サラストゥス陛下、我がフリュードの者たちの非礼を、フリュード国王、エドヴァルド・カルフ・フリューデンが妹、シトゥルーナ・ルース・フリューデンがお詫び申し上げます」

　ここでシトゥルーナが頭を下げることをレット──いやタイヴァス陛下が望んでいないのは百も承知だ。妃として毅然と傍にいればいいと言ってくれたのだから。

　それでもシトゥルーナは、頭を垂れる。これはフリュード国王女としてのけじめだった。

「王女殿下!?　いったい何を!?　その者をサラスト国王などと──っ」

「黙りなさい。この方こそ、現サラスト国王、タイヴァス陛下ですよ」

　押さえつけられながらも声を上げるオイヴァを睨み、断じる。

「嘘……レット隊長が、サラスト国王？」

　ユッタも呆気に取られて口をぽかんと開けていた。それに曹長やほかの砦兵もにわかには信じ難いのか不思議そうな顔をしている。さすがにレットが連れてきた親衛隊の隊士には表情に変化はなかったが。

「いや、サラスト国王は自ら軍を率いて今ごろパルニラと対峙しているはずだ。だいたい先のフリュード王とそう年が変わらなかった国王がこんなに若くは──そうか、この者が影武者なのだな。王女殿下は騙されているのです」

「黙りなさい。無礼です」

　シトゥルーナは、まだ暴言を吐くオイヴァに向かって再度言葉を放った。

　信じ難い気持ちはわからなくはないが、フリュードが兄に代替わりしたように、サラストも王が変わっていたのだ。ただその話がフリュードには伝わっていなかっただけのこと。これで近衛騎士団を指揮していたと思うと余りにも嘆かわしい。

『詳しいことはあとで話すが、いろいろあって実は戴冠式が済んでいなくてね。お陰で一部の家臣と周囲の国には先代がまだ存命だと思われている。まあ先代の葬儀を済ませていないのも理由だな』

　騙されていたと言うなら、確かに騙されていた。親子よりも年が離れていると聞いたサラストの王は既に身罷られ、跡を継いだ新王は兄と変わらないほど若く、こんなにも精悍だったとは知らなかったのだから。

　シトゥルーナの脳裏に先ほど打ち明けられたばかりの話がよぎる。

　戦の最中、戦王と名高かった先のサラスト国王が斃たおれ、それが兵士に伝わると士気に関わる。フリュードだけで手一杯なのに、ひいては他国パルニラが攻め入る隙を与えてしまうとすぐに影武者レットが取って代わり、その死を隠したことも要因だったらしい。

「あなたが詫びる必要はない。そこにいる者どもは我が友エドヴァルドに刃を向け、謀反を謀った逆臣だ。しかもあなたへの不適切な物言い、赦し難い」

「それでもでございます。この者たちはここで手討ちにされても文句は言えませぬが、できることなればフリュードに送り返し、フリュードの法にて裁きとうございます」

「タイヴァス陛下」

　護衛の親衛隊の一人が声を上げた。

　何事かと顔を向けると、新たに顔を見せた砦の兵士が傍らに控えている。

「物見台からの報せです。国境線にフリュード軍を確認したとのことです。掲げる御旗は緑地に熊ヴィフレア＝カルフ」

「わかった。妃よ、あなたの願い通り、その者たちはフリュードに引き渡そう。ちょうど迎えが来たようだ」

　シトゥルーナは深々と頭を下げる。御旗を聞き、近衛騎士団や王宮警備隊とも違う、王の私軍だと思った。

「タイヴァス陛下の温情、痛み入りましてございます」

「王女殿下!!　なぜわからないっ!!　フリュードに必要なのは武力。和平など臆病者がすることだ。このままではフリュードはサラストに呑み込まれてしまうっ!!」

　なおも声を上げるオイヴァにシトゥルーナは眉を顰める。

　それを言うなら、オイヴァこそどうしてわからないのか。フリュードの民は戦のない世を願い、そしてサラストも二国が手を取り合える関係を望んでいるということを。

「フリュードは強くならねばならない。そうならなければパルニラが……」

「もうやめてください、オイヴァ様っ」

　オイヴァの言葉は悲痛なユッタの声で遮られた。

「フリュードは呑み込まれなどしません。サラストには姫様……シトゥルーナ王女殿下がおられるのです」


　首謀者をイーヴァリ・ラスクとしてフリュードで起きた内乱は、シトゥルーナにその報せがもたらされたころには既に収束していた。

　真の首謀者はキヴァリ侯爵家嫡男オイヴァ・キヴァリ。以下、彼に追従した近衛騎士団一個小隊。

　エドヴァルドを拉致したまでは良かったが、すぐに国王の私軍が動き、幽閉には至らず呆気なく取り押さえられたのだった。しかしオイヴァらは、そこで一網打尽になるところを辛うじて隣国サラストへと逃走を図り、パルニラの侵攻により兵力が手薄になっていた砦城を奪取。そこで内乱の報せで駆けつけてくるはずの王妹シトゥルーナを待ち構え、手中にすることで再起を狙おうとしていた。

　だがパルニラと対峙しているはずのサラスト国王が意図せず想定外の動きで、あえなく潰えた──というのが、ことのすべて。

　オイヴァ・キヴァリの極刑は確定ながら、若い王の施策に不満を持つ旧勢力貴族が影で煽っていたという報告もあり、完全な終息はまだ時間がかかりそうだった。またパルニラの侵攻が妙に時宜じぎ良く内乱の関わりが疑われたが追求できるほどの確たる証がなく、こちらも今後の調べに寄るところとなる。

　オイヴァの卑劣な策略により首謀者として一時名を挙げられたイーヴァリ・ラスク卿は、かつての勢力もなく利用された身を恥じてこれを機に王家相談役を引退。オイヴァの父である当主ラーファエル・キヴァリは直接関与はなかったが一族の長として責を問われ、連座。武官を免黜めんちゅつされ西の所領に蟄居。キヴァリ家は取り潰されなかっただけでもましと子爵位へ降爵。後継は傍流の男子を迎え、名門とうたわれたキヴァリの名を形だけでも残すこととなるそうだ。

　侍女のユッタは、騙されていたとはいえ謀反に加担し、護らなければならないはずの王女を危険にさらしたとして修道院へ収容。そこで一生を捧げることとなった。



	
			第八章　この婚姻、異議なし

　エテラ＝リンナケの尖塔にある賓室。壁に飾られた大陸マイルマを描いた地図も執務机やそれからテーブルにソファ、続き部屋の寝室の寝台も、シトゥルーナが初めてこの地を訪れたときと同じ。何一つ変わっていない。

　そして、レットとテーブルを挟んで向かい合うのも、二人の間には彼が淹れた香り好い茶が置かれているのもあの日と同じだ。さすがに国王手ずから茶を淹れるのは恐れ多く、シトゥルーナは慌てて「自分が」と申し出たのだが、聞いてはもらえなかった。

「さて、どこから話そうか」

　少し愁いを帯びて聞こえるその声音に、シトゥルーナは、ソファから滑るように降りると床につくほど頭を垂れる。

「いえ、その前に謝罪を。そして城で待つと言った陛下との約束を違えたわたしに罰を」

　ユッタにフリュードに戻ろうと言われたからとはいえ、決断をしたのはシトゥルーナ自身だ。それを言い訳する気は毛頭ない。

　思えばユッタもかわいそうな子だろう。オイヴァへの恋慕を利用され、密偵まがいの役目を負わされて王女の侍女としてサラストまでつき従ったのだから。さらにはこうして事が起きればなんとしても連れ帰るように命じられていた。すべてそれがフリュードのためだと思い込まされて。

「必要ない」

「ですがわたしは、知らなかったこととは申せ、陛下に数々の無礼な振る舞いもいたしました」

　あれはレットだから、と言われても許されるものではない。

「本当に必要ないから。確かに城を出たのは軽率だった。だが俺は、無事を喜びこそすれ罰しようなどまったく思っていない。ルーナ、顔を上げて、ソファに座って。聞いてくれないか、俺の話を」

「──はい、陛下のお望みのままに」

　シトゥルーナがそう声を震わせ座り直すと、レットは困ったように眉を寄せつつも笑みを浮かべた。

「……昔からね、俺が誰だかわかると皆、頭を下げるんだ。取り敢えず、頭下げときゃいいかって感じで、腹の中は何考えてるんだか、十一番目の王子なんてそんな扱いだった。それも正妃でもなく妾妃でもない、気まぐれにお手付きとなった騎士爵位出の母腹だったからね──ああ、間違えるなよ。あなたもそうだという話ではないから」

「恐れ入ります」

　大したことではないように話すレットの声は淡々として、シトゥルーナは初めて知る彼の生い立ちに胸が締めつけられるのを覚えた。

「一時期、五番目の王子の近侍をしていた。パルニラに行ったのも、その王子に随伴してだ。エドに会ったのはそのときだよ。エドは俺にフリュードに来ないかって言ってくれてね。王位継承権を持つ王子が上に十人もいたら、俺の未来はどうしたって知れてたから。それがまさか、玉座が回ってくるとは思わなかった」

　流行り病に倒れた者、戦死した者、だが一番は王太子の座を賭け互いに潰し合ったことだとレットは話す。

　レットは物心つくころから自分の置かれた状況を嫌というほど感じ取り、生き延びるために兄たちの熾烈な争いに関わらないようにしてきた。登城するころには、リタリの母の姓を名乗り、王位継承権など不要と一臣下としての立場を貫いた。王に仕えることこそ誉れ、命令されれば戦地に赴き先陣を切る。お陰で一度も前線に出ず跡目争いに明け暮れている王子たちよりも軍部の覚えはよく、結果として徐々に信奉者が増えていったのだった。

　そんな末の王子の活躍は、戦王と呼ばれた先王の目に留まり、ときには純白のマントを纏い影武者を務めるようになった。王の言葉をレットが伝えるようになったのも、そのころからだと言う。

「王位に就いたのも、さっき話したけどそんな状態でね。国内はだいぶ収まってきたが、姉姫たちが我こそは正当な血筋だと言ってて、幾らかまだごたついている。せめて対外的に先王の葬儀が済んでいれば、反現王派に対してもう少し力技が使えたんだが、まあ、そっちは今回サムリのお陰で粗方ケリがつく。俺は良い臣を持った」

　正確にはサムリの部下たちの働きで、とレットは薄い笑みを口もとに乗せた。

　異母姉たちは先王の訃報を知ると、戴冠式が済んでいない今なら最後の王子となったレットを亡き者にしないまでも引きずり落とし、玉座に就くことができるかもしれないと謀計していたという。だが内偵を進めていたサムリ以下配下の者によって、そんな姉たちの取り巻きは排除され伝手は潰されたのだそうだ。

「タイヴァス陛下」

「ルーナ、俺があなたのことを『ルーナ』と呼ぶときは、レットと呼んでくれないか」

「……レット……様……」

「呼び捨てで。でないとあなたを継承つけて呼ばないといけなくなる」

　二人きりでいるときだけだから、とどこか縋るような眼差しを向けられると、シトゥルーナは胸がいっそう締めつけられるのを感じた。

「わかりました、レット」

「ん、ルーナ。あなたを騙す意図はまったくなかったことは、承知していてほしい。最初エドとの話では、あなたの身を一時預かるだけでフリュードに帰すつもりだった」

「え……、わたしを帰す？　ですがわたしは、婚姻を以てと兄の口からはっきりと聞きました」

　初耳だった。サラストゥス陛下への親書にはまさかそのように書かれていたというのか。

「おそらくエドは、サラスト国王との婚姻をにおわせて王宮内の貴族を煽り、あなたを使者として遣わすことで、身の安全を図ったのだと思う。フリュードにいるよりこの国にいたほうが安全なのは確かだから。ピエニ宮には限られた者しか入れないようにしたし。それで俺は、当初あなたと接触しないようにして婚礼の儀の話は避けていた」

「ではわたしは考え違いをしていたと？　それなのにこれが二国のためだと子をなしたいとまで……ああ……」

　自分の余りの勘違いに羞恥を覚えたシトゥルーナは、両手で顔を覆った。

　ピエニ宮と王城を結ぶ柱廊に衛士があれほどいたのは、すべて自分を護るためだったことにも思い至る。

「でもお陰で国を思うあなたの覚悟を知ることができた。俺もあなたに応えなければと。だから」

　レットは「寝所を共にしてすべて話すつもりだった」と続けた。

「ですがあのときわたしは、自分でも訳がわからないくらい気がおかしくなってしまって、意識を失ってしまったのだわ」

「あのときのあなたの昂りは、香油のせいだとわかっている」

「香油の──？」

「閨事に用いられる特別なものだ。媚薬と言えばわかるか？　その気の昂りを落ち着けさせるには、悦びを与えて発散させるしかなかった。あれには俺も、かなり昂ってしまって気を抑えるのに苦労した」

　香油は伽の支度で全身に塗られた。シトゥルーナは「媚薬」と聞いて納得する。

　そんな気もしないではなかったが、こうして改めて言われると寝所で昂り乱れたことをつぶさに思い出し、羞恥を覚えるのと同時に安堵した。

「すまなかった。あのようなものを使って。支度をした侍女が気を回しすぎた」

「では、目隠しをしたのは──？」

　正体を知られたくなかったということだろう。でもそれでは、すべて話すつもりだったと言ったのに矛盾する。

「それは──あなたを寝所まで連れてきた侍女が原因だ。彼女はまずすぎた。元は王太子付きだった侍女で、当時からいろいろきな臭い噂があってね。だから王太子亡きあとは暇を出して王城から去らせた。だが俺が王位に就くのが気に入らない姉の一人が、弱みを探らせるつもりで密かに呼び戻していたんだ」

　侍女としても優秀だった彼女は王城侍女たちの中で自身の立場を確かなものにした。それゆえに隙を見せないように気をつけていたはずが、寄りにもよってあの日、陛下の不寝番の侍女として潜り込んでいたのだった。

「だからレットは王の命としてわたしの目を隠すように？　何も知らなければ探りようがありませんもの」

　不寝番の侍女と聞いて、シトゥルーナは腑に落ちる。寝所の隣室で一晩中寝ずに控えている侍女。何が行われ、何が話されたのか、すべて知ることになる。何かを探るなら、打ってつけの役目だ。

　もし、現れた陛下レットを見て驚いてその名を呼んだら？　王城の侍女たちがどこまで事実を知っていたのか知れないが、建前として妃を召した王の寝所に側仕えが王として現れたことになるのだ。いろいろ難癖はつけられる。

「侍女の間では、陛下は今の姿を見られたくないらしいと噂されているようだったから、目隠しはちょうどいいと思った。そのせいであなたには不快な思いをさせた」

「理由がわかれば、わたしが思うことはありません」

　侍女が何度も取らないように言ったのは、言われることでシトゥルーナの苛立ちを煽って毟り取ってしまうのを狙ったのだろう。そう思った。人は、繰り返し言われると、逆らいたくなるものだから。

「だがそれで、あなたにすべてを話すという予定を変更せざるを得なくなった。本来不寝番は信頼のおける者なのだが──ああ、あなたの身繕いは、支度を任せた侍女を呼んだ。あれは思い込みが過ぎる面があるが、長く俺に仕えてくれる心を許せる数少ない侍女で、あの日も彼女が不寝番を務めるはずだった。だが何か行き違いが働いたらしい。……なんだか言い訳しているみたいだな。ずっと、話しておきたいと思っていたことなのに」

　レットがふっと溜め息にも似た息を吐いた。

「いえ、兄弟が多いと王位継承も大変なのですね。わたしは兄と二人でしたから、そういった揉め事はありませんでしたが……」

　そこまで言ってシトゥルーナは、あうっと呻く。

　身内での争いはなかったが、その代わり家臣キヴァリとあったではないか。内乱まで起こされた。

「──まあともかくもこれで、どちらの国も落ち着くだろう。あとは、あなたを一度フリュードに帰し、俺が戴冠式を済ませて改めて婚姻の申し込みに行けばいいな」

　それが正しい外交の筋の通し方なのだろう。けれど、シトゥルーナは頷けない。もう、駄目なのだ。

「わたしをまだ娶ると言われるのですか？」

「もちろんだ。この城で初めて見たとき、一瞬で俺はあなたに心を奪われた」

　シトゥルーナが訊き返すと、逆に真意を窺うような眼差しをレットに向けられ、また一つ鼓動が早くなるのを感じた。

「わ、わたしもあの日、あ、あなたが現れた瞬間、恋したのです。王に嫁すためにこの国に来たのに。だからこれは抱いてはいけない気持ちだと胸に閉じ込めようとしました。だからあなたに会うたび苦しかった」

「俺が話さなかったばかりにつらい思いをさせてしまったんだな」

「そう思ってくださるなら、帰さないでくださいませ」

　シトゥルーナは、とくんと高鳴る胸に覚える思いのまま言葉を紡いだ。

　勝手に城を出てフリュードに帰ろうとした身ながら、厚かましくも望んでしまう。レットがサラスト国王だったと知って、蓋をした心から息ができなくなりそうなほど、想いが溢れて止まらない。

「もうこの想いを隠さなくても良いなら、あなたと離れていたくありません。あなたの傍にいることを許していただけませんか？」

　シトゥルーナは目尻に溜まった涙で滲む視界のままレットを見詰めた。

「良いのか、あなたはそれで」

「わたしは、ただあなたを慕っているのです」

「可愛いことを。そうだな、あなたが俺に純潔を捧げた話は、ここの兵士にまで聞こえていた。これで国に帰したら、何か不都合があったと痛くもない腹を探られそうだな」

「それは……っ」

　シトゥルーナは、それをここで持ち出すのかと羞恥とばつの悪さを覚え、涙を拭うと視線をさ迷わせる。

　するとレットは愛しそうに目を細めた。

「ルーナ、今俺は、あなたがほしい。あの日のことを事実にしたい」

「え……、はい……、レット」

　息を詰め、タイヴァスと呼ぶべきか一瞬惑ったシトゥルーナだったが、彼が「ルーナ」と呼ぶならと、「レット」と呼んだ。


　いつかのように抱きかかえられて運ばれる。あのときと違うのは、自分に意識があり、膝裏と背中に感じる彼の腕の逞しさに、鼓動が高鳴っていくのを感じていることだ。彼の歩みに合わせて僅かに上下する体は熱を覚えだしている。

「ここには女性を満足させられる気の利いた設備はない。しかも今つき従う侍女もいない。それでも良いか？」

　隣室の寝台に運ばれ、そっと降ろされる。

「はい。人の手を借りなくても少々のことは自分でできますもの」

　身を横たえたシトゥルーナは、修道院で生活した経験があるからと言えば、レットはどこか気遣わしげに、それでも口もとに柔らかな笑みを乗せた。

「あなたをその辺の姫君と同じようにはかってはいけなかったな。あなたを知る度、愛しさが募る」

「わたしも、です。レットを知って……あ……」

　この胸にある想いをすべて伝えたいと言葉を紡ごうとしたが、言えなくなる。レットの指が頬に触れ、唇に触れたからだ。憶えのある感触が、間違いないと背筋を這い、きゅうっと下肢に痺れが走る。それは決して嫌なものではなく。

　けれど思わず竦んだ体にレットは気づいて、眉根を寄せて憂いだ表情を浮かべた。怯えたと思われたようだった。

「あの香油の気の昂りを落ち着かせるためには、それにまさる昂りで散らすしかなかった。あなたに無体なことをした」

　それしか方法がなかったとはいえ恨みに思っているだろう、と言うレットにシトゥルーナは首を振る。

「いいえ。目を隠されていても、あなたがわたしの身を大事に思ってくれていたのは、伝わりました」

　レットの指は何度も唇を這い、初めて知る感覚におののき歯を立て噛み締めてしまうシトゥルーナの口もとを緩めようとしてくれた。これ以上なく優しかったことに違いなかった。

　だから、そんな顔をしないで──と、思いを込めてシトゥルーナはレットに手を伸ばす。

「ルーナ……」

　シトゥルーナの手をレットが握って指先から掌へと口づける。

「んんっ」

　甘い疼きが手から沁み込んで、唇の柔らかな感触が耳朶の奥をぞくりとさせる。掌の肉づきに沿って舌が這い、唾液で濡れてまた痺れる。

　そういえば、寝所でもそうだった。指先を食まれ、掌を舐められた。

　そして今、覆いかぶさってシトゥルーナの唇に自らの唇で触れてくる柔らかで弾力のある感触は、あの今生の別れかもしれないと思った日、何度も重ねた唇と同じ。

　シトゥルーナは思い出しながら無意識に唇を開いた。

　押し当て擦れ合い、上下の唇を交互に食まれて吸われる。そして歯を立てられて幾度もねぶられる。

「ふ、ぁ……」

　レットの舌が口内に入ってくる。後で味わうと言った通り、シトゥルーナの舌を突つつき搦め捕るときつく吸い上げた。

　シトゥルーナは口を塞がれ息苦しくなる中懸命に呼吸する。ぴたりと隙間なく唇を重ねられ、それが一瞬ずれたときに肺に空気を取り込む。鼻ですれば良いことに気づいたときには、すっかり息を乱していた。

「ほしかった、ずっと。あなたの肌に触れてから」

　するりとお仕着せの侍女服の前合わせを緩められ、胸もとにレットの手が入り込んだ。膨らみを覆う肌着もはだけられ、直に触れられる。

「ん……っ、レッ……ト……」

　膨らみの裾野から掌が柔肉を集めるように撫でていく。それが少しくすぐったくて、シトゥルーナは眉を寄せる。

「触られるのは嫌か？」

「いいえ。なんだか不思議な感じで」

「そうか。嫌でないなら良い」

「あ……？　んっ」

　膨らみを包んでいた手がやわやわと動き出す。これも不思議な感触だった。けれどその動きに物足りなさを覚えてくる。

（あ……わたし……、もっと知ってる。膨らみの先を──っ）

　胸に触れるなら、膨らみより尖端の色づきを弄ってほしい。

　そう意識した途端シトゥルーナは、肌を朱に染めた。あの日寝所で施された悦びを思い出し、香油を使っていないというのに下腹の奥が疼く。体が熱くなって、それをこらえるように両膝を擦り合わせる。

「足が動いている。どうした？」

　覆いかぶさり、耳もとで囁かれる声が鼓膜を震わせる。

「わ、わたし……わた……し……」

　もっと触れてほしい、とは恥ずかしくて言えなかった。

（香油があればそのせいにしてねだれるのに）

　そんな都合のいい考えが浮かんでもどかしさを覚える中、なぜ閨の支度で香油が使われたのかわかった気がした。とてもではないが、悦びを覚えるところをもっと触ってなど口にできない。

　シトゥルーナはきゅっと目を閉じ、唇を噛む。

「ルーナ、どうやらあの香油の効果はまだ続いているようだ」

　ふっ、とレットが笑ったような気がした。

「はい？」

（どういう意味？）

　香油の効果など、とっくになくなっているはずなのに、なぜそんなことを──。

「力を抜いて俺にすべて委ねてくれ」

　目を開けると、「心配するものは何もない」と自分を窺うレットの顔があった。

　シトゥルーナはこくりと頷いた。香油のせいにすれば良いと言ってくれたのだ。あの日、ねだったように。

　胸もとから離れたレットの手が、身に着けているお仕着せを脱がし、肌を露にしていく。

　そうして下着だけとなったシトゥルーナを寝台に横たわらせたまま、レットが自らも衣服を脱いだ。

（なんて素敵なの）

　シトゥルーナは、初めて目にするレットの体躯に頬を赤らめた。軍服の上からも痩身ながら鍛えた肢体だろうと思っていたが、しなやかに引き締まった体は、フリュードの王宮に飾られていた大理石の英雄像と同じくらい神々しい。

　あの胸に何度も抱き締められたのだ。あのときも、あのときも。しがみついた。顔を埋めた。

「……くださいませ、わたしに」

　寝台の掛け布が捲られ、身に着けるものをすべて取り去って体を重ねる。

「ああルーナ、もちろんだ」


「ふ……あ……あ……」

　どんなに堪えようとしても、声が上がってしまう。

　けれど唇を噛んで漏れないようにすることはできない。すぐに指がなぞり口づけされ、歯列を割られる。唇を噛めば、彼の指や舌に歯を立てることになる。

　だからせいぜい口を真一文字に結んで開かないように奥歯に力を入れるだけ。でも同じように指でなぞられ口づけを施されれば、簡単に緩んでしまう。

「ルーナ、声を恥ずかしがるな。もっと聞かせてほしい。それはあなたの体が悦んでいる証だ」

「あ、あ、で、でも──」

　だからこそ、恥ずかしいというのに。前々からときおり感じていたことだけれど、レットは意地悪だ。

　レットの手が膨らみを揺らし、頂の実を指先で摘んで捏ねる。口に含んでねぶられて、途端に甘い痺れがシトゥルーナの官能を呼んで悦びをもたらす。さらには唇を吸うように強く吸い上げ、舌先で突つついて転がす。

「んふっ、ふ、ぁ」

　薄紅に色づきだした頂の実を弄られると、下腹が切なくわななく。きゅっと絞られるような疼きが生じて、それに合わせて喘鳴が出る。

「いいな、あなたが悦びで肌を染めていく様は」

「レッ……ト……」

　言い様にどこか理不尽を感じてレットを見れば、彼は蕩けそうな笑みを浮かべていた。そんな顔をされては文句が言えなくなる。

「次はこっちだ」

　膨らみを包んでいた手が胸もとを離れて下肢へと移っていき、シトゥルーナは足の間にレットの指を感じた。あの日のように女の一番感じる部分を触るのだろう。頂の実にしたように、転がして捏ねて摘んで、そして──。

「や……っ、あぁ……っ!!」

　シトゥルーナは、甲高い声を上げた。レットが触れた女の部分に、思っていたものよりもずっと強い痺れを感じて、つま先をぴんと伸ばして背を撓しならせる。

　潜んでいた媚肉の珠を指先で撫で転がされるのは、あの日と同じ。けれどびりびりと痺れる中に甘美な情動が隠されていることに気づく。

「蜜が溢れている。あの日もあなたのここは潤んでいたが、今はそれ以上だな」

「ひゃあ……、あっ、あっ」

　愛撫を続ける指に合わせて、くちゅくちゅと水音がし始める。それを周囲に塗り広げる動きとともに、ぬるりと中に入ってくるものを感じたシトゥルーナは、思わず体を強張らせた。

　痛みはない。ここで殿方のものを初めて迎えるときは、痛みがあると聞いていたが、そのような感じはなかった。ただ体の内側を触れられるのは、妙なものだった。

（──えっ!?）

　これくらいなら取り乱してしまうほどではない、と思っていたシトゥルーナは、つんと引き攣れる異物感に腰を浮かす。

「はぅ!?　な、なにを──」

「あなたを愛する指を増やしただけだ」

「指……？　んんっ」

　さらに引き攣れが強くなる。それだけではなく、体内でうごめくものを感じた。レットが蜜だという女の部分から溢れ出てくる潤みを指に纏わせ中の肉を擦っているのだった。

　蜜口近くから腹の奥まで指が行き来してかき回す。同時にあの一番敏感な肉珠を弄られる。擦られて捏ね転がされるたび、シトゥルーナは寝台の上で跳ねた。

「やぁ……、あっ、ああ、……んうっ」

　香油など使っていないのに、もっとほしいと熱を持って疼く。

　どうしてこんなに体が熱くてもどかしいのだろう。頭の芯が蕩けて気が変になりそうだ。これを鎮めるにはどうしたらいいのだろう。じりじりと焦燥にも似た心地の悪さがシトゥルーナを落ち着かなくさせる。

「ああ、やぁ、あっ、あ」

「ひどいな。こっちは堪えているというのに、そんな顔をされたら我慢できなくなる」

　何を言われているのかわからない。恥ずかしげもなく上がってしまう喘鳴を懸命に抑えようとしているだけなのに。

　つうっと眦から涙が伝い落ちシトゥルーナは、眉根を寄せて覆いかぶさっているレットを見詰める。

「初めてだから、本当はゆっくり時間をかけたほうが良いのだが……、香油もないし」

「先ほど──、香油の効果は、つ、続いている、と……仰いました、わ」

「そんなに煽ってくれるな」

　膝裏をつかまれ脚を胸につくほど折りたたまれるのは苦しかったが、つんと蜜口に指とは違うものが当たる。

「迎えてくれるか、ルーナ」

「はい……」

　シトゥルーナがこくりと頷くと、指が入っていたところにこれまでにない圧迫感を覚えた。ぐりぐりと蜜路を広げ押し入ってくる。

「はぅっ、んぐっ」

　痛い。初めて知る痛みにシトゥルーナは喉を鳴らし、歯を食いしばる。まるで火で焼いた楔で体を割られるようだった。

「すまない、今は耐えてくれ」

　痛みを堪えながらレットを窺えば、ひどくつらそうに唇を噛んでいた。

（わたしには唇を噛まないように言うのに）

　レットにそんな顔をさせたくないと、シトゥルーナは吐息に言葉を乗せる。

「……だ、大、丈夫……です……」

　膝裏をつかんでいたレットの手がシトゥルーナの腰を抱えた。何を、と思った刹那、下腹部に衝撃が走った。レットを迎えようとしていた女の部分だ。一気に貫かれたのだった。

（わたし、変……）

　痛いのに、痛みを感じているのに、シトゥルーナは悦びに震えていた。

「ルーナ──」

「わたしの中に、あなたが」

　どこか申し訳なさそうに見詰められ、シトゥルーナは笑んで返す。自分の中にいるレットの存在が愛しい。身も心もともにあると感じた。

「そうだ。今一つに繋がっている」

「一つに……、あ……」

　レットが腰を揺らすと、シトゥルーナは伝わる振動で媚声を上げた。気づけば先ほどたまらなく感じていたもどかしさはもうなかった。けれど却って熱は高まっていく。

「ルーナ、今一度無理をさせることを許してほしい」

　レットが腰をさらに揺らして、前後に動かす。シトゥルーナを満たしていたレットの昂りがすうっと引いていく。

「あ、あ、やぁ、ああ──」

　抜けてしまいそうな心もとなさを覚える中、繋がっていたいと必死に追い縋れば、再び押し込まれ蜜路を一杯に満たしていく。貫かれたときの痛みはいつしか甘い疼きとなって、シトゥルーナに悦びを教えた。蜜路を擦られてその先の突き止まりを抉り打たれ、緩急つけた動きで翻弄されてシトゥルーナは、官能を昂らせていく。

　そうして幾度目かにレットが一切の動きを止める。シトゥルーナは何が起きたのか、息を乱したまま、覆いかぶさるレットを見詰めた。

「はぁ……、んっ」

　声を押し殺すようにレットが呻く。シトゥルーナは体の奥に燻るものを感じながら、レットが放ったものを蜜路の奥で受け止める。

「レ……、ット……」

「ああ、ルーナ。最高だ。あなたを愛してる」

　わたしもあなたを──と言葉に紡ごうとしたが、かなわなかった。シトゥルーナの声はみごとに掠れていた。

「無理をさせたようだ」

（いいえっ、そんなことない）

　しかしシトゥルーナに伝える術はなく、首を振るしかなかった。

「愛しい薔薇ルースの姫よ。あなたを生涯ただ一人の人と誓おう」

　真摯な言葉は、シトゥルーナの眦に涙の雫を作りこめかみを濡らす。

「わ……た、し……も……っ」

　覆いかぶさってきたレットの背に腕を回したシトゥルーナは想いとともに抱き締めるのだった。



	
			エピローグ

「ここにいたのか、妃」

　ピエニ宮の居室で長椅子に腰かけ刺繍をしていたシトゥルーナは、テラスから姿を見せた国王タイヴァス・レヴォントゥレット・デ・サラストゥスを微苦笑しながら迎えた。おそらく王は、執務の合間に息抜きでもしにきたのだろう。国王の政務室から見える庭園は蔓薔薇の小径へと続き、その先はこのピエニ宮だった。

「王城の王妃の部屋では人が多すぎますもの。気が休まりません」

　柱廊を渡り、城の奥にあるピエニ宮に来ただけで、出入りする侍女の数は限られ巡廻する兵士の姿もなくなる。

「その辺りは慣れてほしいのだが。あなたはもう押しかけ和平使者ではなく、俺の妃なのだから」

（押しかけって……）

　シトゥルーナはこっそり頬を膨らませた。今にして思えば、確かにそう取れないこともなかった。あのときは兄エドヴァルド王の指示だったとはいえ、レットのほうは受け入れる準備がまだできていなかったとあとで聞いた。

「そういう陛下こそ、もう執務はよろしいのですか？」

　だからって、そういう呼び方をされるのは面白くない。

　部屋にこもって書類仕事をするよりも、現場で直接目で見て耳で聴いて物事に触れて判断を下すほうが性に合うらしい国王陛下に、少しくらい嫌味を言っても良いだろうか。

「名前で呼んでくれないのか？　ここは俺たちだけだ」

「では、タイヴァス様」

　本当はどう呼んでほしいのかわかっているのだけれど、シトゥルーナはサラスト国王の名を口にした。

　まったく誰が初対面でこの男を国王だと思っただろう。シトゥルーナの脳裏に国境の砦城〈エテラ＝リンナケ〉で相見えたときのことがよみがえる。

　親衛隊──王族を護衛する、フリュードで言う近衛騎士団と同じ軍部の隊長、レット・リタリと名乗り、サラストの兵にはその命めいは国王陛下と思えと言い。そしてシトゥルーナには、臣下のように謙へりくだり、恭しい態度で迎えてくれた。

　そもそもは、サラスト国王は親と変わらない年だと聞いていたのだから、現れた彼を王と考えるほうが無理だ。

　その後も親衛隊の隊長として振る舞うものだから、完全に普通の上級軍人だと信じた。

　その上、パルニラ侵攻の際には戦に行きたくないと吐露されて、さすがに親衛隊隊長といえど大国との戦は恐れるのだと、そんな当たり前に人が思う感情を見せてくれたことが嬉しくて。だからこそ胸のうちで死なないでと祈り、わたしのために帰ってきてと心からの言葉を口にしたのだ。

　それが、戦に行きたくないと言ったのは、単にシトゥルーナと片時も離れていたくなかったためだったと知って、嬉しいやら気恥ずかしいやら、豪胆さに呆れるような、あのとき切なく胸を痛めた情を返してほしい。今だから笑って話せるのだけれど、まったく振り回されてばかりでかなわない。

　でも、とシトゥルーナは笑みを深くする。

　二人きりのときは、恋するただの男でいたいからと、サラスト国王タイヴァス陛下は「レット」と呼ばれることを望んだ。

「ルーナ、意地悪するな」

「わかってるわ、レット」

　心持ち不満そうな口ぶりのレットにくふっと小首を傾げると、未だ完成しない刺繍を脇のテーブルに置いた。

　戴冠式では純白の正装に身を包み、五代目サラスト国王、タイヴァス・レヴォントゥレット・デ・サラストゥス陛下として、戦王改め北の軍王とその名を広く周囲の国々に知らしめた。横には、隣国より嫁した亜麻色の髪の美しい妃が寄り添い、その仲睦まじさに長年戦をしていた二国に和平がもたらされたのだと民たちは歓喜し、新王と妃を讃えた。

「ルーナ、愛しい人」

　隣に腰を下ろすなり、レットがシトゥルーナを抱き締める。

「……もう、レット。苦しいわ。腕を緩めて」

　朝目覚めたときと同じように、すっぽりと腕の中に閉じ込められたシトゥルーナは、彼の背中を軽く叩く。

「なら口づけてくれるか？　あなたの柔らかなその唇で」

「わたしからですか？　恥ずかしいわ」

　閨事で夢中になって、無意識のうちに唇を求めたことはあるにしても。

「では、こうしよう。恥ずかしがるあなたはとても愛らしい」

　シトゥルーナが「え？」と思ったときには、刺繍する手もとの邪魔にならないよう結わえていた髪のリボンが、レットの手にあった。さらりと亜麻色の髪が肩を滑って胸もとに落ちる。

「まあ、リボン。いつの間に」

「これをこうすると──」

「何を……？」

「見えているから、恥ずかしいと感じる。なら、目隠しをして見えなくなれば、恥ずかしくない」

「何を言って……、レット、待って」

　見えないと、恥ずかしいよりも不安を煽られてしまうというのに、それは考えてくれないのだろうか。

　しかしレットは、シトゥルーナの制止など意に介すことなくリボンを目に巻いて、視界を覆ってしまう。

「レット、リボンを解いてください」

　本当に抗いたいなら、自分で外せばいい。でもそんな気になれない。今から何をされるのか、思うだけでぞくりとしていた。

「駄目だ。今からあなたを味わうのだから」

　指先が頬に触れて唇をなぞって胸もとに下りていき、大きく開けた襟ぐりから零れてしまいそうな膨らみで止まる。

「柔らかだね、この膨らみは。そして」

　レットの手がするりと入り込んで、コルセットで押し上げられていた膨らみを包んでそのまま襟から出した。

「あ……っ」

　頂の実に摘まれるような刺激を感じたシトゥルーナはあえかな吐息を漏らす。

「もうこんなになってる。つんと硬くなって」

　レットが触れたため、芯を持ち始めたのだろう。

　レットは片方の膨らみを揺らしながら頂を指先で弄っていたが、ついには胸もとに手をかけて膨らみを二つとも出してしまう。

「さすがにこの姿はくるものがあるな」

　言われて、自分がどういう格好なのか想像したシトゥルーナは、さっと羞恥に頬を染めた。まだ日も高いというのに、閨事のときのようにあられもなく乳房をさらしているのだ。

「あ、あなたがっ、だ、れのっ、せっ……んっ」

　シトゥルーナは息を呑む。指とは違うぬるりとした感触が頂の実を包んだのだった。

「やぁ、あ、あ……、こ、ここで……そん、な」

「大丈夫だ。既に人払いはしてある」

　きっといつものように、片手を挙げて侍女たちを下がらせたのだろう。しかし人払いがされていても、寝所でもない居間で睦事を始めるには躊躇いを覚える。

「で、でも……、ここは……あぁっ」

　ちゅくちゅくと片方の実が舐められ、舌先で突つつかれる。もう片方は指先で捏ねられ、ときおり引っ張られるように摘まれた。

「目を塞がれて見えないのだから、ここがどこでも関係ないだろう？　気を楽にして、ルーナ」

「そ、んな、レ……ット……」

　吐息に媚熱がこもっていく。左右の実を交互にねぶられて吸われる。

　目が塞がれているせいか、普段より感覚が過敏な気がした。シトゥルーナは、頂の実への刺激だけで官能を煽られ、どんどん昂っていく自分を感じる。

「きゃ」

　頂の実に施される甘い痺れの中、シトゥルーナは新たな刺激に短い悲鳴を上げた。

　いつの間にかレットの手は胸もとを離れて、ドレスで覆われていたはずの下肢へ移動していた。

「んんっ」

　足の間に手が宛てがわれ、すりすりと下穿きの布越しながら擦られると、潜んでいる肉珠が悦びに震え出す。そしてもう昂りを知った体は、直接触れてほしいと猥みだりがわしく思ってしまう。

「んあ……、レ……ット……、あ……ん」

　そんなねだるような気持ちが恥ずかしくも伝わったのか、下穿きの紐が緩められて取り去られた。

　シトゥルーナはきゅっと下腹の奥が絞られるのを感じる。望みが叶うのだ。

「布越しでも感じているのはわかっていたが、こんなにも蜜を零して。可愛いな。熟した赤苺の先みたいな芽が覗いてる」

「や……、見な、いで……ふぁっ、んふっ、ああ──」

　レットに女の部分を口に含まれ、堪えきれない嬌声が唇の隙間から漏れる。舌で肉珠を突つつかれて転がされ、その度シトゥルーナが背を撓らせた。

「ルーナ、少し無理をさせる」

「は……い……」

　掠れた声で言われたシトゥルーナは頷いて、束の間息を整える。

　男の猛りを身に沈めるのはまだ慣れない。それでも体を重ねるようになって、このごろでは息が詰まりそうになりながらも繋がることが嬉しいと感じるようになっていた。

「ルーナ、これを」

　金物が鳴る音と衣擦れの音がして、それから押し当てられたのは布の塊。たくし上げられたドレスの裾だった。

　シトゥルーナは自分がどんな格好になっているのか想像して、羞恥に染まる。下腹部を剥き出しにしているのだ。

「きれいだ、あなたの脚は──」

「駄……目……、み、見な……いで……んっ」

「あなたの脚を見るのは、俺だけに許された権利だ」

　長椅子に押し倒され、腰が抱えられる。蜜口に宛がわれたものがレットの猛りだというのは、目を塞がれていてもわかる。

　これからこの身は、レットの肉槍で潤む媚肉の隘路を広げられ腹の奥深くを突き上げられるのだ。

　そう考えただけで、体はぞくぞくとして悦びに震えだす。きっと腹の中はレットの形になっているだろうとシトゥルーナは思う。

「んくぅっ」

　蜜口をぬめりに任せて擦っていた肉槍の先端が、想像していた通りに押し入ってきた。一気に貫くことはなく、力強く確かなものが存在を誇示するようにゆっくりと蜜路に押し入ってくる。

「ああ、あなたの中は良いな。しっとりと纏わりついてくる」

「や……、言……わな、で……」

　シトゥルーナは抱えていたドレスの裾に顔を埋めた。口にされるのは恥ずかしいけれど、レットがどう感じているのか知れるのは嬉しかった。

「ルーナ。そんな可愛いことしていないで、顔を見せて？」

　シトゥルーナは喘鳴に漏らしながら首を横に振る。

「困ったな。俺を迎えてくれるときのルーナの顔が見れないなんて」

「ああ……」

　腰をつかまれて揺すられる。その度深くなる肉槍が腹奥を突き、中のものが競り上がる異物感で息が詰まる。けれど満たされる充足感は何ものにも代え難く、シトゥルーナの体を蕩けさせていくのだった。

「可愛いルーナ、全部あなたの中だ」

「レッ……ト……、わた……しの、中に……、あな、たが……」

「俺を受け止めろ──」

「ええ……、あ……あぁ、んぁ……」

　浅瀬から腹奥の突き止まりまで勢いを変え角度を変え、レットが肉槍で蜜路をかき混ぜる。穿たれる度、シトゥルーナの体は上下に跳ねた。

「あ……、あ、あ、んくっ、んんっ」

　レットは徐々に動きを速め、シトゥルーナは甲高い声を絶え間なく上げる。もう周囲を気にして声を抑える余裕はなかった。

　そうして一際強く突き上げられたとき、体が爆ぜ一切の時間が止まった気がした。呼吸はおぼつかなく、自分がどこにいるのか一瞬意識を失う。ただ蜜路の最奥で放たれた温かな飛沫を感じて、それが愛しくてうっとりと腹を撫でた。


　氷と雪に覆われた北の地サラストに春告鳥の飛来が確認され始めたころ、南の隣国フリュードの王宮〈サルヴィ〉に、サラスト国王女ハユヘルネ・クッカ・デ・サラストゥスの姿があった。

　母譲りの豊かな亜麻色の髪を背に流して王女──ハユヘルネは玉座のフリュード国王に淑女最上の礼を取る。

「フリュード国王エドヴァルド・カルフ・フリューデン陛下、サラスト国タイヴァス・レヴォントゥレット・デ・サラストゥス王が娘、ハユヘルネ・クッカ・デ・サラストゥスにございます」

「よく参られた、ハユヘルネ王女。いや、ヘルネ。顔を上げるがよい。そなたは余の妹シトゥルーナと盟友タイヴァスの息女。余の可愛い姪だ。そのように畏まらずとも楽にしなさい」

「もったいないお言葉。恐縮にございます」

　ハユヘルネが顔を上げると、その面差しにフリュード国王エドヴァルドが頷いていた。

「その瞳、深き森の澄んだ湖を思わせる。タイヴァスと同じ色だな。そして髪はフリュード王家の亜麻色。真そなたは二人の子だ──ヘルネ」

　近くへ、と言われたハユヘルネはドレスの裾を摘み、母に教わった通りの所作で優雅に数歩前に進み出た。

「はい。瞳は父に、髪は母より譲り受けましてにございます」

　エドヴァルドから父母とはまた違う慈愛の眼差しを向けられたハユヘルネは心なしか気恥ずかしく笑みを深くする。そしてエドヴァルドの隣に控える少年を目に留めた。

　ハユヘルネと同じ亜麻色の髪に、初夏の新緑を思わせる緑色の瞳をしている。

　おそらく彼がフリュード国第一王子、シュルヴェステル・ティーケリ・フリューデン王太子殿下。話に聞いていた二つ年下の従弟殿だろう。そして──。

「どうだ、シュルヴェステル。お前の婚約者は美しいであろう」

「はい、とても美しいです」

　シュルヴェステルに言われたハユヘルネは真っ直ぐな賛辞に頬を染める。

「あとでヘルネに王宮内を案内してあげなさい」

「はい父上。──ハユヘルネ王女、私はシュルヴェステル・ティーケリ・フリューデン。この国の王太子です。よくおいでくださいました。我が婚約者殿を歓迎します」

　ゆっくりと近づいて手が差し出される。

　ハユヘルネはシュルヴェステルの手を取り立ち上がった。同じ目の高さで視線が交差するのは、今だけだろう。これからシュルヴェステルは背が伸びるはずだ。彼の父であるエドヴァルド陛下は父タイヴァスよりも背が高い。

「シュルヴェステル様、どうぞわたしのことはヘルネとお呼びください」

「では、私のことはヴェスと。サラスト国のことを教えてください」

「はい。わたしもいろいろお話が聞きとうございます。農地改革と治水と──ああ失礼いたしました。ヴェス様のことをたくさんです」

　しまったと思っても遅い。母から注意されていたのに好奇心を抑えきれずつい口を滑らせてしまったハユヘルネは、ばつが悪く視線を泳がせた。

　しかしシュルヴェステルは気を悪くした風はない。却って目を輝かせたように見えた。

「それならサラスト国の王城内を流れる水路と運河で冬の橇そり滑りと……、いえ、やはりあなたのことを一番に」

「まあ」

　若い王子と王女は見詰め合う。これも政略的な婚姻ではあったが、心を通わせ互いを想う気持ちを育んでいけば良いだけのこと。

　サラストとフリュードの絆は次世代へと継がれていく。


ＥＮＤ
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